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発干りのことば

建設省中国地方建設局・1t

信高裕

「昭和58年 7 月豪雨」は島根県西部を中心に 1:|•1国地方で総被害頷 3,931 億円に達する

大災害をもたらしました。

中国地方建設局が管理する公共土木施設も大きな被害を受け、特に一般国道 9号及

び191号は随所で通行止となる大災害となりましたが、職員その他関係者の昼夜を1廿lわ

ぬ懸命な復旧作業により、緊急車については被災後 4日で、また一般車については16

日間で交通を確保することができました。

引続き、災害復lH工事を鋭意推進しており、関係者一同のご尽力を得て着実に進捗

しているところであります。

過去の災害を振りかえってみましても、「集中豪雨」の言業を生んだ昭和33年 7月災

害後、昭和40年 7月、昭和47年 7月と相ついで災害を受けてきましたが、これらの災

害は、その後の災害対策のft重な体験として後1止に語り継がれております。

その怠味からも、今回の大災害の幾多の戦重な体験と教訓をとりまとめた本誌は、

今後の災害対策の指針として、治水計画及び道路計画立案上の参考壺料となり、掲載

された多くの写其や図表は、永く後桃への記録として引継がれることが期待されてお

ります。

今匝lの災害により、不幸にして尊い犠牲となられました112名の方々のご冥福をお祈

りするとともに、本苫が災害のない安全で盟かな魅力ある国土建設の、より一層の推

進に寄与することを期待するものであります。

昭禾1159年 3月
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15人の犠牲者を出した山崩れ 浜田市穂出町（山陰中央新報提供）
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気象記録



28 第19花気象記録

第 1節天気区l

1.地上天気図

昭和58年7月20日21時

昭和58年7月21日21時
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第1節天気1匁I29 

気象衛星「ひまわり」から撮影した日本付近の雲

昭和58年7月21日21時
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昭和58年7月22日09時

昭和58年7月22日21時
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第 1節 天 気l忍I31 

気象衛星「ひまわり」から撮影した日本付近の雲

昭和58年7月22日09時



32 第1衣 氣象，記録

昭和58年7月23日09時

昭和58年7月23日21時
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気象衛星「ひまわり」から撮影した日本付近の霊

昭和58年7月23日3時
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第 1~,: 気象記録

局地天気図

昭和58年7月22日15時
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昭和58年7月23日06時
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v u 

15 

湿舌（水蒸気の多い気流が舌のような形で侵入している部分）”は850mbで露点温度17゚ 以上のエリア
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3. レーダ・エコー図

広島レーダ

昭和58年7月20日09時

凡例

wこコ（弱）を表わす。

M@勿（並）を表わす。

S一（強）を表わす。

二エコーの進行方向を

示す。

数字は進行速度を表わ

す。

記入のないものは停滞また

は不明
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昭和58年7月21日15時
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昭和58年7月22日15時
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44 第1翫 気象，記鉢

昭和58年7月23日06時

，，、、 ：‘しク--～、
,、，‘‘‘

r・｀ 、バ

｝ 

＇'＼ ＼／口し，9；81叶L----］

／ 

‘, 

＇ ＇
 

＇ 9
,
 ＇， 

,’
 

＇ 

昭和58年7月23日09時

,r、、 {‘-9'へ、、
ヽ

r-、
t‘‘ 

/ /  s 

,、二‘ニ:‘:／し----＼

＇ ‘, ＇ ‘、
／
 



昭和58年7月23日17時

第1節 天気図 45 

「‘、 '‘-'ク--、
＇ふ、 J

（`＼、三＼〇‘し，／し--―‘
＼ ‘一'

亨□□；゚~1;, 。ス．后傘乙 予^、：
/ f ----‘̂ 0' ―¥ °.． o. 

／砂＂）

，
 

’
 ＇ ，
 

1
,
 

＇ 

'’
 

,' ＇ 
＇ 

‘~9:9-、、
‘‘ ,3,] 

r-‘‘ ッ /_)'Q\9,~9 l - rヽ ‘9-.>;,'VI

＇'，‘ 

/；

1
]
/／
 

I

／砂
r

I
f
 

9

J

/

U

 

＇ ／ 

／
 

A5 7 
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総雨量分布図（昭和58年7月20日00時～23日24時）
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• 2日雨量分布図（昭和58年7月22日00時～23日24時）

（参考） 短時間降雨状況

び． fi'1．八＼、）

益田観測所（建） 10分間雨量図 (23日0時ー10時までの問）
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注）益田観測所の自記記録紙をもとに読み

とったものである。
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60 第1章気象記録

第4節既往洪水との比較

1.雨量の比較

雨

観測所名 総雨 lit

J I l 本 439 

市 木 546 

大 朝 452 

大 津 453 

昭和58年 益 田 633 

7月楽雨 美紐＇と地 458 

，t．．9 ＂ 上 236 

大馬木 228 

松 原 373 

溝 口 349 

志路原 窃7.1

昭和47年 益 田 657.0 

7月楽雨 烏 上 432.0 

次 613.6 

長 浦 504 

昭和57年 長 崎 582 

長崎楽雨 諌 早 492 

大 村 388 

2,今回の大雨の特徴

1it （最大） (mm) 

5日雨批 3日雨批 2日雨批 日雨．lit 時間雨批

386 251 219 51 

508 333 319 58 

417 230 226 49 

407 239 234 45 

603 451 436 93 

406 264 255 73 

196 119 88 23 

194 121 98 20 

329 196 193 41 

298 173 171 31 

617.7 531.9 482.1 257.0 28.0 

647. 592.0 517.0 281.0 

373.0 311.5 264.5 156.0 21.0 

562.3 431.8 380.5 203.5 42.0 

504 427 153 

582 448 115 

492 395 99 

388 296 85 

1)丁度 1年前の「57.7楽雨」 (1982年7月23日）と酷似した典型的な’'梅雨末期の集中楽雨＂

である。

2)梅雨前線上を低気圧が東進し、 E1本の南海上から暖湿な気流が前線付近に流入したため、

島根県西部から広秘県北部、山口県北部にかけての範囲に局地的楽雨が降った。集中梨雨とみら

れる烈の中では、比較的広範囲に及んでいる。

3) 23日夜半すぎから昼まえまで島根県浜田の西方海上で下府のやや強い南西風により低気圧

性循環が維持されてエコーの合流の場が持続し、海岸から陸地に入ったところでエコーは急発達

した。この期間におもな 3個の強雨群があらわれた。第 1は 1時前後の浜田付近、第 2は7時の

益田付近、第 3は9時の浜田付近で、いずれも島根県西部の沿岸部に集中した。



61 

第 2章

被害の概要
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64 第2罪被雷の概要

第2節被害の一覧表

1．総括表

a．被害総括表

種 別 単位 ,f．し取県

人
死 者 人

゜の
訊 傷 者 ” ゜靡
行方不明 ＂ ゜住家全 壊 棟

゜半 壊 ＂ ゜< 流 失 ” ゜
i 

一部 ill 壊 ＂ ゜床上浸 水 ” ゜床下没水． ＂ I 

非住家被害 ” ゜展 田畑の流失埋没 ha 0.16 

地 m畑の冠 水 99 

゜道路 ilt 壊 箇所 258 

土 橋梁流 失 ” ゜堤防決 壊 ＂ ゜木 ill 岸 J .. 19. 1 
” ゜そ の 他 ＂ 356 

鉄 道 被 害 件

゜通信施設被窟 99 

゜木材の流失 石

゜牒業施設被害 件 7 

家畜死亡Iiむ梨（牛豚） 頭

゜船 舶 被 9tl9 f 災

゜港 湾 箇所

゜各種工作物 流 Ill ” ゜総合計被害頷 千円 3,202,214 

•ーは不91）1.

●不II)]の箇所は 0として計算したものである。

1,b根県 岡山県 広 島 県 山 l]l¥! 中国地方計

103 

゜ ゜
5 108 

159 

゜
2 6 167 

4 

゜ ゜ ゜
4 

939 

゜
5 24 968 

1,977 

゜
3 12 l.992 

125 

゜
3 

゜
128 

563 2 14 32 611 

6,953 

゜
73 282 7,308 

7、040 51 538 783 8.413 

5,432 

゜
97 5,529 

1,492 61 201 71 1,825 

4,952 579 5,531 

9,370 377 1.293 422 11,720 

633 I 19 6 659 

゜
553 553 

2,361 11 17 2,389 

7,355 

゜
34 7,745 

377 

゜
8 2 387 

428 

゜
543 215 l.186 

14,725 

゜
716 15,441 

8,788 661 2,581 800 12,837 

681 

゜
80 30 791 

90 

゜
， 

゜
99 

11 

゜ ゜ ゜
11 

゜
777 777 

360,150,096 2,562,610 18,820,664 8,391,737 393,127,321 



第2節 被布の一乾表 65 

b．被害額総括表

J
,
 

分

t，木関係

（直轄も含む）

、[i JIi lI ! 

1,935,364 

237,611 

667,097 

51.742 

゜゚
0
-
0
 

゜659,650 

1.455,400 

農 梨 関 係

゜゚
255,000 

577.000 

゜832,000 

＇ k 汎＞ヽ 関

林 哀 関 係

中9

―
係
一
他

゜240,330 

3,132,1<14 

56,005 

゜1,775 

10,790 

゜68,570 

゜゚ ゜゜275,210 

275,210 

゜街 'IS 施 設

1.500 

1,500 

゜゚
゜

被 'lf 金

二196,000 

124,500 

87,800 

47,104,831 

128,354,125 

4,109,528 

431.869 

15,111.000 

19,083,000 

151.547 

40,092,944 

55,360 

91,000 

82,980,903 

82,071,903 

1,235,575 

914,341 

2,209,922 

公 Iii 施

教 fi 
施 設

設
l

小
一
中
一
硲
＿
そ

河 /II

砂 防

道路

橋栄

湛 iり；

i魚池

公 liI 緑 地

市町村工事

,Jヽ it

混作物

家 ti

混業施設

牒地牒業111施設

製業関係公共施設

,Jヽ JI・

係被

冶水 1対

林逍その

小，l!・

水逍施設

底奴物匁豆l！施ぶt
そ の他

小，i|・ 

の被

7 
学

ボ 学.，． 

の

,Jヽ ’1・

言
関

中
ぃ
一
校
一
校
一
校
一
他

0
-
0
-
0
-
0
-
0
-
0
 

1.233,778 

253,304 

783,445 

366,942 

2,637,469 

0
-
0
-
0
-
0
-
0
-
0
 
0
-
0
 

ロ゜1.792,918 

1,792,918 

19,883 

゜19,883 

163,400 

12,069 

2,031 

3,939 

2.496 

20,535 

゜1.404.463 

゜1.418.400 

119.149 

1,537.549 

5,380 

18,711 

24,091 

8,404 

11,800 

18,700 

4,800 

゜35,300 

中1i,1地｝j，t1

54,601,268 

17.198,748 

20,430,445 

1.331.291 

196,000 

145,500 

87,800 

55,195,122 

149.186,174 

4,818,004 

444,939 

17,618,441 

23,521.591 

768,429 

47,171.404 

58,060 

1.509,400 

85,169.680 

85,679,080 

1.260,838 

993,058 

2,253,896 

171,804 

1.257,647 

274,035 

792,184 

369,438 

2,693,304 

曲 l̂1月係被 ’,I/

廂
一
エ
一
そ

工
一
業

係
一
係
一
他

月｝ 55,923.165

゜
218,870 129,212 } 56,271.247 

0
-
0
 9

9
 

.

.
 

莉一ー
91i 施

棠 Ill水

小

設

逍施

小
一
の

の
言
被
[
i
l
l

設

屯
り
一
北

,t | ・ 

その他鉄道通 1,．i‘ ガス 関 係 被 ・,1;

発・,じ施設の被 ’,1i

地 ）J I閑係

／ i' 令•その他公共施設

小 it1

合 9ii• 

0
-
0
-
0
4
0
-
0
-
0
-
0
-
0
4
 

l

l

 

2

2

 

．

．

 

2

2

 

0

0

 

2

2

 

•• 3

3

 

94.416 

56,017,581 

78,299 

43,000 

121.299 

311,560,603 

(10,700,000) 

40,325 

11,547,000) 

36,302.168 

48,589,493 

360,150,096 

0
-
0
-
0
-
0
-
0

亭一。＿
o
＿o

6
 

5
 

2
 

600 

219.470 

3,500 

゜3,500 

18,516,780 

41.099 

゜262,785 

゜303,884 

18,820,664 

352,750 

481.962 

゜゚
゜8,215.327 

゜゚

゜゚
2,562,610 

゜176,410 

176,410 

8,391,737 

447,766 

56,719,013 

81.799 

43,000 

124,799 

344,057,534 

10,741,099 

40,325 

1.809,785 

36,478,578 

49,069,787 

393,127,321 

• I )は1既窟金領である。

●・～はイ'"JI。
•小 l1J] は 0 として，i|祁したものである。
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2.内容別一覧表

a．土木関係被害

！1，J 訳
9" ン ,i i• 

区 分 1,1 !I ! / l i /JJ I 村

数 9,t(fI:） 金領 (T•|’l) 数 9,t(fi:） 金頷 (T•I’l) 数 ht(f|'） 金領 (T•I’ll 数 ht(I’|：) 金各lilll'II

i"f Iii 1 5,308 262 1.930,056 33 95,203 296 2,030,567 

海 i ’l’’ -

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜砂 1:), 

゜ ゜
57 237,611 

゜ ゜
57 237,611 

姐 路

゜ ゜
l62 667,097 96 136.631 258 803,728 

低 梁

゜ ゜
3 5 1, 74 2 l 8.496 ,J 60,2.38 

池 訥

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜漁 沿

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜公園緑地

゜
（） 

゜ ゜ ゜ ゜
D 

゜ド水逍竹

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜そ の 他

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜介 , t I・ l 5.308 ,184 2,886,506 130 240,330 615 3, l 32, l 44 

（，［．し取限）

内 訳

lえ 分 l lil lll , I i l9l J・ 中す 合 ,ii• 
： 

数 ht(fi:） 金名1i(T•I’II 数 i,t(f'f'I 金各(i(f-1'11 数 {,t(（1;) 令脈(f-i'/) 数 9,t(（1:) 金竹ti(T•I’l)

河 JIJ 48 1.523.745 3,565 44.'173,770 3,021 21、980,021 6.634 67,977.536 

洵 I" 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
,. 

砂 防

゜ ゜
737 15,228.300 

゜ ゜
737 15,228,300 

・ヽ'"" 路 71 1,780,369 2,317 16,054,280 7,053 21.778.050 9,、141 39,612,699 

恰 戎

゜ ゜
23 1.180,530 161 3,204,760 184 4,385,290 

池 沿

゜ ゜
11 196.000 

゜ ゜
II l96.ooo 

i!（9 沿~

゜ ゜
12 124,500 ， 77.200 21 201.700 

公園緑地

゜ ゜
11 87. 800 47 349.700 58 437,500 

I：水逍竹

゜ ゜ ゜
（） 17 [8,500 17 18,500 

； し の 他

゜ ゜ ゜ ゜
15 296,600 15 296,600 

介 , i | 119 3,304.114 6,676 77,345.180 10.323 47,104,831 17,118 128.354, ll5 

（島根県）

(| iil l l」l¥し）

内 ,‘
 

"”
 

区 分

数

旦
泊
一
砂
一
逍
一
橋
一
池
一
漁
一
公
ー
ド
l"
ャー人＂

IM 緑

水道

の

川
＿
庄
肋
一
路
一
梁
一
洲
一
泄
一
地
一
邪
一
他
一
社

H
m
I
 

,＇ 

二
°-38

入＇
/
9
 

,ii・ 

795,750 

I
J
I
 

口
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（広秘県）

l 1,1 ,'‘ A,＂ ，
 I' 分 、,,＇ 

,i I• 

数

川
一
泊
一
砂
一
直
一
恰
一
几
2

一
挽
一
公
一
ト
一
そ
一
A
"

|;，l緑

水迅

の

川
＿
料
一
肋
一
路
一
梁
一
硲
一
湛
一
地
一
平
J

一
他
一
叶

ー

1 冒
ロ

□
□
ロ

□
 
(111 II 県）

内 ，沢

|メ 分
へ9,＇ 

,ii・ 

t
 

丈
な

洲
＿
由
一
砂
一
直
一
橋
一
湛
一
漁
一
公
＿
ト
一
そ
＿
へ
＂

Iii 緑

水逍

の

川＿

W
一
肋
一
路
一
梁
一
柄
一
池
一
地
一
笠
一
他
一

ii

ロ
ロ
[

口 村ニロロロロニ

口

事業種別
漁渇． 22件
222,700干円(0,2%)
公回緑地 58件
437,500干円(0.3%)
橋梁 214件
4,637.516千円(3.1%)

県 別
港湾 11件
196,000千円(0.1%)
下水道等 17件 山口県
18,500千円(0.01%) 1.039件
その他 32件 4,723,558干円

1,546,600千円(1.0%) (3.2%) 

広島県
4.984件
11.520.947干円
(7.7%) 

島取県
615件
3.132.144干円(2.1%)

岡山県
877件
1.455.400干円
(1.0%) 
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b.農林関係被害

区 分

9
,

．
 

P2 
数lit (i'I') 

取 県

金頷（千ド］）

幼根県

数1it (fI9) |金前（千円）

牒

地

田畑の冠水 4,952 

/1:／灯IIの流失埋没 5
 

1,775 1,492 J],808,000 

4ヽ ;r1・ 5
 

1,775 
※ 9 

7,204 
油l

15,717,000 

溜 也.l 。
602,000 

牒

業

Ill 

施

設

。
212 

頻 eYK 
ェ 7.552 1,098 3,844,000 

水 路 5
 

2,554 4.717 8,273,000 

逍 路 684 2,259 3. 555. ooo 

橋 梁

。 。
420 2,098,000 

堤 防

。 。
褐 水 機

゜ 。
28 96,000 

煤地保全その他

゜ 。
54 615,000 

小 9
"
 

7
 

10,790 8,788 19,083,000 

山 J 也 "111 
壊

。 。
3,933 

林

76,863,200 

業

治 山 施 設

。 ゜
5
 

91,000 

林 迫 3
 

l.500 1,053 2,967,112 

林部その他

。 。
ー式 2,150,591 

小 ,1 1・ 3
 

1,500 82,071,903 

牒 作 物 a
3
 

h
5
 

ー
56,005 ー式 4,109,528 

煤業共同利）11施設

゜ 。
ー式 751,547 

乳
•t 

，
 。 。

2
 

1,020 

家

畜

死

亡

脱

菓

和
•1 

”
 

゜ 。
79 42,100 

豚

。 ゜
600 14,100 

そ の 他

。 ゜
57,879 49.138 

9」ヽ i I • 

゜ 。
●2 

431.869 

合 計 70,070 122,164,847 

叛I,＇,t畔 760ha3,909,000千F]を含む。

茶2.畜舎邪の被害も含めた裕産関係被布甜である。
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岡 l ll 県 広 /,:; lIし 1L1 l二l 県 | 中国地方計

金簡（千円） 数1it (f|:） 金領（千円） 数lit （件） I金頷（千Pl) |数iit （件） 金頷（千円）

6,762 

(60.6hal 
567 

255,000 
(20L5ha) 1.175,166 825 469,500 13,709.441 

567 255.000 1.175.166 7,587 469,500 13,709,441 

12 45,000 73 222.527 17 28,800 314 898,327 

62 123,000 300 638,138 123 111.500 1.584 4,724,190 

292 184,000 1.592 1,482.440 440 543,900 7,046 10,485,894 

287 181.000 536 368,694 206 142,500 3,289 4,247,878 

6 25,000 74 286,563 13 20,800 513 2.430,363 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜1.000 6 3,939 I 1,000 36 101,939 

18,000 

゜ ゜ ゜ ゜
55 633,000 

661 I 577,000 2,581 3,002,301 800 848,500 12,837 23,534.428 

23 I 253,900 254 1.354,069 4,210 78,471.169 

01 

゜ ゜ ゜
212 1,418,400 217 1,509,400 

22 I 21,310 188 227,775 146 105,837 1,412 3,323,534 

01 

゜
146 2ll,074 180 13,312 326 2,374,977 

45 I 275,210 588 1,792,918 538 1,537,549 1.174 85,680,254 

o I 

゜
ha 576,398 6,881 76,073 4,818,004 

1,989 

01 01 46 16,882 

゜ ゜
768,429 

01 01 01 

゜ ゜ ゜
2 1,020 

01 01 0 1 01 o I 

゜
79 42,100 

01 01 80 1 1.960 30 600 710 16,660 

01 

゜
ー式 720 8 9,790 59,648 

01 

゜
2,680 38 10,390 444,939 

1.213 I 1,107,210 6,566.345 I 15,844 I 2,942,012 I I 132,s50,484 
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c.その他の被害

秘 取 IIし !'り 根 lI ! 
|X~· 分

数ht (f'19) 令各lilTl'II 数ht {f'I') 金府ii(T•I’1) 

11¥i [施，没邪

゜ ゜
4.418 55,923,165 

I術
観光施設

゜ ゜l ・ • 
礁船礁具

゜ ゜
90 55,360 

水

飛
そ 0) 他

゜ ゜
・式 94,416 

,11・ 

゜ ゜
56,072,9•11 

!・. 水 道

゜ ゜
5 

} 1.235.575 
llii 易水逍

゜ ゜
54 

術

火 拌 場

゜ ゜
3 13,650 

診 板 所

゜ ゜
59 485.370 

'I: 
そ の 他

゜ ゜
•式 475.327 

, t | 

゜ ゜
121 2,209,922 

小 学 校

゜ ゜
57 1.233,778 

文 9 | 9 繹 校

゜ ゜
27 253,304 

硲邪学校

゜ ゜
15 783.445 

教 そ の 他

゜ ゜
46 366,942 

,ii 

゜ ゜
145 2,637,469 

_[業 Ill水道

゜ ゜
I 43,000 

令

業 発屯施設（水JJI

゜ ゜
6 40、325

施 そ の 他

゜ ゜
3 78.299 

設
, i | 

゜ ゜
10 161.624 

国立公園

゜ ゜公

怜I l!il 定公 Ill

゜ ゜施 そ の 他

゜ ゜設
ii | 

゜ ゜鉄 逍

゜ ゜
I 7,200,000) 

そ 通 ｛，t 

゜ ゜
I 3,500,000) 

Ii' 公 令

゜ ゜の
.，じ）J |関係

゜ ゜
(1,547,000) 

他 そ の 他

゜ ゜
ー・式 36,302,168 

ii l• 

゜ ゜
48,549,168 

合 ii f 

゜ ゜
([09,631.124) 

● ( ）は概数。

•ーはイ澗l 。
●イく11J]は 0として，t|祁したものである。
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圃 111 II! 広 秘 ll! I l l II IIし 中l'filJ也｝i ，l|・

(fI•) 令頷 (T•I り） 数｝it (f’|:） 金領 (T•Pl) 数！il: (f'!') 金額 (T•I’l) 数！it (f’I'） 令前1T1り）

゜ ゜
4.7 218,870 65 129,212 <ヽ.s3oI 56.271.241 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
゜ ゜

， 2,700 

゜ ゜
99 58,060 

゜ ゜
ー式 600 11 352,750 447,766 

゜ ゜
222.170 77 502,962 77 56,798,073 

゜ ゜
1 8,348 

゜ 538:) 
l 1.260.838 66 

゜ ゜
4 11,535 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 13,650 

゜ ゜ ゜ ゜
1 15.400 60 500,770 

゜ ゜ ゜ ゜
3 3,311 3 478,638 

゜ ゜
5 19,883 6 24,091 132 2,253,896 

゜ ゜
I 12,069 2 11,800 60 1,257,647 

゜ ゜
I 2,031 2 18,700 30 274,035 

゜ ゜
1 3,939 2 4,800 18 792,184 

゜ ゜
2 2,496 

゜ ゜
48 369,438 

゜ ゜
5 20,535 6 35,300 156 2,693,304 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 43,000 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 40,325 

゜ ゜
3 3,500 

゜ ゜
6 81,799 

゜ ゜
3 3,500 

゜ ゜
13 165,124 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
゜ ゜ ゜ ゜

2 8,404 2 8,404 

゜ ゜
72 163.400 

゜ ゜
72 163,400 

゜ ゜
72 163.400 2 8.404 74 171,804 

゜ ゜
8 18,099 

゜ ゜
7,218,099 

゜ ゜
543 23,000 

゜ ゜
3,523,000 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
゜ ゜

46 262,785 

゜ ゜
1,809,785 

（） 

゜ ゜ ゜
1,180 176,410 36,478,578 

゜ ゜
303,884 1,180 176,410 49,029,462 

゜ ゜
733,372 1,271 747,167 111.111,663 
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3．直轄災害復旧袈

河 /II 道 路

河 II I 名 箇所数(f|：） 金頷（千1--r-I) 路線名 箇所数(1’|：) 金頷（千円）

芦 I I | 111 2 19,353 ， 号 65 1,671,613 

太 | I I J l l 38 928,704 5 4号 1 7,385 

tl．．の川（上流） 50 802,643 1 9 1サ 12 369,474 

＂ (-ド流） 22 835,390 

硲 i'lt ) 1 | 16 609,590 

斐 11 f JII 10 78,765 

H 野 JII I 5,308 

合 i |. 139 3,279,753 ＾ 9 t, 
i | ・ 78 2,048,472 

4.災害救助法適用市町村

、(．;J I又 J\~！ 秘根県 l惰lI l l県 広 I、:Jl', ! I l.l l1)I，! 

浜 Ill iii 碩佐町

益 lll 市 II1万）1|町

江 i1！市

瑞穂 Illl'

石兄 IIl ]” 

桜江 IIl].

令城 IIl].

旭 |Il ]． 

川 本 町 ―

芙 fII IIl]． 

三隅町

羽 須 芙 村

弥栄村

（市町） (3 i | j 8 |Il [ 2令't) (i I i 町―) (iIi |Il ]．） （市 2町）
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術舎名 長沢宿舎

所在地 ilt lll li“」~iWIIT477

術舎状況

I ; 番 J忌沢 lサ 長沢2号 長沢3号 長沢4号 Jと沢 5号 長沢6号 長沢7号

規 格 W-b W-b ¥V-b W-b W-b W-b W-b 

|（1i 梢 38.88m' 38.88m' 38.88m' 38.88m' 49.68m' 49.68m' 49.68m' 

人 1沿抒 杉村光義 竺~原 均 米 Ill 秀 和久利勇二 加藤弘行 石原洋二 矢野 勲

I iJt 屈 湖究設9i~|•,9恨 道路管理諜 Ill 地諜 IIl)也諜 工務第一諜 調介設9il謀 浜 11 1 il'，I団張l 逍
維持 所

被'9'；状況 60床c．lm．：没水 届Ili' 同左 届l左 IHI li' 届llt 同左

拮 g,,r， ,_ 用廃協議済宿舎（道分山宿舎58年12月完成予定の建替／1］の宿舎）であるため

復IEIはしない。入居者は借上で対処。

1.'fii舎 名 I:|:9,（：)束宿舎

所在地 益田市あけぽの西町・19-1 

宿令状況

I ; 爵 1 号 2 号 3 号

規 格 W-b W-b W-b 

1(1i 梢 49.68m' 42.60m' 41.40m' 

人），9}者 木村靖穂 岡 III ”{ 9 ’9 ’ 河村 II券秀

所 属 益/I',田il[とjil追9,fr |tl lt 同左

被',If状況 ｝7ぷ0c上m没水 同左 同左

4、ii',: 昇19.19. 原形復l[l (,:'::、建具、壁補修）
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第3節 58.7豪雨災害と既往災害の比較

1.総括被害 （中国地）i）

lx: 分 JIt位 ll{L58.7.'袋1,1.i
台 風 枕崎台風 7月楽,,1，i 7 J I袋I.l,i 台 風

I I{｛．1 8. 9 11/{.20. 9 111{.40. 7 ll{L47. 7 昭．51.9 

人 外： J'i・ 人 108 360 1.812 29 94 38 

の it fi)j ←行 ” 167 297 1.526 548 280 162 

閃1i・.Ji イ< lIII ＂ 4 122 1.082 6 6 

1:I：家令壊 I ~; 968 2,735 

l 
182 I.261 185 

1 1c 'I'， 壊 ” l.992 5,399 11,796 1.183 4.044 583 

9琢',~9 

流 失
及 " 128 2. 724 13 95 14 

ぴ 一部 !JI)災 ,, 611 、123 10.634 1.176 

Jls 
床 1•• 以•水 7,308 3,712 24,297 5,739 

＂ l l 109.609 住 51.740 

家 床 I‘・泌水 99 8.413 21.907 75.026 40,201 

JI; 11：家被 '9’t. • 99 5,529 156 5.314 2,734 l.4•15 307 

屈 IIll卿IIの流失・J!！没 ha 1.825 : 6,756 

l 
2,1糾

地I111畑の冠水

49,747 
11.343 I 

: I 17,507 

＂ 5,531 64,702 

道路 jii 壊 箇所 11.720 :J,779 2.013 6,935 20,733 10,453 

l ・ • 橋菜流失 " 659 2.109 766 56 838 137 

堤防決壊 ＂ 553 2.980 3.676 3,312 9,027 6,696 

木 ,1, 1;t 崩 " 2,389 526 354 413 I.315 1.346 

そ の 他 f|: 7.745 2.171 I.257 1.439 

鉄 逍 被 ', ! f 件 :)87 118 6 54 l.019 121 

通信施，没被 ‘99;~ ＂ 1.186 2,124 11,920 

木材の流失 石 15,441 37.739 680 2,096 

家牝i9E亡廃キ ('1・・豚） 頭 711 7.308 141 3,304 270 

股業施，没被 ‘,'i 件 12.837 2M 12,001 

泄 ”9• }3 9 施 設 " ll 81 97 

船 舶 被 古 災 99 12 1,115 51 

各種 ．． J一．作物流 ijI 箇所 777 192 2,0ii 

絵良 it-,ii・ I皮 ，；If 各aT•|’l 393,127.321 
476,818 21.697.013 (3137,4,67342,,810012 ) 222.48

0,359 118,196,268 

1221,079,377! I I (427,228.490) 1146,4翌．862)

うi；空欄はぷl'，1。

;;；ィ；1り1の箇所は 0として，i|・liしたものである。

;r,( ）は58年金額に挽籾したものである。 ただし58年の1直は河川1,＇iii，／川，i|前，，限における111C,i|・ifiである。



第 3章

河川災 害



76 第3意 河川災咄~

◇概 要

中国地方での過去の主要洪水としては、昭和 9年の室戸台風、昭和18年の26号台

風、昭和20年の枕崎台風、昭和26年のルース台風、昭和47年 7月の梅雨による豪雨

出水が代表的なものとしてあげられている。なかでも昭和47年7月豪雨は、中国地

方で94名の死者が出るなど未曽有の大災害であったことは記協に新しいところであ

る。

今回の出水も梅雨前線の活動によるもので、昭和47年 7月豪雨以来11年振りの大

出水となった。島根県西部から広島県北部、

もたらし、 22日夜から23日朝にかけて、島根県西部を中心に50mm-90mmの強い雨が

断続的に広島県北では20mm-50mmの強い雨が降った。

水となり各所で越水氾濫した。なかでも、益田川、三隅川は堤防が各所で越水破堤

三隅町及ぴ浜田市の中流部は泥海と化し、 また浜田川支川の氾濫により益田市と、

した。

ー級河川では、 13水系の内、

山口県北部にかけて、局地的な豪雨を

このため中小河川は大きな出

6水系（太田川、芦田川、江の川、

で警戒水位を上廻り、無堤地区では大きな破害を豪った。

高津川、日野川）
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概要 77 

河川施設被害は、 6水系で 137ヶ所被害総額約32億円にも達し、その内容は、堤

防法崩れ、護岸の崩壊、根固流失、堤体漏水等であった。なかでも太田川上流で 5ヶ

所、江の川上流で 1ヶ所が護岸の崩壊により危険な状態となり、緊急復旧工事を実

施した。

一般災害も島根県は特に激甚であり、死者 107名の外、家屋流失、倒壊、浸水、

田畑流失、冠水等、大きな災害であった。

II{｛禾1158>1'7月231]発生（梅雨）災唐復IEI匹（直轄分）

河川名 箇所数 金頷（百万円） 備 ,!<J • 

芦 田 I I | 2 19.4 

太 III JII 38 928. 7 

江の川上流 48 755,3 

江の）ii下流 22 835.4 

高 律 )II 16 609.6 

斐 伊 JII 10 78.8 

lil 野 ) I l I 5.3 

土 fliliダ ム 2 47.3 

計・ 139 3279.8 
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82 第3iit 河川災'，1,

4.浸水・氾濫箇所平面図

江の川下流
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84 第3窄 河川災守

江の川上流
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河口地区氾濫空中写真



88 第3,・:;: 河川災'9'； 第1節 il．．の川 89 

太田・八神地区氾濫空中写真



90 第 3,:，• 河川災1:: 第1節 i［の川 91 

市村地区氾濫空中写真
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久坪．櫃原地区氾濫空中写真
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第1節 tI．．の川 95 

長良・瀬尻地区氾濫空中写真
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第1節江の川 97

谷1主郷・下の原地区氾濫空中写真 浴地区氾濫空中写真
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榎谷地区氾濫空中写真



100 筍13，＇:；: l"ll111/i'.':: 第 1 節 ii••(/)川 101

田津・和田地区氾濫空中写真
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大貫・川越地区氾濫空中写真
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坂本・鹿賀地区氾濫空中写真
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第 1節汁．の川 107

尾原・三島地区氾濫空中写真



108 祈； 3,':t i99II I |グ 第1節 il¢．の川 109 

谷・谷戸地区氾濫空中写真 多田・木路原地区氾濫空中写真
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君谷湊・竹地区氾濫空中写真 乙原地区氾濫空中写呉

/ ／  



l l 2 打； 3 ／：t i 9 9[ 1 1 | Ji ・, l ; 第1節江の川 113

山根・高梨地区氾濫空中写真
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作木村大津地区氾濫空中写真 作木村港地区氾濫空中写真
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三次市三次町寺戸地区氾濫空中写真
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5. 直轄災害位置図

日

本

海 憂歪芍①江津市郷田地先 本堤護岸法枠工崩壊工津市

②江津市長日地先 築堤衷法面崩壊

③江津市長田地先 築堤裏法面崩壊

④江津市太田地先 根固工沈下
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I 
¢-2邑智郡川本町下三島地先

河岸崩壊

河岸崩壊

r’’¥．． r ・・ - ＂ ～ 

⑦邑智郡桜江町仁方瀬地先
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金城町
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桜江町

＠邑智郡桜江町渡田地先

温泉津町

蛇篭設岸崩壊

⑨邑智郡桜江町元折地

⑲邑智郡桜江町榎谷

⑫邑智郡桜江町大

石積護岸崩壊

石見町

第1節

⑱邑智郡邑智町簗瀬地先

⑰邑智町浜原地先
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プロック張護岸及ぴ蛇篭護岸崩壊

⑫邑智郡大和村原地先 蛇篭護岸崩壊

⑲邑智郡大和村大浦地先 河岸崩壊
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江の川上流

千代田町 （ 
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- j 雑石積崩壊
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可岸崩壊

i閉田.~

日

3,• 広島県高田郡吉田町桂 雑石梢崩壊
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①広島県双三郡作木村伊賀和志 雑石積崩壊

②広島県双三郡作木村港 雑石積崩壊

⑲広島県双三郡作木村上組 法枠中詰石流出

吉田町

酋広島県高田郡甲田町高屋 空

⑫広島県双三郡作木村上組雑石栢崩壊

⑪広島県高田郡高宮町信木 雑石梢崩壊

⑬広島県双三郡作木村上組 雑石積崩壊・連結プロック崩壊

⑭広島県双三郡作木村上組 雑石積崩壊
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i3三次市三原町小松原 雑石梢崩壊

4d双三郡布野村河戸 雑石梢崩壊

向原町

こ，乞ら多位ご下全淑三郡布野村炉 プロック稼崩壊

＠双三郡布野村炉雑石張崩壊

翁三次市三原町中三原 空石棋崩壊

E 
三次市三原町中三

.3_5三次市山家町山家

¥ [ I 

＠広島県高田郡甲由町高田原

三次市

町 空石梢崩壊・河床洗掘

、3)三次市山家町坂崎 雑石梢崩壊・蛇篭崩壊

⑮三次市三次町尾関山 河床洗掘

三次市粟屋町粟屋 蛇篭崩壊・雑石栢崩壊
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6直轄災害一覧表〔浜田工事事務所〕

W 箇 復 111 内 容 被災内容摘要

水系川i[ 靡 地先名及ぴ粁程 工事 内 容 lJI濱 (T-l’l) 
名名，2― (T•Fl) 

秘根11託l.9iltiIi郷Ill 波 ／;, 228 8 m m オSI]と品を1;,,Hや＿l：hiij}{
① 地先 法枠こl.. 156 m' 26,582 Q =28m 

却；i 捨石 147 m' 
1K642 1]く670

ibil{ li! il..ilt il i jと1l | 30 m 築堤裏法1hi崩壊

地先 池'.'XJ'~iIi: 30 ffi 4,124 e, =30m 
② 旬；！ 法枠こI- 126 m' 

2]く345~2](375

江 i b il lI ↓ il: I ~I ! i | i iとIll .., 160 m 築堤災法伯iii，1壊

地先 渡！I- 160 m 16,998 Q =160m 
③ 右1ド 法枠」こ 608 m' 

2]く714~2]く874

“汁艮IIしtI:t19iIi)（lll 70 m !Hi'''i_―l.：tk―l‘’ 
地先 札↓固こl：心 51.185 2 -70m ④',-＇" 2,46091』m'1:1/p 

il 5K250 5K320 

の ,r.bt艮lI!iI:tltili)1|-.，2 ,,, 80 m 蛇龍，｝俊／i!崩壊

⑤ jl!!.先渡 II・.: 80 m 26,232 t =80m 
I 左ii！ 辿節7・ロック1l; 1,480 m' 
I 8]く900 8K980 

紐札llUiii'ltili/11平 40 m 蛇龍護／i9崩壊

⑤地先 渡`心. J"? : 40 m 13,725 Q. =40m 
I 左／i! 迅節プロック張 704 m' 

の 2 9K060 9K!OO 

J I | 秘根県邑狩郡桜tr.lIII ,i 154 m 蛇籠護）袢崩Jl投

. *n地先 池し”ャ If 154 m 60,396 Q =154m 
⑥ 右／；！ 述9IIプロック張 3,927 m' 

13K709~13K863 

約根県邑狩郡桜江町 政•. ）；！ 102 m m 河／.;,崩壊

⑦仁Ii瀬地先 辿筒プロ9ク:張: 1,31032 6 m' 33.847 Q -102m 
左），． 捨石 340 m' 
14!く400~141く502

111 555 m 
八 ib根県邑狩郡桜江IIl]・ "9 役 ／il 555 m 築堤法l面崩壊

-で；ベ 川戸、，地先 プロック張 1.890 m, 125,051 t =555m 
ト｝ ＠右JI: ・J,L.,． 付'”―I:

川 OK300~0K855 11.233 m' 

125 m 
流 ／山根県邑f','郡桜江IIIJ 護、 ji’ 55 m 付1ノ{i1lii役I;，hiiJ衷 t 55m 

元折地先 プロック11'1,100 m' 54,388 築堤法面1i，1J炭 f =55m 
⑨ 右1;! 根 1•1 :c 55 m 

19K215~19K340 590空m’

秘根県邑狩郡桜江町 45 m 蛇籠護岸法先洗堀
江 榎谷地先 根[/;[ J: : 790空m'26,948 8 =45m 

⑩ 右1袢 捨石 510 m' 
20K739~20K784 

の 50 m 
r,:)根県邑i91郡桜江町 9？ 9佐 W 50 m 石利濃）：ド崩壊

⑪ 渡rll地先 プロック張 550 m'40,271 £ =50m 
左／i！ 根 WIT 50m 

川 23K790~23K840 750空m’

tb根県邑智郡桜江町 "' 120 m 低水護岸裏述節プロック
大l't地先 渡 ，F : 120 m 16,109 張崩壊 e-12om 

⑫ 右序 辿節プロック張 732 m• 
24]く550 24]く670
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〔浜田工事事務所〕

水麿 1 闘河 1 屑箇
復 旧 内 容

| 
地先名及ぴ粁程

工 事 内容
被災内容 摘要

工事骰

島根県邑智郡川本111r （千・Iり） | （千FI)

⑬| 下三秘地先 渡 岸
40 m 

辿節プロック張渡／れ崩壊

右）れ 辿節プロック張
40 m 12,097 e, =40m 

33]く130-33]く170
660 m' 

⑭ I ib根県邑狩郡川本町 渡 li! 30 m 

下三島地先 プロック張 402 m' I 30 049 I柑fii9崩壊
1 1•;1;, 辿節プロック張 426 m' ' t -30m 

33K236~33K266 根 l999l エ 220空m'

'I 秘根県邑狩郡川本町
護 ／ i, 闊悶 I24.932|河／.;,崩壊下三［：J地先

右）れ 辿節プロック張 1,460 m' e -40m 
2 33]く330-33]く370

/,,根！Iし邑智郡邑狩町 50 

⑮ I乙原地先 ，渡 I¥' 50 悶I 16.7751法枠卿頃、先河）：＇Wi壊

江 I
| 左／;, 辿節プロック張 1125 m• Q =50m 

42K030~42K080' 

肋根県邑'.'I郡邑籾lllf

江 1⑮ I悶想j鱈 ・ 1根 l打lエ 80 m 19 0061蛇龍護）i！法先i輝 li
880空m' 'Q  =80m 

45K700~45K780 

Iふ根県邑料’l}|；邑19}町

⑰ I炉原地先 I 品料小段平紅 387 m 1 10 521 I,；仰小段「張工沈l‘
右／.;,'l=387m 

の I I 52K663~53K050 

秘根県邑狩郡大禾II村I
15 m I の I⑲ I却前）也先 護／i9 15 m 6141 I柑fi¥崩壊

左／i9 述節プロック張
350 m' 

'i!,  = 15m 

71K260-7!K275 

仙根!I述",/li［大和村
渡／,,, 19 m I ⑳ 大浦地先 辿節プロック張 464 m' 9,0641蛇t麟=19／mi9崩壊

左岸 拾石 120 m' 
/II I 

72KOI0-72K029 

島根県邑智郡大手II村
渡 岸

105 m 

⑳|＇ii地先
105 m 83 741 プロック張護岸及ぴ蛇籠

プロック張 984 m' 
クI、|JrlI オ',N'7!K842-71K912

池蹄プロック張 105 m 
， 護岸崩壊

71K937~71K972 1,364空m9 .e, =105m 

態1
/,l)根l¥！邑智郡大和村

10 m I ⑫ 原地先 渡 岸 10 m 9,0951蛇龍護／作崩壊
右岸 プロック張

165 m' Q =lOm 
72K!23-72K!33 

／占根！＼！邑i,I郡大和村
護 /i’ 

80 m 

@1上野地先 プロック張
80 m 63.4621プロック張渡i袢崩壊
630 m' 右岸

プロックiJ，11,030 m' 
t =SOm 

75K967-76K047 

;1~| • 780,739 



第1節災也状況江の川］25

〔三次工事事務所〕

t： , 見息I;• 
復 I H 内 容

| 1滴要地先名及ぴ粁程 被災内容
工 事 内 容 工事費

広仙県双二li1；作木村 （千円） |――-（千I'll

①| 伊買禾II志 渡 岸 70m 17,952 
雑石梢崩壊

右li! プロック張 651m' Q =70m 
110K090-110Kl60 

広秘）＼！双三郡作木村

②| 港作木川左岸
I渡 1浪

プロック積
43m I 19368 I雑石梢崩壊
210m''l  -43m 

I緊急 5,950

OK200~0K243 

広島県双三li|｛作木村

③ I 香淀
右岸

| ii伎岸
プロック張

96m I 27.173 I ~1,石梢崩壊
749m'e  =96m 

!20K765-!20K86! 

広Iふ！＼し双三郡作木村 護 j．怜

儡:,| 23,456 |天臼河）平崩壊香淀
④ 右岸 プロック張

江II I 121K405~121K445 法枠工
360m' .e -40m 

広i:)県双三郡作木村

江 1⑥ |1"1111
右岸

I'護／i！
プロック張

28m 112588 I雑石梢崩壊
372m''l  =28m 

121K984-122K0!2 

広I'bll！双三lill作木村
|＂l Ill I渡／i9 30m ¥ 10 826 I iii,石梢崩壊

⑦ i右岸 プロック張 450m•'t =30m 
の I I 124K564~ 124K594 

広秘県双三郡作木村

の I⑩ | -1:．紐
右岸

I渡）袢
植石コンクリート

271m I 111831法枠中詰石流il',
1,650m''f -271 m 

127Kll9-127K460 

広／9bll塙 nlliI塙宮町

⑪ 倍木
左／i’

I渡,,,
プロック梢

154.6m I 57113 I雑石梢崩壊
I. 732m''£  -154.6 m 

/II I 128KOS0.4-128Iく235

広肋J¥！双三li11作木村

|上．組J: I /II|⑫右）梓
I渡／i9
辿節プロック張

32m I n 842 I雑石利1崩壊
763m''R, =32m 

128Kl90~128K222 

引 広島県双三郡作木村
雑石梢崩壊

上紐 護）怜 91.5m 41,798 辿節プロック崩壊
⑬ 右岸 プロック張 1,692m' £ =91.5 m 

128K577 ~ 128K668.5 

広/;,!＼し双三訓1作木村 I 
I上紐 渡／i’

⑭ 右岸 プロック!i't
19m I 11 052 I雑石積崩壊

3 27m’’£  =19m 
129K050~!29K069 

広/il,J¥！三次市三次町

⑮ l 尾右l岸対山 I根固工 ssm I 25.075 I河l床=洗88掘m 

!38K820-!38K908 

広島l¥！三次市粟胆町
31 蛇龍崩壊I粟屋 渡岸

⑰ 左岸 プロック張 310mm ' 17,854 雑石積崩壊

141K495~141K526 
.e =31 m 



126 第3漱河川災'9If

〔三次工事事務所〕

水慶 閃河 閃箇 復 Ill 内 容 l 
I 地先名及ぴ粁程

工 事 内容 :1::•J>i'i I 
被災内容 摘要

広／，blI！三次iIii!t河IIl]． (T•I’1) 
⑱|  Iヤ,1, 渡 ,;, 15m 11 060 I天然河l;！崩壊

右Ii' 辿節プロック張 230m' 'Q  =15m 
1481く327~148]く342

江
広肋県三次市秋町 ，；伎~ I;！ 

51m 空石梢崩壊

⑲ 左I,' プロック張 515m' 39,957 河床洗掘

149]く200~149]く329 根 It/il .]. ． 129m £ =129m 

広島!¥¥;:":;Ill郡11'111町

⑫ |＇t；田原
右;;,

1，；役 ji!
プロック張

80m I 21 062 I符I：石梢崩壊
824m''Q. =SOm 

158K323.3-!58K403.3 

の I IL< /，!, liし，ti| ll l!II II、IITIIIIJ

⑬ 法悠寺 | il{ |^hl エ 94m 8,546 I i'l床洗掘

iI I 
右1;, £ =94m 

I 161K449~161K543 

I去r、:)!Iliiilll/il;IP|llIIf
⑳ | -F小原

右ji!
I'；投~ ii ! 

プロック張
20m I 9 006 I空礁't崩壊
158m''l  -20m 

162Kl34.5~ !62Kl54.5 

Jil I広島県硲llllllllJIIJllilf
I ⑯“|＇ 9伎／;, 30m 111381 I空石梢崩壊

左岸 プロック張 340m''e  -30m 
の I I 163K545.7~163K575.7 

li< i b l¥ ！ i:i [II l!1; i!f l l l lII]． 

⑪|｝贔
|＇：俊 ii!

プロック張
275m I 60 232 I針Miilt崩壊

1.595m''£ =275m 
173K856~174]く131

悶！I！三次ih11下町 1 渡 ji' IOOm I 符I：石梢崩壊
⑫ 右r1J・F;9}車『fi東頂/II プロック張 1,050m' 45,740 木工沈床流失

OKOOO-OKIOO 根 ltl エ 100m.e  =lOOm 
1111 

広［：；）l[三次市lll家IIII
43 I I雑狐'thii壊:ti神|R|板崎神野瀬川 護 I? 180mm ' 10,154 蛇龍崩壊左／i: プロック張

Olく201-0]く244
Q =43m 

也1
広島県三次j|i11下lllf

野 ＠ Elード神野瀬川 I護 ii9 30m I 99781符I：石li't崩壊
右ji! プロック張 220m''R, =30 m 
OK6!5~0]く645

広島県三次市lll家IIlj・

瀬 I⑮|  lll家神野測II
左1,i， |＇；伎 l;9

プロック張
103m I 24.067 I天然河岸崩壊
515m'Q  =103m 

OK690~0K793 

広島県三次市三原町

川 I⑯|向右三）れ原神輝訓 I嵐 工 ー式 1 |iJ幽崩壊
芝 350m’3,585 £ =100m 

2K370~2K470 

広島！＼！三次市三原町

⑰|  中三原神野瀬川
左li!

I渡）袢
プロック梢

43m 1148261符t石梢崩壊
180m''e  -43m 

3]く067-3]くllO



〔三次工事事務所〕

［ / 開料砂
復 |「I 内 容 I 

地先名及ぴ粁程
工 事 内 容 工事1,1 ＇

被 災内容 摘要
名

広島県双三郡イIi野村 (T•( 'll （千Fl)

⑱| 字述木神野瀬川 護 I;！ 30m 11.997 雑石梢崩壊
右l;9 辿節プロック張 330m' Q =30m 
3]く047-3]く077

広芭県三次i|i三／）印lJ.1'渡 1;, 33.5m 
13 698 I空石梢崩壊⑲| 左中）二；9原神野瀬川 プロック張 94m' 

3K225~3K258.5 プロック梢 157m' 
'Q  -33.5m 

広Iふ県双三liMii野村

⑪| 炉神野瀬川 |＇；投 li! 16.3m 3 901 I刺t石張崩壊
右l¥ プロック梢 50m’ 'Q  =16.3m 
3 Iく960-3!く976.3

広島県双三liMi野村

⑫ 1炉神野瀬川 I渡 li! 22m J 13 984 Iプロック梢崩壊

il.．| 
右／i！ プロックf)＇i 160m''R, =22 m 

I 4K202~4K224 

広/.:,!¥!三次市三原町 渡 i;, 

昌;,I 16 053 I雑狐’i崩壊神 I⑬ |左小松ii!li;［神野瀬川 プロック張

4!く556~4!く623 プロック梢
480m' 't  =67m 

広Iふ！Iし双三郡イti野村
⑭ i9JF坪l|l『fi哨¥111 |＇護） i！ 65m I 21 728 I粁t石梢崩壊

右岸 プロック梢 345m''e  -65m 
の Iff・ I 5K485-5K550 

瀬

/II 

l・.l/11 

流）

第1節災'，9f状況 i:［の川 127



128 第3，':；： 河川災',1;:

〔江の川総合開発調査事務所〕

水 河
儲岡" 

復 | 1~ I 内 容 | 
被災内容 | 摘要系 Iii 地先名及ぴ粁程

:l: ！li 内容 -i:•J('費＇名 名
”― 

(Tiり）
広I9:;！I環．竺．Ii1;

渡 i ;9 23m I空侃'i崩壊J・. I⑰ 三良坂町棗99;［地先
辿節プロック 161m' 3,582 t =23m 

右／i9

ド

11</,blItメ又三:_1i|;
|,；伐／;, 25m 3 234 I 叡•ii/I崩壊川 I⑮ 三良坂良棗原地先

練プロック利I 85m' 'Q  =25m 
左）；！

広島県双三lt1;
設 Ii' 54m 4 058|空石！i't崩壊⑲ 三良坂ll1［灰塚地先
錬プロック梢 116m' '£  =54m 

杉

広島県杖三I!1; I'；伎'1;, 30m 3 689 I空輝＇ i崩壊R 三良坂町灰塚地先．
練プロック梢 96m' 'e,  =30m 

江 I
谷

広i:，!Iし双三l}|；
"伎 ii ! 42m 2 844 1空耀1崩壊⑪ 三良坂Ill]．灰塚地先
練プロック梢 84m' 'Q  =42m 

lt li ! 

)II 

広1,:，県双三l!1:
渡 ii ! 80m I 51691空fiil't崩壊⑫ 三良坂町灰塚地先
棟プロック！i't 148m• ・.e =80m 

の
左1;!

広紛l1リ双三iil;
I 渡~ ／i' lllm I I空扉'i崩壊⑬ 三良坂町湯谷地先

純プロック梢 356m' 10,565 t =11lm 

大

広[b!I！双三1}|; I i伐 ii,・ 25m 2 658 1空狐'ihii壊R 三良坂町大谷地先
線プロック札'i 88m' 'Q  =25m 

左料

/II I谷
広秘県双三郡

渡 ',," , 58m 4 221 I空石il't崩壊
-T | IR 三良坂IIIJ大谷地先

純プロック梢 128m' 'Q  =58m 

| Ill 
流!:!: I I広I、,!＼環三郡 渡 i; e 49m 4 921 I空輝＇ i崩壊⑮ 三良坂町大谷地先

純プロック梢 138m' 'R,  =49m 

広［：，!I川l奴郡 I河床洗掘⑰ 総領町木届地先 根 固 工 50m 3,051 e =50m 
Ill I 左li!

| 
広/.,ll¥'I’奴1}|； 渡 /i! 71m I空狐'ii1ii壊

総 I⑱ 総領町羽地地先 練プロック利I 140m' 5,758 8 =71m 
左）;, 植石コンク＇）ート張 102m' 

| 

) 1 1 | 広品）＼＼甲奴郡 渡 /i9 34m 
4 548 I空石梢崩壊⑲ 総領町羽地地先 諌プロックli't 102m' 
't  =34m 

右／i！ 植石コンクリート張 68m' 
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水 i 99r 腐箇 復 l l] 内 容
被災内容 摘要系 Ill 地先名及ぴ打程

工 事 内 容 工事1!i名 名'，;・

（千I’l) （千円）
広iblI！甲奴I!I:

泌 ii 24m 
2,728 

空石梢崩壊R 総領jllf*/-~ 谷地先．
錬プロック柏 77m' £. =24m 

i l. 木
右li!

広／，:,iu甲奴l}|;
設 ii! 45m 

3,385 
空石梢崩壊Iせ ＠ 総領町木！昼谷地先．

諌プロック梢 99m' t =45m (1) 

I l | 
) l l 広島県'I’奴Ii|；

設 I? 30m 
3、226

空石梢崩壊⑮ 総領Ill［木柑谷地先
紬プロックfl't 75m' t =30m 右jil

/ l99し̀  
,ii・ 67,637 



130 第 3),1： 第 1節

7.土木構造物災害状況

〔下流〕①江津市郷田地先
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｀
 

1
 ヽ

H.W.L" 5. 76 ュ
〒

D.H.W.L O 4.37 (S S8年 7月18日）
又―--.
下

旧施設法枠工

プロック式碁硯

WL 
＂ 〒
捨石 30-IOO•g/個

捨石 100,,1個

ンヽ
．．
 t
 ＼

 

H.w.L; 5. 76 

DHW.L "4.37 (S58年 7月23日）

旧施設法枠工

J・ 

DL~0.000 

プロック式基硯

WL 
゜で
捨石 30-IOOkg/個

捨石 100•,1個

洗先平張工

単位 m

災害箇所

1江津市郷田地先

法枠エ 156m' 

L-28 

可開



132 第3滸： 河川災肉

〔下流〕②江津市長田地先

筋乏

第1節 江の川 133 

法枠工

□.L~o.oo 

lii 位 m 

災宙椅所

臼

iD-
□ILJ 

L¾ 上↓上上1

三[ _ -=＝＝二三三三
----------―一忍`地ー／艮固工―------



134 第3衣河川災'；l;c 第1節江の川］35

〔下流〕⑦邑智郡桜江町仁万瀬地先

DHWL = 15.82 (S58年 7月23日）

連節プロック張

□L-2.00 

iii 位 m

災害箇所

⑦邑智郡桜江町仁方湘地先

連節フロック根 捨石 340m’

9戸戸



136 第3章 河川災守

〔下流〕⑧邑智郡桜江町川戸地先

H.W.L 22.745 

D.H.W.L _ 21.05 
マ"

(S58年7月23日）

DL= 13.00 

lil 位 m 

災害箇所

/--^ 
” / 

プロック張

---．必'// 
f郡桜江町川戸i
ーニ

し會‘̀・ •言 '̀ ‘‘ / / ‘ v,  - - -

、／ 、,'
>/‘、//〉/

［戸
根固工

第1節 災'，,,状況 江の川 137 

3.000 

＇ / •C。9ご、ミ3.000

s~ 
円



138 第3咲河川災，I：：

〔下流〕＠邑智郡桜江町大貫地先



D.H.W.L 

1.00 

第1節 江の川

26.60 (S58年 7月23日）

連節プロック張

DL= 15.00 

単位

L-_-」

゜ン B
思

L~11om 

＠邑智郡桜江町大貫地先

連節プロック張 732m’ 

139 

m 

災宙証所

O
L
9
X
B
 



140 第3,:i： 河川災＇山 9;:

〔下流〕R邑智郡大和村原地先
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箇所La30.0•

DHWL O 82.200 

単位

国道375号

D.H.W.L 82.200 ＃ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~..~ 

Lal ID.OM 

連節プロック

在釆地盤線

デ

m 

災害面所

a6x-L L~ 140m 

R邑智郡大和村原地先
プロック張984m'

連節プロック l364ma 



142 第3窄河 川 災 唐 第1節江の川］43

〔上流〕②双三郡作木村港地先
0 K200 ・ 0 K243 

HW.L L=43m 115.33 

DHW.L 113.6 

（旧施設）雑石積

DL=I0.500 

0 K200-0 K243 

H.W.L 115.33 L~43• 

D.H.W.L 113.6 

（練）コンクリートプロック積

（控0.35)

ヽ
s
ヽ

切込砕石

・・ 心--へ
・p ヽ、 L.w.L。

、=
ヽ

DL= 1□5.00 
コンクリート胴木

(0.6X0.7) 

単位 m

災害箇所



144 第 3窄河川災'iIf

〔上流〕＠双三郡作木村上組地先

，丸心岱芦ーで ” ー
. 心9泌姜-◇

--・・ 

第 1節江の川 145

1.5• 

D且 WL 1 3l :3 三t = 0. 2 

DL= 119.00 

塁・
---• • -- OO 

箆ー・一辻＿．＿••一••―I 姜•一
L=91.5 m l 竺

2.5• 
← 

平張コンクリート

切込砕石 t=0.2 

（練）コンクリートプロック張

控0.35

コンクリート胴木

0.6X0.) 

切込砕石 t=0.2 

（練）コンクリートプロック張

控〇.35

単位 m

災害閲所
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〔上流〕＠高田郡甲田町高田原

吝＝
H・W・L 186.43 

1.5• 

D.H.W.L 184.7 

平張コンクリート

1=0.2 

（旧施設）雑石積

L.W.L 
マ ---------

DL= 178.00 

止めコンクリート

O.Jx 1.0 

切込砕石 1=0.2 

（練）コンクリートプロック張

控0.35

コンクリート胴木

0.6XQ.7 
iii 位 m 

災害箇所

C
.
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2
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x
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麟田郡甲田町病田原地先
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〔上流〕⑫三次市日下町日下

（旧施設）雑石積

DL= 142.00 

低水コンクリート胴木。.7XQ.6

第1節 江の川 149 

込砕石 t=0.2 

単位 m

災害箇所
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〔上流〕⑮三次市山家町山家
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（旧施設）天然河岸

（繰）

~̀ 

DL=145.000 

低水コンクリート胴木

0.)X0.6 

第1節江の川 151

D.H.W.L 152.5 
号

LWL 

単位 m

災害箇所

ロ9 : 
／ グミ、． ．彦

策l排水樋門
グ，., 
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〔上流〕＠双三郡布野村金戸
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〔上流〕⑪-A双三郡三良坂町灰塚地先

----、ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

- ＂ OHWL 236. I 

練コンクリートプロック積 ／＼ □□ t=35c. 

．． 

叫広島県双三郡三
＇ プロックi貰 42 m 
， 8Am3 

•こ 言ヽ‘
．．，．． ．．．．．會・ヽ.....、 ・ • 言．、

第 1節江の川 155

マ蕊

単位 m

災害箇所
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第1節江の川］57

〔上流〕⑮-C甲好郡総領町羽地地先

3.0• 

1 ぷ<'-~234.7
, • I •Oゥ――苧

・$ 

植石コンクリート張 t=12cm 

単位 m

災害箇所

-'‘← 
田総川

,，9 

□20ロニ，
鱈岳皐甲奴iB総餌町羽地地先

:',•.. 

プロック積 71 "’ 植石コ；クリート 51 m ，'ごンネネ/¥
ヽ‘・‘•‘`’’`` `，． 1 40. mf,  1 02 m, ．.．・ •... 

．．．ぞ.,..

、,＇9 / 
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第1節江の川 159

〔上流〕⑮-B甲好郡総領町木屋谷地先

⇔
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DHWL 250,3 
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--〈I線コンクリートプロノク積 1=35ca

コンクリート碁礎 H=30CIn

命広島県甲奴郡総領町木径谷
l 

プロック積 30m 
l 

＼ 
＼ 75m' 

＼ 
＼ 

出 位 m

災害箇所
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〔土師ダム〕
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第2節高津川

I. 水系概要図
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2. 水文概要図
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3.浸水氾濫箇所平面図
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飯田地区氾濫空中写真
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市原地区氾濫空中写真



4.直轄災害位置図

亨
'が益田市内田地先 河岸崩壊根固工沈下

⑨益田市内田地先 根固工流失

⑪益田市内田地先 築堤法面崩壊

⑲益田市中内田地先

⑫益田市中内田地先 築堤法面崩壊

⑦益田市向横田地先 河岸崩壊

第2節硲津川 167

蛇篭護岸法先洗掘

根固工流失及ぴ沈下

益田市

⑬益田市横田地先

根固工崩壊及び流失

河岸崩壊
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5直轄災害一覧表

水 河 闊 復 l[I 内 容
被災内容 摘要系 } l l 

狩
地先名及ぴ粁程

こl:lli内容 J:！l;i!/ 名 名 ’’ 
(T-111) 

島根lI＼益IIhli中の[b地先
根Ii9l_-[8,110空m' 151.153 

根11;1プロック沈 I'
① 右岸

£. =330m 
0]く390~01く630

141 m 

河柑河プ7I・ロ床/Iロ;,'9ッiil洗ッi1クIi壊l掘ク}汲，設／;Q t ,／崩;,==崩壊95壊0lm m t及=ぴ2l m 
/,:；根！1［益Il|ili,tiiIt地先 護／;, 141 m 

② 左/.jl ブロ・1成 1,128 m' 54,286 
1K065-llく206 根固工 501 空m 

37 m' ,::; 

秘根県益lllili中の秘地先
護 1;, 46m 

法枠エ崩壊
③ ,(iJ;! 

法料l:
46m 7,256 

t =46m A =340m' 
1Kl54~11く200 340m' 

仙根県益II/iii須—｛・地先
根l9’il]: 150 m 23,550 

蛇籠渡岸法先洗掘
ilt ④ 右1;9

1,090空m, l -150m 
IK850~2KOOO 

,',- I•b根！I！益 lllili 多li:{•地先
. 160 m 

37,654 
根II叱l潅．．流失及ぴ沈I‘.,.., 

⑤ 右i;！ 根Iiil 」~• 1,760空m' £ -160m 
3]く700~3]く860

： 
JII 

護岸 40 m 
約根県益llh|i虫追地先

10ック張 40 m 蛇龍，；役ii'iiii壊
⑥ 1t li ! 553 m' 35,168 

Q =40m 
51く210~5]く250 根1/U:

40 m 
290空m'

秘根県益IIli/ilfiI横/II地先 渡 1;, 30m 
河／；9崩壊

i | t ⑦ 左／;, 述節 30m l1,463 
R, =30m 

9Iく880~9!く910 10ック脹 450m' 

渡 1;, 120 m 
“；根！Iし益lllili内Il1地先

法枠］：
75 m iijJ;,hiil9 t =75m 

⑧ 左Iド 780 m' 43.887 
札Ill,1J: itl'Q =75m 

派 1K430~1K550 根l/ilエ 5745 0窄mm’ 

/II ／ふ根l1は益III市内Ill地先
55 m 

8、596
根1/，lこ］：流失

) I | ⑨ lti;9 根llil二l:
400空m' £ =55 m 

IIく599~!]く654

／ふ根県益IlliIi中,,，JIll地先 護／;, 100m 
築堤洗I(Ii崩壊芝1•l•J... !OOm 

15,725 ⑩右li!
100m Q =200m 

OK035-0]く235 法枠工 640m' 
白

渡 ii! 190m 島根県益llh|ilAll[1地先
築堤法[fli崩壊

⑪左I;！
法枠工

190m 22,376 .e =190m 
OK120-0K3!0 1,220m' 

上

1，b根県益田市中内1[1地先
渡／i9

150m 
築堤法面崩壊

⑫右r;,OK400~0K500 
法枠工

150m 15,766 
t =150m 

OK790-0K840 850m' 
/II 

島根！Iし益田市内Ill地先
渡 1.i9

130m 
築堤法而崩壊

⑬左li!
法枠工

130m 12.130 .e =130m 0]く680~0]く810 740m' 
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系水名 川河名 蘭蒋り・ 地先名及ぴ粁利＇
復 Ill 内 容

I: 4i内容 l..•91 i t,i 
被災内容 I摘要

(-1 ／占根IIし益111,li|）、)Ill地先 ＂投 l;l 30m 
(T-| l l) | (T+ | l l) 

'，：：;¥il i• i 
⑭ J,：ii! 30m 3,921 

築堤法1(1iiiii壊

OK885~0K915 
法枠 l/． ~ 

170m' 
Q =30m 

| 
肋根県益Illdi横II|)也光 I l!W;J r 370 m I 74 8791 /j;↓Ilil●Iヽ．崩壊及ぴ流失i |t | [9し ⑮ 右i;:
OIく530-0K900

・ 3,760空m''Q=370m 

9r しr 

JI[ I [b根県益IIIII汁1|l|11地光 護 i;！ 80m 
5 1. 9 0 1 | ihJ I ; ! iiri壊川⑮ /i:Iド 80m 

0]く885~0!く965 1口.‘I'J伍 936m' 
Q =SOm 

, •; , ! • 569,711 
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6.土木構造物災害状況

②益田市高津地先
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HWL 4.937 

DHWL ~ 2.860 (S58年 7月23日）
ふ

DL~o.ooo 

根固工
プロック 3t 

HWL 4.937 

OHWL ▽ 2.860 (S58年 7月2_3日）

一

□L~0.000 

単位 m 

災害箇所

5
9
0
¥
 

②益田市高津地先
プロック張 1, 928m' 

根固工 370空rn'

L= 141 m 

.．．．．．．．．.．．.．．9 9 9 9 9 9 9 9’’ 
9 9 9 9’’’’’’’‘’’’’’’’’’'9 9 9 99 9 9, 9, 9 9 9~ 

• • • • 9 9 9 9 9 9 9,.9 99 9 9 9 9 1 1 1 1 1 1 1 9 9 99 9、,..
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冒□三尻
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⑤益田市須子地先



HWL ▽ 8.74 

OHWL "'5.51 (S58年 7月23日）
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I II 
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フロック 31

単 位 m

災害箇所
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—— 
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根固ェ
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＠益田市中内田地先
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⑬益田市内田地先
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'̀ t. ヽ

HWL s'jし'0.502
又DHWL IO.130 

(558年1月23日）

法枠工

Wl~ 

DL=5.000 

単 位 m

災害箇所
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⑮益田市横田地先
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HWL ▽ 23.630 

D.H.W.L▽ 22.688 (S58年7月23日）＝ -

皿 、•―.／ん-マズ x’ ＼基瑛胴木補強コンクリート

旧施設
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--—-- 9 x x 

DL=IS.000 

単位 m
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4．直轄災害一覧表

t >料品り・
復 I I:I 内 容

I摘要地先名及ぴ粁程
工事 内 容 工事費

被災内容

杜迂l．．市西／~じ町・ （千Fl) I {T•Pl) 

R| 円流寺地先 渡 iil 83m 
10.132 

河1や洗掘

（左岸） プロック張 156m' e, =83m 

剣 I
llく452~1K535

| 杉しi]：iIii団）III:Iりl1].

⑪| 南牧／占地先 渡 ji! 34m 4,481 I雑輝't崩壊
（左岸） プロック張 65m' Q =34m 

先 I
2K!45-2K!79 

| 松江市西川i|9ll1]. 

IりJib地先 渡 ji! 34m 4.48] I雑祖J'i崩壊
⑫ (li:1.；') プロック張 65m' Q =34m 

/II I 
2K360~2K394 

| 松江市西川律lll].

叫怜叫J也先 渡 片9 27m 3,479 1府1：石梢崩壊

斐 I （左／il) プロック張 51m' Q =27m 
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tiヽil:rli ~A(i:il [l " ］ 
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大 I ⑭ | )（鱈右）；') プロック張 31m' I 7.266 I計1；石il'1崩壊
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I I I I 
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5.土木構造物災害状況

⑫松江市西川津町切島地先
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⑫松江市西川津町切島地先

護岸 L=34m 空プロック積 A=65m' 
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⑬松江市西川津町南鷺島地先
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⑭松江市東朝日町地先
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浸水氾濫箇所平面図
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加計地区氾濫空中写真
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4. 直轄災害位置図
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り［佐伯郡湯来町宇佐地先

河床渉瘍 ＼ 

I ＼ヽヘ戸 /—rJ—\\OO 
＼ ·~. ..I 

ヽ /' 

¥ i 

ロ

i4広島市安佐北区安佐町川井地先

空王石槙崩壊
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＼
 

.r [
先一

□

〗
憂
／
ー

{
I
I〗

.

/：三。＼『
-

⑦

 

．． ー曹

•
9

、

•• 

／へ~曹～

I ：地先

府中町

-町地先

出
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5．直轄災害一覧表

水 河
料砂

復 | ［ I 内 容
被災内容 摘要系 I I | 地先名及ぴ粁程

名 名 1: ・’Ii 内容 I—.•l>t,I 
(T•I り） (T• I i l) 

広秘市西lえ観i'i祈町 渡 li! 50 m 
渡／;rn1女／1',し

① 1ti;！Clk381~ コンクリート張 215 m' 18.944 e-50m A-170m' 
CIK331 グラウト 215 m' 

IJぷ,991;b！,C C /ijl 1 巧kKlx22．93観63-，・，,'99f199j. 
護 l i ! 183 m 

渡jil吸：l,'し
放 ② /,:Ii! C 1 K 218- コンクリート，；I( 941 m' 66,762 

Q =183m A =760m' 
w;•CcCJ1l KKK11O45SoB O - グラウト 941 m' 

広島市西区観粁祈町・ 渡 1;, 48 m 
渡倅吸／l',し

水 ③ 左片'COK998- コンクリート張 345 m' 25,095 
£ =48m A=300m’ 

COK950 グラウト 346 m' 

④ 広／，:,,1;洒18:南観背 淡 ii! 90 m 
護）担吸出し

路 I w;,coK292- コンクリート張 202 m' 14,656 
Q =90m A= 150m' 

I COK202 グラウト 202 m' 

④ 広1，bili西区南観音 護 Ii9 155 m 
護／.;,吸il'，し太 I 1tii90k004~ コンクリート張 729 m' 42,209 
e, = 155m A =570m' 

2 OK!59 グラウト 729 m' 
： 

広紛市東区）ゴ坂
根 固 128 m 

44,732 
河床洗掘

⑥ 左1;,8 K858-
捨プロック 2.840空m' Q =lOOm 

9K968 

⑦ 広/,¥iii東区戸坂
根 11:1 52 m 

20,674 
河床洗掘

田 I 左1.；l9 K!59-
捨プロック 1.170空m’ t =40m 

I 9K223 

⑦ 広秘市東区戸坂
根 固 115 m 

47,326 
河床洗掘太 | 左／.;,9 K243~ 

捨プロック 2,590空m' e =lOOm 
2 9K333 

広励市安｛，'tItl区 渡 /i! 120 m 
練玉石梢崩壊及ぴ

⑲ 
可音II町今｝1'111 プロック張 352 m' 

48.949 河床洸掘/II 左岸22K358- 捨 石 620 m' 
Q =120m A =300m' 

22K480 根1乱プロック 1,660 m' 
田

広約ili安佐北区
護 li! 114 m 空玉石梢崩壊

⑪ 可部II9 「今）i•JII
プロック張 800 m' 44,798 河床洗掘

左J;l24K812~
根固プロック 114 m e -llOm A-750m' 

24K926 

広安Li'l/.佐;i3b町3il00； 安油KK木891 ,'-50 96 北~区
渡 ).;! 53 m 
プロック張 459 m' 

17,317 
空玉石積崩壊

川⑬ プロック!Ii 59 m' Q =45m A =300m• 
左／,>3300KK996672~ コンクリート張 61 m' 

広Iふ市安佐北区
空玉石梢崩壊⑭ 安佐町川井 護 1.；! 20 m 

3,889 
右/1'32K733~ プロック利I 83 m' .e =15m A =45m' 

32K753 

広ibili安佐北区
張芝法面崩壊安佐町追崎 護 岸 35 m 

4,349 
⑮ 布料39K438~ プロック張 133 m' じ＝20m A =80m' 

39K473 
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系水名I 川i名ilf 罰品サ
復 Ill 内 容

地先名及ぴ粁程
」．令）li,（9 

披災内容 摘要
l: ，li 内容

Iぷi:）I|i安佐．ItIメー
(T• | l l) (T• | I l) 

I 安佐町多良後 ,;役 H ’'9 ・ 61m 
17,941 

法I[，i崩壊
⑮ 右J;l40K155~ 辿節プロックil; 1,202m' Q =61 m A =500m' 

40K216 

広/.¥iii'姐伶1m:
I安佐Ill]多良後 |＇；役 ii! 30m Ii去lhi崩壊

⑰ 右;;,40K338 辿節プロック張 450m• 7.287 C =15m A=200m’ 

40K4!8 

Ii i:; ！［ l l l l¥l li1; 1ill,i 1•IIl]. 
程1j;i 1 ,；投／;, 25m I蛇龍張iサ砂、．

⑲'| 1 1,!;¥44K580 ふとん龍 88m' 2,855 Q =20m A =60m' 

44K605 

広宇i紛り9lI!ik.iflli|；湯米IIlJ. ＂、役 ii! 
贔ぶm, 1 19 6lo |窄l；ぷ張崩壊⑳| 加 ,'44K605~ プロックi)； 30m ・ {l, =20m A= 100m' 

44K635 根l/;Iプロック

｝ぶ秘l1[{，''11'1郡湯米lllf

太1:太|@|宇/i'i佐,'45K020~ 
I II! l,';I 141m | i叫囀Ii

ふとん簡 141m 18,115 Q =!20m 

45Kl61 

広島！IUll!I!1}|;IIlliii•IIlr

I 坪野
⑫ /i'/ド48KOOO~

I !H [/;[ 
根llilプロック

45m I 10531 I i"J応紐,;
4 5 m ' £  =45m 

48K045 

広／占lItllllIt1}|;/J11,il・IIIT 

亨坪野 I il{ llil 60m I 13 100 I Fi[/ぷ洗」II!
Ill 1111 I I ltiじ48K229- !Hl!l7・ロック 60m'e,  =60m 

48K289 

⑬I 靡鬱しllllIlli1:/JIli|lll[I’'投 1:;9 

2 左li'48K360- 辿節プロック張
48K400 根liilプロック

40m I I蛇龍張流失
480m'14,830 t =35m A=200m’ 
40m 

広i:）県111!¥!I}|；筒買村

I Illノ尻
川 I川 I⑳ 1 i l ; 9 5 l k 8 1 7 ~ 

|＇i投／;,
プロック張

31 rn I I叩鴎'il,'，i壊
239m’9,227 t =31m A=160m’ 

5!K848 

止；／9：，!1しIIIlI! li1仕lllitI•IIl]” 
Ii曳瀬

⑮ ltii953Iく065~
|＇；俊 1;,

プロック張
59m I I i•fl米洗ll1i
266m’14,503 8 =59m 

53Kl24 

広/,¥県1|/l lI! 1i1; IIIl i| lIIJ• I’1投汁'

2雷， i 11193 I窄プロック梢崩壊I辻の河1j]
⑰ 布；!54K602- コンクリート張 77m' 'e  =25m A=50m' 

54K634 プロック張

I去1,blIUI」!！[l!1;
RI 戸河内町l:／99: 根 l lil 61m 8,014|根[Iiiプロック沈l'・

左/;,68Kl49~ 捨プロック 430m' Q. =50m 
68K210 

1公Iふ県山県郡
⑫| ｝ご；i9)I}、JIii]―、I...1.:191} 根 11;1 22m I I柑fIi囀 Ii

左料69K368~ 捨プロック 390m, 8,505 e =20m 
69K390 
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>見雇
復 Ill 内 容

地光名及ぴ粁f'9,. 被災内容 摘要
I..’li 内容 l : /’l i,l，i 

IL<／．:; !＼［ l l l l¥t li|; 
護 ;;i 

(T-1 I l) (T• | l l } 

I’iii/1人JIii［遊谷
37m 

糾ii;•イ i利i崩 J災 緊急

太
⑬ /,'i,'70K!76-

プロック梢 255m' 18,558 
Q =20m A= 100m' 1.600 

70K213 
根11;1プロック 37m 

I I | 
広紛県lll県1!1;

/II 
＠ 

戸河内IIIJ遊谷 泌 1 ; !. 19m 
5,076 

空 l ；•イ i ，；khii壊
J,：.lド70K351~ プロック張 76m• e -19m A-30m' 

70K370 

Ii /，b li ! I l l ll ! 1 !1; /J Il,i | • III j. 設 / "f' .. 30m 

⑮ 
）く神1n]曹 プロック張 216m' 

15.424 
.，ゼ Ji.イi!/iii,i)災

!.'J;¥ 0 K -052- コンクリート'；1i 63m' Q=30m A=100m' 
0 K-22 根11,17ロック 30m 

広1,:,1u,1,mm:/J11,f[-IIIJ―

⑯ 
巴111r 根 l /i l 65m 

13,892 
河Jぷ洗掘

l,9ii,•0 K265~ 根11,17・ロック 65m e =65m 
D K330 

Ii /, :, J¥ ！ l l I J¥ ！ li1; /J ll,i | • Ili j. 
護 i i ! 36m 諌イ泊＇i}l'ri壊及ぴ

太 ⑰ 
山崎

I；．石梢 252m' 18,771 河1ぷi先札Ii
緊急

イiii!O K260~ 2.150 

゜
0 K296 

根IIilプロック
： 36m C =36m A=ISOm' 

/i i :； l＼しl| l l¥ ！ liI: h l l,i I • Ili ]． 

滝 ⑱ 
山崎 汲 i ;9 38m 

12,690 
竹月 liイi!itil'，1)投

イ;;;,0 K336~ l；・イiik 353m' e -30m A-150m' 
0 K374 

亨
Ii i b lI l l l i l¥ t li1i /J Il ii | • Ill [ 

戒 i ; ! 50m 紬l召泊'ii1il壊及ぴ

I II 
k,．J/，l f• 

1；イil/i 215m' 17,813 河Iぷ洗ll1i
I 右/,'0K5!3-

根llilプロック 50m C=50m A=l00m' 
0 K563 

會
J上<i b lI ! I l I li ! lil: /J11,11-1111― 

"佼 l ;9 32m 空l'，イi,；lliJii壊及ひ＇
l温If

l ll 
右）ド 0K583~ 

I；ィi 01; 320m' 15,980 河｝ぷ洗掘
2 根11;1プロック 32m Q-32m A-160m' 

0 K6!5 

1Iぶ帰[b li! 1 J l¥tl!li IJir,tI•町·

I l | ⑩ 0 0 KKK 7B9240 ~ 
渡 /i i 116m 

36,038 
空 Ii.ィ濯iiii壊 緊急

イiii'.0 845- l；・イiil; 858m' C=ll6m A=350m' 12,990 

0 K935 

広仙県IlI l¥！ lil: /}ll,i|ill[ 
護 i? 40m 窄ィifl'i崩壊及ぴ

/II北
JII ⑪ 

右/,>0 K978- li イiik 220m' 16,723 河1ぷ洗掘

1 KOlS 
根11;1プロック 40m 0 =30m A=100m’ 

1l;/.¥J¥!1l1J¥!llli/J11al・IIIJ― 

⑫ 
滝本 汲 / i ! 44m 

9,528 
空—l孔iil'1崩壊

1;/,, 1 K620~ l ；・イiil; 260m' t=44m A=l50m' 
I K664 

広/.:,県 1l111,l：闊ll,i|•町

⑬ 
巴IIl]― 護 1;, 78m 

28,300 
空l況濯1崩壊 緊怠

右料 0KllO~ l；．石張 671m' Q =60m A =240m' 6,270 
0 Kll8 

11;1,:,J¥Hl1J'. ! l:t h l l, i | •III I― 

⑪ 
逍ノ II 汲 1;, 69m 

12,680 
河1ぷ洗／i峨Ii

NJ;, 0 K353~ 枇梢コンクリート 69m Q =60m 
0 K422 
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系水名 川れ名I 料品サ
復 I l] 内 容

I 地先名及ぴ粁程
_l. ・’li 1,I 

被災内容 摘要
_i:,1, 内容

← 
広I、Illし 11111闘闊11,l|•町

i i ! 
(千|I]}

空イ泊'ti1ii壊及ぴ
(T-| l l) 

I逍ノ II
護 195m 

緊急

⑮ 右ii9 0 k 5 1 1 ~ I；石 ill 553m' 52,860 河床洗掘 8,260 
0 K706 

捨プロック 930m' £ =79m A =250m' 

11< i b l＼しll l lI ! li l; /JIl,i |• IIl)． 渡 i,' 135m 
Jく烈；iilrudiniグと

⑰ |巴Ill]― 姓蹄プロック張 1,863m' 33,499 e =100m A=200m’ 
左ii'0K450 根IIilプロック 135m 

太 広島iii中lメ119吉lllf 汲 1;, 40m 護Ii9吸／1'，し及ぴ

/田II R l,9jil l k243~ 1 i 柏 35m' 4,705 根II9l流失

1 K283 根 [/;[ 40m £ -40m A-35m' 
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6．土木構造物災害状況
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④-2広島市西区南観音地先
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HWし 4A0m 

芸

ュDawL 9.SOM 

DL=0 00 

俎石コンク＇’~-卜 s 9六 4た

平均i9035 m 

wt. 
マ

単位 m

災害箇所

④-2広島市西区南観音地先

コンクリート張 L= 155m A=729m』

0/IOO~I-0/000 

、，,' 
”
 

＇ク
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⑦-I広島市東区戸坂地先



単位 m

災害箇所

l□.00 
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D.H.W.L B.IO 
手

一

旱 ＼
＼ 

‘ヽ

‘‘-’’ 

／ 
I 9=17Im 

賃芝乞； こ
口口旦ーー：/口□

------
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⑪広島市安佐北区可部町今井田地先



コンクリート碁瑛

単 位 m

災害箇所

D.H.W.L'1.63 

詈
根固プロック (31)

3ケ並ぺ

5.0 

＼り云島市安佐区可部町今井田地先（その 2)

ヽ

-----------

／ 
ヽ

一ー
フー手
.-
壬

護岸 L=ll4.0m 

A=SOO.Om• 

根固 L=ll<.Om 

[ ：．．•、.三

＇ 
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I ← 36.94 

>_
DL=34,00 
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⑮広島市安佐北区安佐町追崎地先
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こH.W.L90. IO 

張芝

プロック張
sf -3.7m 

sf -3.Bm 

道路

O.H.W.L 86.34 --• 
／ 
／ 盛土， 

II 

旧施設芝付（張芝）

DL=B0.00 

単位 m

災害箇所

------

上--、

39/200 

.,． 

ヽ
'
,

9

9

 

'ヽ,'

•9 ¥.. 

...ぃ,.

9
.
 

」」、ヽ
ゞ

ヽ‘. 

◇ 

0
0
0
 

3
9
-

⑮広島市安佐北区安佐町追崎地先

＼虻＼
L=35m 

Ac 138m' 
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⑮山県郡加計町浅瀬地先
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148.36 

プロック張

s t = 4. 5 m 

Dl• 140.00 

単位 m

災害箇所

---'_ ----

52/800 

¥̀――----
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＠山県郡加計町辻の河原地先

、太田11|

第4節太JIリI/ 217 

茎WL

▽ D.H.w.L 157. 1 00 -
プロック張

s £ =2. d m 

コンクリート張

st =6.3" ＼ 
根固プロック

平張

ぅ•If\\～但堕墜翌プロック柏空王石柏

DL=IS0.000 

県山県郡加計町屯竺竺翌地先

護岸 L=32m 

単位 m

災害箇所

．． ・, I I A=2]9m・ -―: 9 ----.，グ

~ :・.:-._:_.:.<．忍1.”~1 , -―三三/'
、．．．．・，‘．：‘•エ

：:.1 呂 ． 9 , 、一・＿＿ ▲ - _..•.: 9 ：．ニ―:ー・＿っ・.> .-.-・:"・. 

‘、--.. .し`、．・・
・苫

` `、•ヽ，曹... ・ 

、̀.:.: __ ・:.... :. ·•· 
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⑪山県郡戸河内町土居地先



旧施設十字プロック

庫 位 m

災宙箇所

太田川
`｀‘`‘← 

第4節太111川 219

kW.L 261.67 

OHWL 260.50 -
メメメ

WL 

芦—

捨プロック (3t)

＼、口三s-------------



220 第3意河川災古

⑰山県郡加計町山崎地先



DH  Wl. 980~5訓］

•- H W L 180・OOO 

王石9責
S9● 90.s m 

D,H,W.L 

HWL 

W.L -

-= 

180.50 

180.00 

旧練石積

E
s
.
9
 

OL四 995.oo 

B=J.0• 
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ふとん籠積 H 5Qcm X 8 120cm X L 4.00Qcm 

単位 m

災害歯所
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⑱山県郡加計町山崎地先
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王石張

s 9 = 9. 3 m 

W.L 
DL=177.00 

旧施設空王石張

単位 m

災害箇所



224 第 3瓶河川災'.；'f

＠山県郡加計町川北地先



5.5• 

一名0．暉L188.oo oI 

二 50 ]旱1諺 //］巴：ぷ翠弩！― ＼＿＿「―

ー勺デ WL m 

D.H.W.L 188.000 

-忍 H.w.L1 87.500 

W.L 

⑯広島県山県郡加計町川北地先

護岸

L=ll6m 

A=858m" 
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DL= 185.00 

単位 m

災害箇所
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＠山県郡加計町巴町地先



O.H.W.L 177. 60 

丑

H.W.L=l78.IO 

王石張

sl=8.6m 
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旧施設空王石積

DL-172.00 

単位 m

災害笠所



228 第3意河 川 災 卯

⑭山県郡加計町道の口地先

- ム

DL= 175.00 

D且W.L 180.00 

··•\I I 根継コンクリート sb2.7m

第4節太1!1川 229

又． H.W.L=l79.25

“ 

根固プロック 3t 

問詰石

単位 m

災宙箇所
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道路災害

231 



232 第4章逍路災害

◇概要

昭和58年7月22B深夜から23日朝にかけて、島根県西部を中心に突然襲った豪雨

は典型的な梅雨末期の集中豪雨で、山陰沖から南下した梅雨前線に南からの湿った

空気が流れ込み（湿舌現象）、激しい上昇気流が厚い積乱雲を生み、記録的な集中豪

雨となった。雨は島根県西部に集中し、 7月20日の降り始めから、 7月23日昼に降

りやむまでに、島根県那賀郡三隅町で742mmをはじめ、浜田市、益田市でも 500-

600mmの大雨を記録した。

800 

r742三隅

！ 633益田

700 

IOO 

80 

6
0
“
 `~ 

時
間
雨
量

E（
 

600 

500 

400 
総

300 雨

量

200（面）

IOO 

20日 '21日 '22日 ' 2 3日

注：棒グラフは益田市の時問雨量、その他は総而量

資糾は建設省のデータ

図ー 1 降雨グラフ

固＿ 1に示すように、 7月22日の深夜から23日の朝にかけての雨がひどく、浜田

市、益田市、三隅町では 1時間に50mm以上の雨が数時間にわたって降った。特に、

益田市では、 23日午前 6時から 1時間に93mmという、中国地方の観測史上最高の雨

を降らせた。まるで「パケツをひっくり返したような」、あるいは「滝のような」豪

雨が夜通し降り続いた。そのため島根県では23日午前 0時35分大雨洪水替報と雷雨

注意報が出され、 5時40分までに鳥取県を除く中国地方 4県に同替報、同注意報が

出された。

災害の全容は、 23日に雨があがり、通信網が復旧するにつれて順次明らかになっ

てきた。島根県西部では、直轄国道から市町村道に至るまで、斜面崩壊、道路流失、

構造物損壊、路面冠水などにより、図ー 2に示すようにほとんどすべての道路が寸

断され、多くの集落が孤立した。
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一般国道 9号では浜田～益田間を中心に43カ所、

面通行止めとなった。

No 路線名

① R 六日市匹見椋

②舎｝益田廿日市線

③ G)波佐匹見線

④ ⑨浜田美都線

⑤ e 黒沢安城浜田線

⑥ R浜田八重可部線

⑦金）浜田作木線

⑧ R温泉津川本線

⑨ ⑮仁摩瑞穂線

＠ ◎大田井田江津線

⑪ ③川本波多線

@ R桜江金城線

@ R 三隅芙都線

道路網寸断状況

191号益田以西では 9カ所が全

今回の災害の特徴は一時に大撒の出水による，函渠、

従来の災害に比べて多かった点である。このタイプの災害が車の使用を不能にし、

徒歩によらざるを得ず、屯話網の機能低下とともに被害状況の把握を遅らせること

となった。

その他に、捜索隊の輸送、水、食糧など救援物衰、

とっても、道路が必要であった。そのあらわれとして、道路復旧見通しについて、

各方面からの道路管理者に問い合わせは相当数にのぼり、災害発生後 2~ 3日は電

話が1嗚り続くといった状況であった。

なお、国道 9号については、地域の最重要路線であることにかんがみ、「29日（災害

発生後、

決だ…」

5 H間） までに、緊急車が通れるように復旧に全力を挙げ、

8日までに通行できる見込みだ」

床版橋、

あるいは、復旧衰材の輸送に

と建設大臣より発表があり、

盛土などの流失が

一般車は 8月

また、政府調査団の

視察後の記者会見で「…被災住民への不安を取り除くため生活基盤道路の復旧が先

との国土庁長官の談話も道路の早期復lHに対する被災地の要望の強さを反

映している。

道路管理者としては、昭和59年 3月末までに全面復旧を目指して復lH工事に全力

を投入している。
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2. 国道 9号
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80i 観測所：三隅
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第 2節 直轄管理区間災害状況

|．直轄災害位置図 国道 9号
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④江津市敬川 切土法面崩落

⑭江津市敬川 切土法面崩落

切土法面崩落

R浜田市久代

秒

②江津市浅利 切土法面崩落

①江津市浅利 切土法面崩落
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③江津市黒松切土法面崩落

国道 9号

疇賀郡三四i～一切土 法面崩落三門竺□
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三隅町
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I ~ 七刀土；去面崩落

ぃ那賀郡三隅町吉浦 道 路 欠 壊 ＼
＼ 

(「9那賀郡三隅町吉浦 切土法面崩落

'・ ⑲那賀郡三隅町吉浦 切土法面崩落 '、、＼ 

ヽ
,i（那賀郡三隅町吉浦 切土法面崩落 I 

I 
＼ 

｀ 
I⑭浜田市原井 切土法面崩落

口竺T巴切土法面崩落

⑬浜田市下府盛土法面崩壊
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国道 9号

道路災忠

切土法面崩落

橋梁流失

第2節

⑰那賀郡三隅町岡見
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盛土法面崩壊

⑮益田市奥田切土法面崩落

⑮益田市奥田切土法面崩落

⑫益田市安宮切土

R益田市安富

⑳那賀郡三隅町滝見函渠流失

⑲那賀郡三隅町；竜見 切土法面崩落

⑱那賀郡三隅町滝見 切土法面崩落

＠那賀郡三隅町滝見 切土法面崩落

⑮那賀郡三隅町滝見 盛土法面崩壊

＠益田市角井切土法面崩落

⑮益田市角井 切土法面崩落 切土法面崩落

国道54号 国道191号

へ、／ヘ
＼一‘~―~ ~ 

—~ ~、-.
／ 

i 
_I 

ノ
布野村

盛三呈三／

土法面崩落

益田市土田 切土法面崩落
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⑮益田市土田 橋梁流失

⑮那賀郡三隅町滝見

⑲那賀郡三隅町滝見

⑭那賀郡三隅町滝見

函渠流失

盛土法面崩壊

盛土法面崩壊

※二は空中写真の位置を示す

]
 

ーヽ
~
~
 

）

＼

 

9 / / i 

互§阿武郡田万JI1町江崎 切土法而胤？
~ 

ヽ
⑭阿武郡田万川町江津 道路流失

I 
／ 

← ，、 ヽ
9’ 

三次市

川

／

‘

．

1

,i 

3
 ーi

 
｛
 

．．
 
ー

．．
 
I
 

＼
 

•• 

,
.
 

ー

9
 

.

.
 

豆次市山家 追路石積決壊 ：， 
~ .. ）， 

/ ＂ •一‘’
/' 

＇ し．．_.. 

1 
l 

＼ ， 
==＝士＝＝＝Z

＼＇～＼聾阿武 9諏佐町大刈

， 
＼ 

＼ 

i 
• 9 

須佐町

， 
I 

ヽ

｝ 

l 

切土法面崩r
／ノ

I 

,-----
／一／ ／ j 

r一’

⑬阿武郡須佐町須佐

切土法面崩帝 ⑭阿武郡田万川町江崎切

9和益田市飯の浦切土法面崩苫

窮益田市飯の浦 切土法面崩落

、げ益田市99の浦 道路石積決壊

芦口市紐の浦切土法面崩壊

壊

国道191号

山陰本線

⑪益田市喜阿祢 """' 

島根県

益田市



242 第4瓶道 路 災 む 第2節直轄管理区JIii災虚状況 243

R三隅町滝見地区空中写真
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⑧三隅町岡見地区空中写真
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c益田市木部地区空中写真



2.直轄災害一覧表

対照
発生日時 息 府県名 災害 箇所名 被 災 概 況 交通状況

復旧 費 被災までの
摘要

番号 （千円） 累計雨祉

切土法而崩落 mm 
① 7.23.11時 ， 島根 江津市浅利(1) L=30m, SL=40m 全面通行止 39,000 

184 V=600m• 

切土法而Iii!落
② """ ” II 

＂ "(2) L=25m, SL=36m 
＂ 22,000 184 

V=50m• 

切Jこl:tkt印iI沼t
③ """ ” ” ” 黒松 L=12m, SL=16m 片側通行止 3,000 184 

V=:20m• 
切土i'l,j酎崩落

④ " nIO時 ＂ ＂ ＂ 敬/1[(1) L=55m, SL=20m 
＂ 19,000 145 

V=300m' 

切土法而崩落

⑤ "”” ” ” ＂ "(2) L=5lm, SL=22m ＂ 11,000 ＂ V=30m• 

切：Iゴ去而；i，i落

⑥ II II II 

＂ ＂ ” "(3) L= 9 m, SL=2lm ＂ 5,000 ” V= lOOm• 

切土法mrn,1落

⑦ II 1111時 ” ＂ 浜田市久代(1) L=15m, SL=12m ＂ 7,000 367 
V=45m• 

切、＂t．法im'，1落
⑧ II II II ” ＂ ” "(2) L=27m, SL=17m 

＂ 7,000 ＂ V=llOm• 

切 1：法Iojii，1落

⑨ II II 6時
＂ ” ＂ 国1伯1) L=40m, SL= 7 m 

＂ 9,000 208 
V=40m• 

切土法面；i，i落

⑩ """ ” ” 
,, ,,(2) L=48m, SL=12m ” 13,000 ＂ ゜V= 150m' 

切1：法Ihiii，i落

⑪ ”" ＂ ” ” ＂ 
u(3) L=17m, SL=5.5m ” 3,000 278 

V= llOm• 

切 I立＇．法 IOHii落
⑫ " "8時 ＂ ” ” ド19:r{1) L=20m, SL=29m 全面通行止 7,000 238 

V= 150m• 

切 1：法lhi/i，i落

⑬ ,,,,,, ,, 
” ” ,,(3) L-300m60 , SL-llm ＂ 49,000 ＂ ゜

V=l,3 m• 
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※ 0,11のあるものは被災状況（第3節）の詳細のあるものをぷす。
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対 照
発生 FJ II寺 息 府県名 災轡箇所名 被 災 概 況 交通状況

復 IH 1t 被災まで17)
摘要

番 号 （千Iil) 祟計雨 ・ht

盛土法面崩壊 mm 
⑰ 7.23.10時 ， 島根 那竹郡三隅町岡見(1) L-28m 全面通行11: 24,000 

483 V=3,000m' 

⑱ " (2) 
橋梁流失

118,000 ” 

゜
"" ＂ ＂ ” ” ” ＂ L-15.4m 

⑮ 
切 土 法 而 崩S落L 

II II 8時 ＂ 
,, 

＂ ＂ 宮ヶ迫 L-280m50 , -25m ＂ 47,000 418 
V=3,5 m• 

⑳ 
切 土 法iti}j，S1落L 

" " 10時 ＂ 
,, 

＂ ” 馬橋1) L=80m, =22m 
＂ 33,000 482 

V=590m' 

⑪ "" ＂ ” ” ＂ ＂ 
,, (2) 切L-上!法39面m崩浴

” 35,000 ” 

゜
V=530m• 

⑫ 
切 土 法 面 崩S落L 

"" ” ＂ ＂ ＂ ” " (3) L=31m, =23m, 
＂ 11,000 ” V=400m' 

⑬ II II 7時 ” 益田市土田(!)
橋梁流失

＂ 64,000 315 ” L=!4.5m 

⑭ ,,,, 
” ” ＂ ” " (2) L切-土4法0m而,崩S落L-8 m 片側通行JI: 11,000 363 

V=30m• 

⑮ ,,,, 
＂ ” ” ” 西平原 切L-土9法6m而,崩S落L-22m 全面通行止 21,000 ” V=850m• 

⑯ 大浜
路面陥没

゜
,,,, 

＂ ” ＂ ” L=IOOm ” 31,000 444 
V=740m' 

⑰ 
り切土法而崩落

゜
”” ” " 

,, 
＂ 木部(1) L=l48m, SL=45m ” 37,000 197 

V=2, 170m' 

⑱ "" ” ” ” ＂ " (2) 
道路流失

＂ 78,000 444 
L=26m 

⑲ " (4) 
盛土法面崩壊

,,,, 6,11寺
＂ 

,, 
＂ L=ISm 

＂ 8,000 315 
V=280m• 

2
5
0
 

C
C
t
1
4
'
,
'
;
(
i
l
l
.
翠
翠
芸



対照
発生日時 息 府県名 災雹箇所名 被

999 
概 況 交通状況

復 IEI tt 被災までの
摘要

番号
グ＜ (T・円） 祟計雨．iit

⑩ 益田市津田(1)
盛土法而崩壊 mm 

7.23. 9時 ， 島根 L=25m 全面通行jl: 7,000 
V=480m• 448 

＠ ,, (2) 
切土法而崩落

゜
II II 6時 ” ” ＂ 

L = 90m, SL= 19m ” 25,000 273 
V=440m' 

＠ 
屈£:1:．法面i}j，it炭

II II 8時 ” ” ＂ 遠田(2) L=33m ,, 9,000 435 
V=700m• 

＠ 
切＿1こ法師崩落

II II 6時 ” 
,, ,, 乙吉 L=30m, SL=22m ” 7,000 273 

V=70m• 

＠ 
切」ゴ去而／JISI落L 

”" 9 9 ” ” ＂ 角井（1) L=33m, =3lm " 13,000 ,, 

゜V=570m• 

⑮ 
切：l：法i(0/j，Sl落L 

"” ” ＂ 
,, 

” " (2) L=40m, =4lm ” 93,000 ＂ 

゜V=520m• 

切上法mi崩落SL 
⑮ ,,,, 

＂ 
,, 

＂ ＂ 
,, (4) L~J50m00 , ~39m ” 19,000 ＂ V=2,4 m• 

＠ "" 
,, 

” ＂ ＂ 
,, (3) LV 切==＿・ヒ41法8,m0面3,0崩mS'落L = 45 m ” 56,000 9 9 

I 
UJ_1ゴ：法iIiiHi落

⑮ ,,,, 
＂ ＂ 

,, 
＂ 奥111(1) L=40m, SL=28m ＂ 12,000 ＂ V=50Qm• 

⑲ ”” ＂ ＂ ＂ ” ,, (2) VL切==土5L法0m2面10,崩mS•落L=39m ,, 22,000 ＂ 

゜I, 

R ”" ” ” ＂ ＂ 安富(1) L切-土1法6m面,崩S落L-20m 
” 10,000 ” V=50m' 

切＿1：法面崩S落L 
R "" ” ” 

,, ,, 
" (2) L=33m, =19m ＂ 14,000 ＂ V=I50m' 

⑫ ,,,, ,, 
” ” ” 

,, (3) L切~•K2法6m而,崩S落L~30m ,, 10,000 
,, 

V=300m• 

翌
2

写
i

f—
玉
雲
念PE
-
区
――――}竺苓一
K
芝．

2
5
1
 



対照
発 'I'II 11寺 息 府県名 災古箇所名 被 災 概 況 交j直状況

復 1 1.I t'1 被災までの
摘要

番号 (・T-PJ) 祟計 I:li•ht 

切 I．．法面崩S落L mm 
⑮ 7.23. 6時 ， 島根 益lllili安箱(1) L=32m, = 19m 全面通行」I: 26,000 

273 V = lOOm• 

道路石積決S壊L 

゜
⑭ II II 7時 54 広島 で次iIiIl」家 L=20m, = 9 m 片側通行止 8,000 147 

V=l70m• 

切 I．．法面i崩S落L 
⑮ "" ” 191 111 II ” 須佐町大刈 L=I2m, = 8 m 全面通行」I: 31,000 295 

V=30Qm• 

切＿I：法面崩S落L 

゜
⑮ II II 10時 ” ＂ 

,, 
＂ 須佐 L=20m, =22m 

＂ 25,000 335 
V=430m' 

追路流/I,.
＠ II II 7時 ,, 

” 
,, l l l }j J I I PI j. il: ；;1! L=70m, SL= 8 m ＂ 43,000 295 

V=800m' 

切＿1オ．．法jhiihSlL落~ 

゜
⑮ If II 5時 " ” ” ” 江崎は） L =4Sm, 20m ＂ 24,000 172 

V=200m• 

切 l：法iniii，S1落L 

゜
⑲ "" ＂ 

,, 
” ” ＂ 

,, (2) L=76m, =30m 
＂ 136,000 ＂ V=SOOm• 

盛廷法面ii,I壊SL 
＠ II II lQ時 ” 

,, 
” 

,, ド1:llガ L=135m, =5m ,, 9,000 335 
V=400m• 

＠ 
切．：L法面iii，s1落

II II 6時 ” 島根 益IIijii飯の浦(1) L=20m, L=llm ” 9,000 273 
Y= 170m' 

＠ "" 
,, 

” " ＂ " (2) 
道路石梢決壊

＂ 6,000 ＂ L=25m, SL=4.5m 

りJ_K法面崩落SL 
＠ ,,,, 

” ＂ ＂ ” ,, (3) L=IOO06m0 , =47m ＂ 54,000 ＂ V=l, m• 

＠ ， i［津市敬川(4)
切こi：法而崩S落L 

財開通釦l:" " 12時 ＂ 
L=20m, =I5m 7,000 145 
V=100m' 

盛t土i去if'j崩St衷L 
⑮ II II 9時

” ” 三隅町滝見(4) L=92m, = 6 m ＂ 10,000 475 
V=200m' 

2
5
2
 

さ
4

森

、

翠

翠

--f



対照
発生日時 息 府県名 災害箇所名 被 災 概 況 交通状況

復旧 費 被災までの
摘要

番号 （千円） 累計雨拙

盛土法面崩S壊L 
mm 

＠ 7,23, 9時 ， 島根 三隅町滝見(5) L=40m, =9.5m 片側通行止 13,000 475 
V=280m' 

" (6) 
切土法面崩落

＠ "" ＂ ” ＂ ” L=25m, SL=34m 全而通行止 22,000 ” V=500m• 

切J土法而崩S落L 
⑮ "" ＂ ＂ ＂ ” 

,, (7) L=59m, =57m ＂ 38,000 ＂ V=7Qm• 

⑲ 99 99 ” ” ＂ ＂ " (8) 
切L-土4法3m面,崩S落L-llm 片側通行止 15,000 ＂ V=60m• 

りJ:I:法而崩S落L 
⑳ " " 10時 ＂ ＂ ” 岡見(3) L=23m, =21m ” 6,000 482 

V=310m' 

盈廷法面崩壊SL 
⑪ ,,,, 

＂ ＂ ” 
,, " (4) L=206m= =25m ” 78,000 ＂ V=500m• 

切L-土1法7m而.崩落
＠ II II 7時 ＂ ” 益田市土Jll(3) , SL=15m ,, 6,000 315 

V=l30m• 

" (4) 
切J-L法面崩S落L 

⑬ ,,,, 
” ” ＂ ＂ 

L=32m, =23m ” 9,000 ,, 
V=310m' 

⑭ ,,,, 
＂ ” ＂ 

,, 津田(4) 切LV==土8L法0m8面0,Q崩mS•落L=2.5m ” 13,000 ” 1, 

盛 土 法 而 崩S壊L 
⑮ ”', 6時 ＂ ＂ ＂ 中吉田 L=44m, = 5 m ” 7,000 273 

V=260m• 

りJこt.tki酎j，Si音L与
⑮ "" ” 191 ＂ ＂ 飯のiili(4) L=20m, =35m ” 7,000 ” V=300m• 

切土法而Ibiiii
⑰ "” ＂ " ＂ " 喜阿弥 L=50m, SL=2.9m ＂ 23,000 ” V=750m' 

盛七l：法面崩壊

⑮ "" ＂ ＂ ” ” 高津 L=58m, SL=llm ” 16,000 273 
V=200m' 

翌
2

写
i

l

「
i
)

雲
念
i
-
i
-
l
X
I
l
-
-
I
i
f
9
-
i
i
f
1
)
t
i
}
t

2
5
3
 



254 第 4 猷逍路災’99;•

第 3節 土木構造物災害状況
1. 国道9号

国道 9号 ⑩448K363~448K41 I 浜田市国府(2)



第3節

昭和58年 7月23日

切土法面崩落

応急復l日7月23日

土木構造物災曲状況

6時

L =48m 

時

255 

累計雨量208mm

分

4.48K367 

単位 m 

災宙箇所

⑲浜田市国府(2)L=48•

崩落土処理l50m'

二
切土310m'

叫輯エ 巳：： （プロック積） IOOm'l,i
-法枠エ J91m' ご

＂ 
伶キ
ヽ
c
 

ん‘
3 =300 

とユ
ーム管，1，ー出荻9)



256 第4罪逍路災布

国道 9号 ⑬452 K 235-452 K 535 浜田市下府(3)



U字フリューム

(•,,, 300) 

フレキャスト；去枠

＼ 

Gr-B-4E 

旦 呵l(UIO-B

市道長沢線

第3節 ：l：木構造物災布状況 257 

昭和58年 7月23日 8時累計雨量238mm

盛土法面崩壊 L =300m 

応急復旧 7月23日 17時40分

。
5
 

2
 1

,
＇|＇
9

_

 

4000 □SOo] 

単位 m

災害箇所

ご尺＼ ＼ ／俎 至下伐I,I__土

至京都ヽ L I 
法枠 フレキャス f竺を139O'."三竺二直巴

切土570m' 盛土1,360m' 排水工300m 序ほ桁エ300m

⑬浜田市下府131



258 第4衣逍路災',':

国道 9号 ＠470K000~4JOKOIO 浜田市折居

4 てー一
O--にo、“/^  



昭和58年 7月23日

路面陥没

第3節

L =I Om 

応急復旧 7月28日

1：木構造物災'，1f状況

6時

259 

累計雨量285mm

7時

3.500 

ー．-一

\=二=＝＝＝=＝二二＝二＝:=＝二＝—一―=＝二＝＝==—＝＝エ＝＝＝ニニニ-_—1

ニニ＝＝＝＝＝==—~~~--~~---------

I[ 
7.100 

且 位 m 

災宙箇所

oooam 

盛土 V=SIOm' 

法面翌形エ A=40m'

ポックス L=6m 

U字フリューム L=7m 

車道舗装 A=70m' 

水替エ 1式

K
A
.
5

ー

2

N
O
.
 
1
2
+
5
U
8
7
 



260 第4咲逍路災，I;

国道 9号 ⑬471 K975~472K029 那賀郡三隅町吉浦Ill
昭和58年 7月23日

道路欠壊 L =54m 

応急復1日7月28日 7時

ル(Gc-B-4E)

iii 位 m

災宙箇所

バイ 7 ＇ 
,, =2000 

コ）レケ
. --9 

Kb I 
.5x I.5 ------

虹酎I
0. 8 

B
.
C
1
1
4
7
2
K
0
9
5
.
5
2
 

第 3節 1：木構造物災9If状況 261 

累計雨量312mm

リート

ー、
’’ 

9‘ 9’ 
‘’← 

水路

300 

、1，吟oo
こ豆シ訴
是 91 I L=5Ant 

＠那竺郡三隅町吉浦巴→炉

＼ 

グ＼
紳

謬＇漁‘¥
¥ 3 包I<-~
5 

--：：：：三戸`、ご、ミ、l-----I

盛土 34A00m' 
崩沼土処理 l9.290m' 
プレキャスト法枠エ 2,270m‘ 

重力式擁壁 48m 
L型水路 20m 

m 冠 (P4-DIOOO) 2Jm 
叫管渠(Pl-DIOOO) 40m 

集水桝 lケ所
u型側溝 40m 
小段排水路 88m 

アスカープ 40m 

縦排水路 31 m 
区画珠 l20m 

車道舗装 280ma 平張コンクリート

路肩舗装 60m̀ 
3 8 ?＇ 

ガードレール
盲排水 156m'; 

/ 52 m 
,, //,Iも3gol，.

ナヽ ， 

-z多<



262 第4双道路災'，9;:

国道 9号 ⑫473 K 860-473 K 900 那賀郡三隅町吉浦(5)



4
ー

：

―

ー

第3節

昭和58年 7月23日

切土法面崩落

I•ー木構造物災‘l:'状況

6時

263 

梁計雨羅338mm

L =40m 

応急復旧 7月28日 7時

標準横llJi図

法枠工

現場打法枠エ

単位 m 

災害証所

字三隅

I⑫那賀郡三隅町吉浦ISi

切土 740m' 
崩落土処理 l770m’ 
法枠エ（現場打） 450m' 
コンクリート擁壁 40m

鰐戸戸二二五:

． ＼ 



264 第4衆逍路災’91f

国道 9号 ⑲478 K 302-478 K 326 那賀郡三隅町田原



第3節 土木構造物災守状況 265 

昭和58年 7月23日 9時累計雨最475mm

橋梁流失

応急復旧 8月8日 12時

u 

恩
こ~

恩
， ‘iマ、

芹干‘ 葛
← 計 画 河 床-------

・・-・・、ヘ
＼ 

ッ／ 河川計画斯面

‘̀< ``ヽ―--—---

出 位 m

災害箇所

盛土 80m• 

韮力式擁壁 5 m 

プロック積擁壁 35m' 

L型側溝 10m 
--

床版橋 7,7m 

ガードレール l5m 

車道苅装 120m• 

路肩舗装 20m』

＠那賀郡三隅町田原

/r 
仮稿I 

・ヽ｀

(
|
1
~ー

汀

＼
 

＼
 ＼

 

If―‘――-, 

ビ



266 第4翫道路災‘,':'

国道 9号 ⑮479 K 833~479 K 940 那賀郡三隅町滝見(3)



第3節 1•木構造物災，l;状況 267 

昭和58年 7月23日 9時累計雨量475mm

函渠流失

応急復旧 8月8日 12時

478K870付近

ガードレール

(G,-8-28) 
03-RC-G 19(M5500-B3000) 

OI-US-03(U4-B300-H400) 

舗装（車道） ／ C3-B400付

単位 m

災害面所

切土 120m' 盛土 1390m' 

91ー豆呈言号喜竺三〗
OI-US-03(U4-B300-H400) 03-84001寸L=65m

舗装（車造） A＝59Im’ 

囀＇

⑮那賀郡三隅町滝見131

仮道1餃去（盛土撤去1260m’、舗装撤去320m') E
C
 



268 第41,1：道路災'iIf

国道 9号 ⑬481 K693-481 K843 那賀郡三隅町岡見121



g
9
.
9
 

昭和58年 7月23日

橋梁流失

応急復旧

側面図

. I行長 1 5, 440 
―------・・・---・・-・―、一心

丑
麟 15,000

- -- --
謳 1 支問E M.800 r-----;_:_--／_＿＿ニ-- —-—- -—---- l日橋長 n.“゜

第3節 土木構造物災'，If状況

8月8日

10時

i----＝ー：：：＝二＝＝＝
i二至ー一1 ~ ◇、―`-~

I¥ 
’’ [＼ ¥ 

I I¥' 
l I¥ ¥ 

¥＼＼--------/----⇔ 
I : 

--) L``` 
[11 「1-! 

二=士=='ユ
--H-4"=2sox250 

n 

., •• 

1'-

単位

累計雨蜃483mm

12時

7, ロ
岡見橋

20 
300 

I ---

m 

災害箇所

E
V
8
エー
8
<

E
C
1
1
<
8
1
K
8
5
6
.
W
 

＠三隅町岡見121

L=50• 

C= 

土工 l式

法面保護エ A=1420m‘

舗装工 1式

路肩エ 1式

溝渠工岡見橋

二:t:‘‘
羨ヽ＼

管渠エ L-35• 

排水工 L=136m 

法枠エ A=1420mi 

ガードレール L=50 m 

雑工事 l式

269 

怠
〗
―8
<

ぷバ
”公‘5葛憂＼

E
C
 



270 第4,・:，' 道路災，＇；

国道 9号 ⑪483 K 723 -483 K 862 那賀郡三隅町馬橋(2)



昭和58年 7月23日

切土盛土法面崩壊

応急復l日

横断面図

d83k853 』̂・グ’’―

第3節 |•本構造物災','；状況

8月8日

10時

271 

累計雨盪483mm

L = 139m 

12時

ガードレー9

(Gr-B-4 

、夕`
9 9 
I ぷ，

ぐ
衿ぷ＼

D. H. W, ．． 
03-RO -11 (H3000-82000 

単 位 m

災寄鉛所

1
 

ca 

平面図

⑭那賀郡三隅町馬！為121
L＝切土部 78m 盛土部 59m 

C= 

土工 V=830m』 去ヽ面保筏エ A=1095m• 

麻壁工 L=90m 9引堕エ L=95" 

排水工 L=95m 排水工 L=980m 

防i9円工 L=980 L=l38m 
， 

； 5
 

、3.



272 第4咲逍路災'，!;

国道 9号 ⑯488 K 400-488 K 500 益田市大浜



‘̀`̀ ‘‘‘‘‘ 
``‘・

~ 

i9矢板（田型）

£ = 8 m 

路面陥没

応急復1日

第3節

昭和58年 7月23日

土木構造物災雹状況

L = 100m 

7月28日

488kdd5 

ガードレールiB直し (GR-A-4E)

側溝

単 位

7時

m 

災害箇所

累計雨量444mm

7時

go3ゞ
8
8
t『

ガードレ＿，レ揖直し L=100m 

BOX(<.25• X<.25•) 

La7 • 

取道飩装 A=730m』 路肩箇装 Aa50•' 

273 

恩
x
8
8
p

側屑 L•!OO• 

災杏廷長 1 =100m 

R益田市大浜 275



274 第4章道路災啓 第3節土木構造物災害状況 275 

国道 9号 ⑰488 K 940~489 K 088 益田市木部(I) 昭和58年 7月23日 7時累計雨量 197mm

切土法面崩落 L = 148m 

応急復旧 7月28日 7時

ブレキャ

488k950 
488k970 

! 

横断面図

488k990 / /  

I / ＼ ノ
489K08A 

単位 m

災害箇所

31益田市木部[I)

L = ld8 ・oo m 

E
 

3
 

3
 

z
k
-
X
6
8
p
 

三i

プ

平面図

塁
プdック張 A=448m‘I -

g 

プレキャスト法枠 Aa760m' 

L=17" 1 

土エ 1式
法面1采l9エ A=1082m' 
防止網 t =18m 



276 第4f,i:

国道 9号

逍路災布

@491 K 860~49 I K 950 益田市津田(2) 昭和58年 7月23日

切土法面崩落

応急復旧

第3節

7月28日

単位

土木構造物災守状況

6時

277 

累計雨皇273mm

L =90m 

7時

プレキャスト法枠

491K893 

コンクリート擁曳

m 

災古箇所

＼
 
／
 

・" 
Jj, 

、99, ↓,, 1̀ 9, 、)1』 } b J t 、99, ,,,、
炉

//／ 
I 土留擁斑 L=70 

プレキャスト法枠 A=IIOOm' 

0
5
6
x
-
6
p
 

q
9
8

エ＿
6
t

崩沼土処理 V =440m' 

＠益田市津田121
L=90.00• 

＼
 



278 第4章

国道 9号

道路災害

⑭499 K 860~ 499 K 893 益田市角井(I)

Jii 位

"益田市角井Ill

U字フリューム L=20m 

0
9
8
X
5
5
t
 

平面図

小段1J9水路し＝23m

コンクリート擁曳 H=S.O
L=33m 

OI-LS-02(LI-B500 
-H5001 L=33 m 

沼石防止網(SG-2000
6木掛I L=33• 
小段排水路 L=23•

第3節

昭和58年 7月23日

切土法面崩落

応急復旧

土木構造物災害状況

6時

279 

累計雨量273mm

L =33m 

7月23日 18時15分

小段水路

499 K867 

rn 

災害薗所

Ol・L・S・2(Ll・B500・H500)



280 第4章逍路災宵

国道 9号 ⑮499 K 930~499 K 970 益田市角井(2)



⑮益田市角井(2)

現場打法枠

-ir 

横断面区

応急復旧

切土（レキ質土）

＼ 
ヽ

¥＼、

単位

第3節

昭和58年 7月23日

切土法面崩落

土木構造物災屯状況

7月23日

6時

281 

累計雨量273mm

L =40m 

18時15分

499K944 

DL-I0,000 
ート

ガードレール更新

(GR-B-4E) 

m 

災害箇所

デ
ー -r 



282 第4旅逍路災守

国道 9号 ⑲501 K538~501 K588 益田市奥田(2)



単位 m

起点

50/k538 

災害面所

平面図

冦益田市奥田121
災害廷長 L=50m 

●窯土処99 V=9290m~ 

平張コンクリート A=5d0吋

コンクリート廂只 L=50n 

‘ヽ
＼崩落土処理

ヽ

平張コンクリート

終点
~ 

501K588 

第3節 ：I：木構造物災虚状況 283 

昭和58年 7月23日 6時累計雨量273mm

切土法面崩落 L=SOm 

応急復1日 7月23日 18時15分

50IK553 

ストンガード SG-1550

03-RG-OB(HSOOO-B2750) 

ガードレール更新

(GR-8-3) 

t = l l m 



284 第4章道路災店<

2. 国道54号

国道54号 ⑭73 K 650 三次市山家



DL 155,000 

ガードバイプ移設

第3節 I：木構造物災'ili状況 285 

昭和58年 7月23日 7時累計雨量147mm

石積崩壊 L =20m 

標準横断而図

----̂--:----
73K6 

--＝至広島- ------------＝ ＝二—=-------------== 

L

+

 

クッ口プ界境

前

道

災
車

被

歩

被災後

単位 m

災害箇所

⑭三次市山家
も．tこれ式コンクリート擁壁

戸口



286 第4窄道路災唐

3. 国道191号

国道191号 ⑮132Kl57~132Kl69 阿武郡須佐町大刈



＼ヽ~
ブレキャスト法枠

単 位 m

災害箇所

象：

第3節上木構造物災雹状況 287 

昭和58年 7月23日 6時累計雨量295mm

切土法面崩落 L =12m 

応急復旧 7月24日 10時

現場打法枠

堅排水蕗

平面区l

⑯阿武郡須佐町大刈

災害延長 L=12m 

崩落土処理 SOm' 

横断面図

翌雰
現場打こ去枠710m’ プレキャスト法枠 300m" 

擁壁 3ケ所 1 

縦排水 79m 

集水桝 lケ所

排水管 18m 

舗装車道 40m’ 歩道7m'

ガードレール (B:-4E)更新 l2m 
ストンガード (1.ssm)

更新 6m 

ガードレール更新

(B-4E) 



288 第4漱逍路災';ti

国道 191号 ⑰139K l30~139K200 阿武郡田万川町江津



黎

3000 I 3000 

緊急災害延石 L=70• 

了口「；
ガードレール移設 L=70• 

盛土 v=390m’ 

プロック張 A=280m• 

コンクリート擁斑 L=70m 

根固めプロック N=105ケ

災害延長 L=70m 
和

⑪阿武郡田万川町江津 万ず‘‘
況打

k2Oo 

第3節 土木構造物災宵状況 289 

昭和58年 7月23日 7時累計雨量295mm

道路流出 L =70m 

応急復旧 7月24日 10時

積

単位 m

災害節所



290 第4漱逍路災；If

国道191号 ⑮l40K725-140K773 阿武郡田万川町江峰(I)

第3節土木構造物災雹状況 291 

昭和58年 7月23日 5時累計雨最172mm

切土法面崩落 L =48m 

応急復旧 7月24日 10時

標準断面図

140K750附近 現場打法枠

1500 3250'-325 

1,  i 
I' ＇夕'＇， 恒翌ヨ＿ンクリート

9’ 

,,oop 

庫位 m

災宙箇所

圧゚ 4
 

ヽ
~i

 

4l 
4
 

崩落土処理
V=SOm' 

法枠 A-680m' 

切土 v=310m• 

基疫コンクリート
I =69.4m 

張コンクリート
A=77m' 

災宙延長 L=48m 

占翠、し、中 醗阿武郡田万川町江崎1l) ，. 令



● ●● 

交通解放状況図 〗倍器ここら巧を•• 翌 餞
中
芦翌
これ’

ギ

器

翠 已

璧喜
畑t

芸

>



翌
4

写
i
f
g
=
t
-
K
i
}
1

2
9
3
 



7月24日1邸寺現在
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7月25日18時現在
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8月8日12時現在
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第 5章

県別災害

297 



1. 島根県市町村別被災状況一覧表

298 

＼ 市町村名 伍

人的被害 住家被守
非被住害家

公共土木施設

死 者 it1訪者行方不明 全 壊半 壊流 失一部捐壊床上没水床下没水 河 川 海 岸 砂 防 道路橋梁漁港港滸

人人人 棟棟 棟棟棟棟 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所

松 江 市 21 16 

鹿 島 町 1 2 1 

島 根 町 I 3 

束 il＼裳町 1 

八 雰 村 2 I 

玉 湯 町 2 2 

宍 道 町 1 l 

安 来 市 1 

広 瀬 町 8 ， 
伯 太 9r ， ， 
大 東 町 11 33 

加 茂 町 6 1 7 

＊ 次 町 12 30 

ニ刀吊町 ， 41 

吉 Ill 村 28 13 

掛 A 、:9 町 I 49 1 44 

頓 原 町 3 11 I 56 23 

赤 米 町 18 93 ， 340 145 6 

仁 多 9l 38 32 

横 Ill 町 85 34 

ili 裳 市 I 10 14 

平 III 市 22 13 1 

複 /II 町 1 5 

佐 Ill 町 1 1 1 25 16 

多 伎 町 13 1 18 

湖 陵 町 2 2 

大 社 町 2 1 

大 Ill 市 4 38 122 

温泉津町 2 2 32 1 55 

仁 摩 町 6 7 

翌
1

菩

蕊

茫

痘

翌
5
f
l

茫
}
一
翠
芸



＼ 市町村名 19!. 

人的被虚 住家被屯
非被住家布

公共土木施設

死 者 ni届者行方不明 全 壊半 壊 流 失一部損壊床 I：没水床F没水 河川海岸砂防道路橋梁漁港i巷誘

人人人 棟棟棟棟棟棟 棟 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ1所

I l | 本 9 ]． 3 1 6 3 125 128 80 335 2 385 ， 
邑 1,I 町 14 38 32 78 120 

大 和 村 5 6 2 15 104 43 259 12 289 1 

羽須芙村 1 7 13 2 1 50 132 85 256 170 5 

瑞 穂 町 2 1 3 13 ， 47 288 154 338 41 325 13 

石 兄 町 8 28 3 53 67 252 175 912 36 458 10 

桜 江 町 1 ， 3 8 30 322 210 771 287 17 340 6 

浜 Ill iI i 22 17 62 57 145 1,291 2,664 912 446 40 967 17 6 6 

江 津 市 ］ 4 13 21 2 79 461 553 415 415 4 529 7 

金 城 9 1. 6 15 23 55 43 260 346 609 138 698 13 

旭 町 2 10 25 45 209 72 359 119 393 14 

弥 栄 村 2 ， 31 21 27 4 52 157 84 60 540 13 

…＊ ~ 閑 町 33 33 490 298 51 65 623 345 688 234 147 1.093 37 3 5 

益 IU 市 31 67 I 247 1.418 59 51 3,724 1.423 1.330 864 62 1.557 21 11 

美 那 町 8 4 47 36 8 47 84 158 127 110 41 624 7 

匹 兄 町 2 4 2 17 25 81 ， 141 2 

津 fil 野町 25 5 1 

H 原 町 22 5 ， 
柿 木 村 1 

西 郷 町 14 2 5 

布 施 村 1 1 

Ji 箇 村 13 75 32 11 1 

都 万 村 4 4 

海 士 町 2 

西ノ島町 1 4 

知 夫 村 10 3 1 

計 103 159 4 939 1.977 125 563 6,953 7.040 5.432 6,586 737 9,370 184 21 11 

翌
1

写

星
2
9
9
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2.一般災害状況写真

0美都町



第1節i ,I,:）根県 301



302 第5J;i: 県）｝,1災'，,,

0益田市



第1節 Iふ根県 303 



304 cl¥ 5，＇：；: II ! }｝ llりu::

0三隅町



第1節恥根県 305

：賃＇`誓二 A:？I.'•喜＼心＼ 〗恥NI邑叩ぷ羹4・ロ心
I 

市忍いこ'I
9'心：三洵



306 第5窄県別災唐

●浜田市



第1節島根県 307



308 第5窄 ！ID/I!災'，!;

R 



第1節仙根県 309

0江津市



310 第5翫県別災 害

●桜江町



第1節秘根県 311

0川本町



312 第5窄限別 災 布



第1節島根県 313

0大和村



314 第5j,;'， 1＼し）｝ll災布

●羽須美村



0邑智町

第1節励根県 315

疇

噂
麟
t1-

日`『



1. 広島県市町村別被災状況一覧表 通 器

二
人的被 ・,9; tl：家被 1;，

J被I;11：'家,1;’ 
公共 I: ＊ 施 設

9E 名・[¥fti行行｝jイ;l'，1全 壊` IS )災流 失・fl;iil壊 WI'．泌9KIiiド泌水 河川海『砂 l:Ji道 路 橋 梁 漁 港 港 ifi

人｝、人 柑i ！東 柑i i屎 Hi t東 棟 ケ1祈 ケ所~ ケ1祈 ケ所~ ケ所~ ケ1祈 ケ1祈

[O 
翌

菩苓
捻゚

広 i b ,1; イ；ll}l 27 5 

尾 逍 , l i ＂ 2 6 

次 『li 69 ＂ 216 146 62 4 

沢 塁
夢

喜活i
111 原 『li 11 13 ＂ 141 139 31 

加 , i 1 "'f 2 18 24 ＂ 10 29 2 

筒 買 村 I “ 3 3 1 1 

J ; i iII I’̀l ll [ 5 ＂ 34 13 5 2 

芸 北 lil j. 1 ， 87 99 405 116 3 

}、 朝 '"f 3 5 60 "' 291 27 76 4 

T・ ft Ill 町 2 6 ＂ 121 22 32 

翌 1’・ Iil J・ 7 ” 47 21 

,＇i Ill 9 I “ 5 3 

又 l・・ !1!• 町 ， 
＂ 74 20 12 

,,,; 窮 町 1 1 70 ＂ 152 61 6 

, I’ | I I H I・ 3 ” 27 ， 
,,,, 瓶 町 ＂ 2 

御 湖 町 ＂ 4 7 

l I’ l l l 町 ＂ 5 11 

Ill: 羅 9 J・ 不明 34 16 

Ill: 羅＇西町 99 ， 1 

il I I 木 99 J・ 2 ” 22 23 2 

神 イi 町 10 怜 66 29 

':¥, 松 村 ” 10 11 2 

'"' ii, 町 " 16 I 

I・. I‘ 9 j. 
＂ 7 16 

総 領 9 J. 2 29 " 92 23 21 

'I' 奴 9l J・ 
＂ 46 41 5 

it Ill 村 I ， 
＂ 45 24 63 

/ii 野 村 1 3 33 " 205 40 112 I 

fi S 木 H 1 3 3 31 22 ＂ 170 133 163 I 



＼ 市町村名 . 1ir. 

人的被古 住家被・，If
非被fi9 家'lf 

公共 t 木 施 設

死 者 ft傷者行方不明 ，，， 壊半 壊流 失・一部損壊 Ik」：没水床ド没水 河川海 i;9砂防道路橋梁礁港港洲

人人 ／ ‘ 棟棟 棟棟棟棟 棟 ヶ所 ケ1祈 ケ所 ケ所 ケ1所 ケ所 ケ所

吉 含 町 8 ’’ 68 18 3 

そ良坂町 17 ＂ 59 43 

さ 莉 町 ＂ 28 4 3 

西 城 町 ＂ 56 19 5 

東 城 町 8 ＂ 107 101 I 

II 相 町 l 31 ＂ 151 56 23 

,t; 野 町 12 99 57 22 6 1 

比 和 町 1 3 ＂ 45 20 

,ii・ 2 8 3 14 73 538 " 2,857 1, 2 74 641 19 

翌
2

写
i

｝
氏
苓
茫

3
1
7
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2.一般災害状況写真

●芸北町



第2節 Iぷ島県 319 

●戸河内町



320 第5),!，, J¥！別災‘、'" 第2節広/,,県 321

●大朝町

言ダレー可＼）口‘べ
ー：：三＇繕；；へ 6'---． 

_,心
三で

¥ -9. t 
ヽ 』 バ合、

-Ill'.―‘→-9 
'～→ 9' 

永 ‘朝亀二亨討

:：` 亨嘉‘a＼バo！R士'〉¥a J賣[“1とol戸

げ゚，鸞



1. 山口県市町村別被災状況一覧表

322 

二
人的披 ・.I: 住家被布

非被住',家tc 
公共土木施設 (lI!J?l9.,1i町村J?l9)

死 者 !¥I紡者行方イ;’'，i令 壊半 壊流 失一部llt壊床 lこ没水床ド没水 河川海岸砂防道路橋梁 i魚 港 港 滸

人人人 棟棟棟棟棟棟 棟 ケj祈 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ所 ケ／祈

萩 99i 4 6 

長 1"1 Il i 17 4 6 

翌 北 町 16 7 

- 隅 町 8 10 4 

II ;9t 町 5 7 1 

iII I 谷 町 2 3 ， 
JII 1•• 村 I 5 

阿 武 9 1. l 3 1 87 57 

Iii /j 川町 I 5 12 10 20 132 280 30 134 2 130 

須 佐 町 4 I 12 2 ， 150 500 16 242 11 198 6 

旭 村 13 4 

輻 栄 ! •t 23 12 

,i l 3 6 24 ]2 32 282 783 47 553 34 439 6 

(ft）がけii，iれは追路に含む。

蔀
3

g
⇒
=
l
I
J
津

翌
5

捻

茫
g-l
翠
誤



第3節山口県 323

2.一般災害状況写真

R 

恒遺

’" 



324 第5窄 ！If別災布 第3節 ill「l)＼! 325 



326 第 5窄県別災 害

高
山
岬
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第 6章

災害対策

329 



330 第6罪災害対策

第 1節本部・支部の体制

1. 本局の体制

本局 の防 災体 制一覧表

体 制

体 制

年月 H 時間

S.58. 7.21 
5•oo 
8i :30 二級準備体制

s:30 
ー級準備体制” j 

7. 22 ,, 
11:00 
11緬,00 

二級準備体制,, 
14 

7. 23 35↓ ::000 0 二級準備体制

，， 56↓ :0000 0 ー級準備体制

6•oo ,, 
9i C30 替戒体制

9・30 

＂ 18i :30 緊怠体制

18:30 
智戒体制,, 

7. 24 ,, 

7. 25 ＂ 

7. 26 ” 
7. 27 " 

7. 28 ” 
7. 29 ,, 

7. 30 99 

7. 31 " 

8. I ＂ 
8. 2 ” 
8. 3 " 

8. 4 ＂ 
8. 5 ,, 

8. 6 ,, 

8. 7 ” 
8. 8 12:00 99 

体 制に対する構成人且

総括班 庶務班 河ぴ川河川部班及 道ぴ路道路部班及

2 2 

胄 2 

11 2 

8 2 

2 

゜， 3 

12 10 27 14 

II 6 35 33 

(5) 141 (5) (14) 
11 4 19 28 

Ill 4 
(3) (5) 

l 17 37 
(1) 

゜
20 

(6) 
I 41 

111 

゜
22 

(IO) 

I 40 

(41 

゜
11 

112) 
4 39 

(21 

゜
11 

(5) 
2 41 

(I) 

゜
10 

(!) 

1 36 

(11 

゜
7 111 

I 32 

(I) 

゜
I 

(!) 

1 28 

111 

゜
I 111 

I 38 

111 

゜
1 111 

I 34 

111 

゜
1 

(1) 

I 17 

(!) 

゜
I 

{I) 

I 24 

(!) 

゜
I 111 

1 24 

(II 

゜
I 

(!) 

1 ， 
(!) 

゜ ゜
111 

I 6 

1 

゜ ゜
(1) 

19 

（注）構成人iiの（ ）は内瞥で徹夜作業をした人；；iを示す。

摘 要

災害対策本部設骰



第1節本部・支部の体制 331

2. 事務所の体制

事務所の防災体制一覧表

事務所名
7月 ... 8月
20日 21日 228 23日 24日 25H 26日 278 8日

5:00 n:OO 3:00 6 00 111: ＇ 
I 12:00 

本 局 I Ii聟•9 :： ; ・; ；●：：名i.」|
8.30 14:00 5:009:30 

3己l仁ゴ
向 6:00 

島取工事事務 所 I I 

21ピOO1i:00
99:3 4:00 :00 

倉吉工事事務所 I | t.',;.t恕蕊・.: I 
9:OO 

＇へ^5:叩OO 93930 9 30 22: 0 18'00 

松江国道工事事務所 ·.-；-.- .9-.-；'.；杖裟 •9 I 

5:00 7:OO 17:OO 6:00 9:00 17:00 

出雲工事事務所 I l••, .; ; ;| 1.祐
＇ 

6:00 12 :oo ! 8:30 16 00 :oo 1 30 18:30 0:00 12:00 
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第2節予警報

1. 気象予警報
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2. 水防警報

江の川（下流）

水系名 河川名

江の川 江の川

観測所名

都買

替報 発表時刻

準備 7月2111

10時00分

待機 7月21H 

17時00分

解除 7月21EI 

19時00分

準備 7月2311

5時00分

出動 7月23[1

6時30分

内 容

l)建設省の観測によれば、江の川上流域の

雨批は211310時現在、大朝125mm・庄原146

mm・ 三次105mmに逹しました。

2)都質の水位21EI10時現在4.69mに逹しま

した。

3)引続き増水しています。

4) 1時間に60cmくらいの割合で上昇してい

ます。

5)水防機関は、今後の状況によりいつでも

出動できるように準備して下さい。

1)建設省の観測によれば、都質の水位は21

El 17時現在5.40mです。

2)水位は下降していますが、水防機関は、

状況の変化に応じてすぐ活動できるように

待機して下さい。

l) flit'iの水位は21El 18時に9手成水位より低

くなりました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3) r,|；質の水防腎報を解除します。ただし、

今後も気象条況の変化に十分注稔して下さ

し‘°

l)建設省の観測によれば、都質の水位2311

5時現在4.49mに逹しました。

2) 1時間に70cmくらいの,'ill合で上昇してい

ます。

3)水防機関は、出動の準備を行ない、水防

に関する梢報辿絡を確保して下さい。

l)建設省の観測によれば、 f|；t1の水位は23

II 611寺301J-り雄5.52mに逹しました

2) flit'iでは晋戒水位を超えました。

3) 1時間に100cmくらいの府ll合で上外してい

ます。

4)大きな晶水になるおそれがあります。

5)水防機関は出動し、堤防その他を兄廻り、

厳爾に腎戒してートさい。
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水系名 河川名 観測所名 晋報 発表時刻 内 容

江の川 江の川 都買 待機 7月24日 ］）建設省の観測によれば、都質の水位は24

0時00分 日0時現在5.60mです。

2)水位は下降していますが、水防機関は、

巡視員を現地に残し1寺機して差しつかえな

いと思われます。

解除 7月24日 1)者II買の水位は24日1時現在5.41mに下が

1時00分 りました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3) r.11質の水防替報を解除します。ただし、

今後も気象状況の変化に十分注慈して下さ

しヽ。

川本 準備 7月21H l)建設省の観測によれば、川本の水位21H

11時00分 11時現在5.77mに逹しました。

2)引続き荊水しています。

3) 1時間に100cmくらいの割合で上昇してい

ます。

4)水防機関は、今後の状況によりいつでも

il'，動できるように準備して下さい。

出動 7月21日 1)建設省の観測によれば、川本の水位は21

13時00分 H13時現在7.25mに逹しました。

2)川本では、晋戒水位を超えました。

3)引続き上昇しています。

4) 1時間に100cmくらいの割合で上昇してい

ます。

5)大きなil'，水になるおそれがあります。

6)水防機関は／1'，動し、堤防その他を見廻り、

厳煎1こ晋戒して下さい。

待機 7月21El l)建設省の観i111)によれば、川本の水位は21

19時00分 El 19時現在6.40mです。

2)水位は下降していますが、水防機関は、

状況の変化に応じてすぐ活動できるように

待機して下さい。

解除 7月221 1 1) JI[オSの水位は22El 8時現在6.05mにドが

8時30分 りました。

2) まもなく特戒水位より低くなるものと思、

われます。

3)洪水による危険は一），も去ったものと認め
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水系名 河川名 観測所名 晋報 発表時刻 内 容

江の川 江の川 川本 解除 7月22日 られます。

8時30分 4)川本の水防替報を解除します。ただし、

今後も気象状況の変化に十分注慈して下さ

し‘°

準備 7月23日 1)建設省の観測によれば、川本の水位23日

5時00分 5時現在5.78mに逹しました。

2) 1時間に60cmくらいの割合で上昇してい

ます。

3) 水防機関は、出動の準備を行ない、水防

に関する情報辿絡を確保して下さい。

出動 7月23H l)建設省の観測によれば、川本の水位は23

6時30分 H 6時30分現在6.96mに達しました。

2)川本では替戒水位を超えました。

3) 1時間に100cmくらいの割合で上昇してい

ます。

4)大きな出水になるおそれがあります。

5)水防機関は出動し、堤防その他を見廻り、

厳重に晋戒して下さい。

待機 7月24日． 1)建設省の観測によれば、川本の水位は24

1時00分 H 1時現在6.83mです。

2) 水位は下降していますが、水防機関は、

巡視員を現地に残し待機して差しつかえな

いと息われます。

解除 7月24El 1)川本の水位は24[13時現在6.16mに下が

3時00分 りました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3)川本の水防晋報を解除します。ただし、

今後も気象状況の変化に十分注慈して下さ

しヽ。

谷1主郷 準備 7月211] 1)建設省の観測によれば、谷住郷の水位21

13時00分 El 1311寺，JUES.ZOmに逹しました。

2) 引続き増水しています。

3) 水防機関は、今後の状況によりいつでも

出動できるように準備して下さい。

出動 7月21「J 1)建設省の観測によれば、谷住郷の水位は

14時30分 21「114時30分現在9.15mに逹しました。
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水系名 河川名 観測所名 普報 発表時刻 内 容

江の川 江の川 谷1主郷 出動 7月21El 2)谷住郷で替戒水位を超えました。

14時30分 3) 引読き上昇しています。

4) 1時間に50cmくらいの割合で上昇してい

ます。

5)大きな,'I'，水になるおそれがあります。

6)水防機関は出動し、堤防その他を見廻り、

厳重に晋戒して下さい。

待機 7月21日 1)建設省の観測によれば、谷住郷の水位は

19時00分 21日19時現在8.97mです。

2)水位は下降しています切ゞ、水防機関は、

巡悦員を現地に残し待機して差しつかえな

いと恩われます。

解除 7月22[1 l)谷住郷の水位は22EI 8時30分現在8.28m

8時30分 に下がりました。

2) まもなく晋戒水位より低くなるものと思、

われます。

3)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

4)谷住郷の水防特報を解除します。ただし

今後も気象状況の変化に十分注慈して下さ

し‘°

準備 7月231] 1)建設省の観測によれば、谷住郷の水位23

3時00分 El 3時現在7.67mに逹しました。

2) 1時間に200mくらいの割合で上昇してい

ます。

3)急激に上昇しています。

4)水防機関は、出動の準備を行ない、水llJi

に関する梢報連絡を確保して下さい。

出動 7月23H 1)建設省の観測によれば、谷住郷の水位は

3時30分 23日3時30分現在8.58mに逹しました。

2)谷住郷では晋戒水位を超えました。

3) 引続き上昇しています。

4)大きな出水になるおそれがあります。

5)水防機関は出動し、堤防その他を見廻り、

厳重に晋戒して下さい。

待機 7月24H 1)建設省の観測によれば、谷住郷の水位は

5時30分 2413 5時現在8.50mです。

2)水位は下降していますが、水防機関は、
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水系名 河川名 観測所名 晋報 発表時刻 内 容

江の川 江の川 谷住郷 待機 7月24日 巡視員を現地に残し待機して差しつかえな

5時30分 いと思われます。

解除 7月24日 1)谷住郷の水位は24日6時現在8.0lmに下

6時00分 がりました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3)谷住郷の水防替報を解除します。ただし、

今後も気象状況の変化に十分注意して下さい。

川平 待機 7月21日 l)建設省の観測によれば、川平の水位は21

13時00分 日13時現在7.65mです。

2)上昇中です。

3)上流部では非常に大きな出水になりました。

4)水防機関は、状況の変化に応じて、すぐ

活動できるように、待機して下さい。

準備 7月21日 1)建設省の観測によれば、川平の水位21日

15時00分 15時現在8.66mに逹しました。

2)引続き増水しています。

3) 1時間に50cmくらいの割合で上昇しています。

4)水防機関は、今後の状況によりいつでも

出動できるように準備して下さい。

待機 7月21日 1)建設省の観測によれば、川平の水位は21

19時00分 日19時現在8.72mです。

2)水位は下降していますが、水防機関は、

状況の変化に応じてすぐ活動できるように

待機して下さい。

解除 7月22H 1)川平の水位は22日8時30分現在8.14mに

8時30分 下がりました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3)川平の水防替報を解除します。ただし、今

後も気象状況の変化に十分注意して下さい。

待機 7月23日 1)建設省の親測によれば、川平の水位は23

3時00分 日3時現在7.12mです。

2)上昇中です。

3)水防機関は、状況の変化に応じて、すぐ

活動できるように、待機して下さい。
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水系名 河川名 観測所名 替報 発表時刻 内 容

江の川 江の川 川平 準備 7月23El l)建設省の観測によれば、川平の水位23日

4時00分 4時現在8.59mに達しました。

2)引続き増水しています。

3) 1時間に150cmくらいの内IJ合で上昇してい

ます。

4)水防機関は、出動の準備を行ない、水防

に関する梢報述絡を確保して下さい。

出動 7月23日 1)建設省の観測によれば、川平の水位は23

5時00分 H 5時現在9.52mに逹しました。

2)川平では替戒水位を超えました。

3)引続き上昇しています。

4) 1時間に100cmくらいの割合で上昇してい

ます。

5)大きな出水になるおそれがあります。

6)水防機関は出動し、堤防その他を見廻り、

厳煎に晋戒して下さい。

待機 7月24日 l)建設省の観測によれば、川平の水位は24

4時00分 H 4時現在9.06mです。

2)水位は下l命していますが、水防機関は、

巡視員を現地に残し待機して差しつかえな

いと，思われます。

解除 7月24日 ］）川平の水位は24135時現在8.63mに下が

5時00分 りました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3)川平の水防晋報を解除します。ただし、今

後も気象状況の変化に十分注意して下さい。

江の川の出水に 7月21日 1)建設省の観測によれば、江の川上流域の

関する梢報 23時30分 降雨は、 21日231痔現在、大朝224mm・三次1

43mm ・庄原203mm・大津218mm・川本187mmと

なっており、特にここ 2~ 3時間に20mm-

50mmの時間雨批がありました。

2)河川の水位は23時現在、都買4.56m・川

本5.99m・谷住郷8.12m・川平8.08mでこ

う舒状態となっておりますが、今後水位は再

ぴ上昇する事も考えられますので、このま

ま待機を続けて下さい。
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江の川（上流）

水系名 河川名 観測所名 替報 時刻 内 容

江の川 江の川 尾関山 待機 7月23EI 建設省の観測によれば、三次の雨1Itは23日

7時00分 7時現在146mmに逹しました。尾l閲山の水位は

23日7時現在7.24mです。上昇中です。水防

機関は急に水が出ても、すぐ活動できるよう

待機して下さい。

準備 7月2311 建設省の観測によれば、三次の雨1itは23日

7時30分 7時現在146mmに逹しました。江の川上流域の

雨jitは23El 7時現在、大朝190mm、庄原117mm

硲葬140mmに逹しました。なお強い雨が降り続

いています。尾関山の水位は23日7時30分現

在8.73mに逹しました。怠激に上昇していま

す。水防機関は今後の状況によりいつでも出

動できるよう準備して下さい。

出動 7月23EI

8時00分 建設省の観測によれば、三次の雨批は23EJ

8時現在159mmに逹しました。江の川上流域の

雨賊は23El 8時現在、大朝204mm、庄原124mm

高葬145mmに逹しました。尾l対山の水位は、 23

H 8時現在9.15mに逹しました。引き続き上

昇しています。替戒水位を相当に上回るII'，水

になるおそれがあります。水防機関は出動し

堤防その他を見廻り、厳重に腎戒して下さい。

指示 7月23EI 尾恨l山の水位は、 23H8時現在9.15mです。

8時00分 硲い水位が長く読くおそれがあります。向三

原地先の堤防に法崩れが発生しました。水防

機関は出動体制を強化して下さい。

指示 7月23H 尾関山の水位は23日10時30分現在10.!0m

10時44分 です。 itiい水位が長く続くおそれがあります。

高宮町梶矢地先の堤防に越水の恐れが発生し

ました。水防機関は出動人員を削して水防工

法を行なって下さい。

指示 7月23EI 尾恨1111の水位は、 23Ell4時現在9.33mです。

14時00分 尾関山の水位は23Ell0時30分最硲水位10.!0m

に逹しました。水位は今後次第に下がるもの

と予想されますが、水防機関はひきつづき替

戒して下さい。今後も気象状況の変化に十分



第2節予秤報 341

水系名 河川名 観測所名 特報 時刻 内 容

江の川 江の川 尾関山 指示 7月23EI 注意し、特戒を続けて下さい。

14時00分

解除 7月231J 尾関山の水位は、 23EI16時に替戒水位より

17時00分 低くなりました。洪水による危険は一応去っ

たものと認められます。江の川の水防腎報を

解除します。ただし、被専のあった所は応怠

作業を続けて下さい。

高津川

水系名 河川名 観測所名 替報 時刻 内 容

泣ji:It) l | 硲tl!）I | 高角 待機 7月23[1 1)建設省の観測によれば、 riifりの水位は23

6時00分 l] 6時現在2.52mです。

2) 上昇•中です。

3)水防機関は、状況の変化に応じて、すぐ活

動できるように、待機して下さい。

準備 7月23EI l)建設省の観測によれば、高角の水位23H

7時00分 7時現在3.05mに逹しました。

2)引続き堺水しています。

3)水防機関は、：l'，動の準備を行ない、水防に

関するt，'i報辿絡を確保して下さい。

fli illJJ 7月2311 1)建設省の観測によれば、 ii:i角の水位は23

7時45分 11 7時30分現在3.38mに逹しました。

2)引続き上昇しています。

3)大きな出水になるおそれがあリます。

4)水ll}j機1見lは：l',動し、堤防その他を兄廻り、

厳前に特戒して下さい。

待機 7月2311 1)建設省の観測によれば、 9ti1りの水位は23

16時00分 |]16時現在2.56mです。

2)水位は下降していますが、水防機関は、

巡視員を現地に残し待機して差しつかえな

いと、思われます。

解除 7月2311 I),:':j/りの水位は231120時現在1.98mに下が

20時30分 りました。

2)洪水による危険は一応去ったものと認め

られます。

3) 9ti津川の水防腎報を解除します。ただし、

今後も気象状況の変化に十分注怠して下さい。
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斐伊川

水系名 河川名 観測所名 替報 時刻 内 容

斐伊川 斐伊川 木次 準備 7月23日 斐伊川の木次観測所によれば、木次の水位

6時00分 23 El 6時現在3.12mに達しました。引き続き

培水しています。 1時Ill!に24cmくらいの割合

で上昇しています。木次観測所では替戒水位

を超えるおそれがあります。水防機関は、出

動の準備を行ない水防に関する梢報辿絡を確

保して下さい。

解除 7月23EI 木次の水位は231]20時現在2.59mに下がり

20時15分 ました。洪水による危険は一応去ったものと

認められます。ただし今後も気象状況の変化

に十分注怠して下さい。

大沖 il'， ffiJJ 7月23El 大津の水位は23日10時30分現在2.05mに達

10時45分 しました。大律では、指定水位を越えており

ます。長期降雨により堤防祁水のおそれがあ

るので水防機関は出動し、堤防その他を見廻

り、厳重に替戒して下さい。

解除 7月23I●I 大津水位は23El20時現在1.54mに下がりま

20時15分 した。水防作業を必要とする状況は解消した

ものと認められます。ただし今後も気象状況

の変化に十分注稔して下さい。

松江 準備 7月23H 北伊川の松江観測所によれば松江の水位は

8時15分 23EI 8 ii寺JJU£1.09mに逹しました。引き続き

増水しています。松江観測所では特戒水位を

越えるおそれがあります。水防機1州は、 /1',動
の準備を行ない、水II）jに関する1fi報辿絡を確

保して下さい。

：I', 動 7月2311 松江の水位は23Fl 16時現在、 1.20mに逹し

16時10分 ました。松江では特成水位を越えました。引

き続き上昇しています。水防機1見lは1l’lillJIし、

堤防その他を見廻り、 1iが「［．に特戒してFさい。

解除 7月2411 松江の水位は24EI9時に腎戒水位より低く

9時00分 なりました。 23El 16時10分発表の水防特報を

解除します。ただし今後も気象状況の変化に

十分注怠してドさい。
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太田川

水系名 河川名 観測所名 替報 時刻 内 容

太田川 太田川 土居 準備 7月23日 太田川上流域の雨批は、 23日6時現在松原

6時30分 121mm、樽床ダム136mm、立岩ダム40mmに達し

ました。今後まだ50mm-70mm降るおそれがあ

ります。土居の水位は23日6時現在1.92mに

逹し、急激に上昇しています。土居では、替

戒水位を越えるおそれがあります。水防機関

は、出動の準備を行ない、水防に関する梢報

連絡を確保して下さい。

解除 7月23日 土居の水位は、 23日14時30分現在1.66mに

15時00分 下りました。洪水による危険は一応去ったも

のと認められるため、土居の水防菩報を解除

します。ただし、今後も気象状況の変化に十

分注意して下さい。

加計 準備 7月23B 太田川上流域の雨批は、 23H6時現在松原

6時30分 121mm、溝IJ87mm、加計59mm、筒買49mmに逹し

ました。今後まだ50mm~70mm降るおそれがあ

リます。加叶の水位は23日6時現在2.56mに

逹し、急激に上昇しています。このため、加

社では、腎戒水位を越えるおそれがあります。

水防機関は出動の準備を行ない、水防に関す

る梢報連絡を確保して下さい。

出動 7月23日 太田川上流域の雨枇は、 23B7時現在松原

7時20分 139mm、溝IJ119mm、加計67mmに逹しました。

今後まだ50-70mm降るおそれがあります。加

計では、特戒水位を越え、引き続き上昇して

いるため、大きな出水になるおそれがありま

す。水防機関は出動し危険箇所の早期水防を

して下さい。

解除 7月23H 加計の水位は、 23日15時30分現在2.64mに

16時00分 下りました。洪水による危険は一応去ったも

のと認められるため、加計の水防替報は解除

します。ただし、被害のあった所は応急作業

を続け、今後も気象状況の変化に十分注慈し

て下さい。

飯室 準備 7月23H 太田川上流域の雨枇は23日7時現在松原13

7時35分 9mm、溝nll9mrn、七!IIJ66mm、加計67mmに達し
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水系名 河川名 観測所名 腎報 時刻 内 容

太l:11/ 1 1 太田JII 飯室 準備 ました。今後まだ50mm~70mm降るおそれがあ

ります。飯室の水位は23日7時30分現在3.66

mに逹し急激に上昇しているため、飯室では

腎成水位を越えるおそれがあります。水防機

関は出動の準備を行ない、水防に関する梢報

述絡を確保して下さい。

出動 7月23EI 太田川上流域の雨批は、 23EI8時現在松原

8時15分 160mm、i/1i日133mm、/Jn,1・73mmに逹しました。

今後まだ50mm~70mm降るおそれがあります。

飯室では、特戒水位を越え、引き続き上昇し

ているため、大きな出水になるおそれがあり

ます。水防機関は出動し、危険箇所の早期水

防をして下さい。

解除 7月23EI 飯室の水位は23El 16時30分現在4.13mに下

17時00分 りました。まもなく腎戒水位より低くなるも

のと息われます。洪水による危険は、一応去

ったものと，認められるため、飯室の水防特報

を解除します。ただし、今後も気象状況の変

化に卜分注紘して下さい。

,1, 野 準備 7月231―_l 太Ill川上流域の雨屎は、 23El 9時現在樽IK

9時35分 ダム237mm、 :E泊ダム174mm、松原179mm 、 lJII,tI•

88mmに逹しました。今後まだ50mm-70mm降る

おそれがあります。中野の水位は23Fl 9時30

分現在4.69mに逹し、引き続き増水していま

す。中野では、特戒水位に近づきました。水

防機関は、：M）Jの準備を行ない水防に関する

1fi報辿絡を確保してドさい。

解除 7).] 2 3 1/ 1 9|9野の水位は、 23El 14時30分視;{E4.45mに

15時00分 ドりました。洪水による危険は、一応去った

ものと認められるため、中野の水防秤報を解

除します。ただし、今後も気象状況の変化に

ト分注稔してドさい。

矢11第一 準備 7月2311 太Ill川＿l．．流域の1Ii_：代は231l9時30分現在樽

9時35分 IAiダム237mm、l濯Iダム174mm、松I瓜179mm、加

,i|•88mmに逹しました。今後まだ50mm~70mm降

るおそれがあります。矢l1第一の水位は2311

9 時30分現在4.54m に辻し、急激に 1•外して
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水系名 河川名 観測所名 特報 時刻 内 容

太田川 太田）1 | 矢I]第一 準備 いるため、矢/]第一では替戒水位を越えるお

それがあります。水防機関は、出動の準備を

行ない、水防に1具lする1i'，，報連絡を確保して下

さい。

解除 7月23[1 矢l]第一の水位は、 23□15時30分現在4.17

16時00分 mに下りました。洪水による危険は、一応去

ったものと認められるため、矢11第一の水防

秤報を解除します。ただし、今後も気象状況

の変化に十分注怠してドさい。
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第 3節災害発生と通報

1. パト ロ ー ル 状況

事務所別バトロール及ぴ出動延人員一院表

事務所名 パトロール回数 出動延人li 摘 要

浜田工事事務所 97 146 

三次工事事務所 5 15 

山「I工事事務所 37 78 

浜田工事事務所

路線名 Il.「I
パトロール実施Ii!I数

益II'， 111張19il道9祈 i9兵91'"' '9"比道＂昧9祈9 
:ll・ 備 与

， 7.23 1 I 

191 " 

小 ,i i• 1 I 

， 7. 24 2 2 4 逍路不通箇所を除く、

191 ＂ 2 2 ＂ 
小 , i | ・ 4 2 6 ,, 

， 7.25 2 2 4 道路ぷ；直箇所を除く (R-]9]は全線）

191 “ 2 2 ＂ （ ＂ ） 

,Jヽ ,ii・ 4 2 6 “ （ ＂ ） 

， 7.26 2 2 4 " （ ＂ I 

191 ＂ 2 2 ＂ （ ,, ） 

4ヽ ,i t 4 2 6 ＂ I ” ） 

， 7.27 2 2 4 ” I ＂ ） 

191 " 2 2 " （ " ） 

小 , t l • 4 2 6 " I ＂ I 

， 7. 28 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

小 , i | ・ 4 2 6 

， 7.29 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

小 ,II・ 4 2 6 

， 7.30 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

,Jヽ ,i I• 4 2 6 

， 7.31 2 2 4 

191 " 2 2 

小 ,II・ 4 2 6 
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パトロール実施m1数
路線名 月． H

益"', Ill 0此Ill 道／祈 浜111IIl ［ぷ9l及道和II•岱所
it 1・ 備 芳

， 8. 1 2 2 4 

191 ,, 2 2 

,Jヽ i I• 4 2 6 

， 8. 2 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

小 ,ll・ 4 2 6 

， 8. 3 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

小 ,t I• 4 2 6 

， 8. 4 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

小 9l | ・ 4 2 6 

， 8. 5 2 2 4 

191 " 2 2 

4ヽ ,lI• 4 2 6 

， 8. 6 2 2 4 

191 " 2 2 

小 ,II・ 4 2 6 

， 8. 7 2 2 4 

191 ＂ 2 2 

4ヽ ,ii" 4 2 6 

， 8. 8 2 2 4 
公

191 ＂ 2 2 

4ヽ ,II・ 4 2 6 

,i | ・ 64 33 97 

三次工事事務所

パトロ ル実施lil]数
路線名 II.II ,ii・ 備 与'

＝次国道ll'，張所

54 7.23 5 5 

,II・ 5 5 
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山「l工事事務所

パトロール実 施 I[1] 数
路線名 II.II 

1Ill9IFll9張lill維持所 防Ill9(.f国張道維岱所 l:iIIlll|E張l道維持所 ’9i1••i9IIl,i叫追維伯9,rc ILLド／ 関[ el張ii9 [I ： 岱所 松ILL国道張 111:f所.9 
,t l• 備 g•

2 7.23 2 2 2 2 2 10 

， 
“ 2 2 4 

188 " 2 2 4 

190 ＂ 2 2 4 

191 ,, 2 6 8 

4ヽ，II 4 4 6 4 6 6 30 

2 7.24 

， 
" 

188 ＂ 
190 ＂ 
191 ” 7 7 

4ヽ，II 7 7 

,!I・ 4 4. 6 4 6 13 37 
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2．災害発見通報状況

浜田工事事務所

月 H | 11寺 1iil I路線名 内 容

時 分

7. 23 I 2:40 I 9号 浜田市浅井冠水（水深 Im程度）のため、浜田替察署に出動要,l1'I

3:10 浜田市殿町冠水(50cm程度）逍1Tイ‘"r
" I " I " 浜田市浅）,,町冠水(50cm程度）通行不可

" I " ,， 浜IlIIIi)ヤ庭町冠水(70cm程度）通行不可

" I " I " 江津市敬川冠水(70cm程度）通行不可

" 
,, 
,, 

99 

3:25 浜lllIIi下1/af（452K500付近）盛土法而IIi1落 L=50m 

江津市敬川佐名目 法面崩落

三隅町三隅冠水 通行不9rr3:30 

4 : 15 

4 :30 

4:45 

5:00 

三隅町吉iili道路陥没 L=50m約 1万m' 1¥l2台転落

浜田市1沸f冠水(70cm程度）通行不能

益fllili須子町冠水通行不能

益lllilifMI:(500k050）りJ:I：法iliil/1I裕通行不可

" (502K300l 

5:02 I 191 ャ；~ 益llliII泣詐l9町地lA9冠水

5:50 I 9号 浜lllili折居荒磯谷路面陥没（片側）

6:00 ,， 益田市中吉[11交差点冠水 (60~70cm)

6:15 益IIl川氾濫

5:30 I 9号 江津市敬川佐名目 交通解放

6:42 I " 三隅町1ビ1砂 (473K860~473K900)法面崩壊 ii!i行不可

6:50 6:24益lllil:I防署第 1次避難命令発令（益田市内全域）

6:28,，第2次 ！，（ ） 

7 :25 

7:40 

益田新大橋桁下30cmまで水位上昇、下流は溢水している

益田出張所[hJ70~80cm没水

191号 1 人形トンネル11in側法而崩落

益田市沿itlt町白上川氾濫

7:47 I 9号 周布川が決壊しそうなので祈淵布川橋手前で通行止

8:27 ,， 浜田市国府 (449K670)路而陥没 片側通行可

9:20 ,， 浜田市下1/f 切土法面崩蕗

10:25 ,， 浜Il1市原井 切土法面崩落 L=!Om SL=!Om H= 3 m 

10:35 ,， 益田市i:ltlll(491K900) L=!OOm V=!OOm• ／ヤ交可

,, I ,, I ,, (492K050~492Kl50J 3ヵ所 V =40m' 切土法面

,, I ,, 遠III)11起点側アバット陥没

11:42 ,， 沖III川橋アパット裏 路面流失

11 :45 ,， 浜田市西村 (469K870~469K940)切土法而崩落 L =50m 通行不可

99 ,， 浜田市折居 (469K990)路而陥没 L=!Om H=7m 

,, I ,, 三隅町吉iili(47!K970~472K030)路而陥没 H=30m 

,, I ,, 三隅町白砂 (473K860~473K900)切土法而崩落

L =30m V =5000m' 通行不可

12:15 I ,, I t町li川交j凪解放
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月 El I時 1111 I路線名 内 容

時分

7.23 1 13:20 9•サ 浜田市長沢 (453k850)切土法而:,ii落片交可

7.23 I 13:33 I 191号 田万川トンネル東日法面崩落

" I 14:03 I 9号 益田市安窃 (502K!89-502K222)法面崩落

14:03 I " 

" I " 

15:12 I " 

L =33m V =!50m' ガードレール33m

益111市安’{，； (502K14!-502K!57)法而崩落 L =]6m V =50m' 

益lll1li安)l;(502K080-502K112)切士法而i;11落

L =32m V =300m' ガードレール L=32m

,, I " I益田市奥III(50!K538~501K590)切土法面崩1；；

L=52m V=500m' ガードレール L=52m 

,, I ,, I 益Hlili奥Ill(50!K424~501K460)切土法而崩落

L =36m V =!OOm• ガードレール L=36m

15:27 ,， 益ITli叫tB!(491K!OO)りJ土法面崩落 V =30m' 片交可

,, ,， 益田市池田 (490K950)モルタル1次付部崩落 V =80m• 前後300m1iil上砂堆積

＂ ” 木部トンネル東I1（右）切土法而崩落 V =30m• 

,, ,， 益田市木部 (489KIOO)切土法面崩落 L =30m V =!00m' 

,, I ,, 益田市木部 (488K400~488K500)切土法面崩落 家届倒壊 V =50m' 

15:27 ,， 益田市鎌手 切土法而崩落 V=l50m• 全．Ik

16:18 ,， 益田市角 ')f• (500K118-500K256)切土法而崩落

L=l38m V=l.OOOm' ガードレール L=!38m

11:40 ,， 浜田市下府）HI!,)交互通行II!）始

18:00 沖III川橋工9)窟f手

18:15 ,！ 益田市角井 片側交互通行開始

18:20 I 191号 益田市沿；t19町 (156K640)路面流失 L=45m 通行不可

18:45 ,， 益田市飯浦町 (146K400-146K440)切土法而崩落

L=40m SL=l5m V=500m• 片交可

益田市飯iili町 (146K500)切土法而崩落 L =50m V =500m• 片交可

益田市飯iili町 (146K590)切土法面崩落 V=10m’ )ヤ交可

" I 9 号• 三隅町滝兄 (479K800)路面流失 L =!50m 

,, ,， 岡兄橋を含め L =!50mllll逍路流失

,, I ,, 郡界橋をはさんで浜田側 L=JO皿益田側 L=20m 道路流失

18:50 ，， 三隅町滝兄 (479K230)切土法面崩落

L=40m SL=Sm V=500m• 通行不可

';30 I 9号 1 三隅町滝兄 (479K400)切土法面崩落 L =60m V =800m' iiii行不可

20:30 I ,, 江汎9市浅利 ）HII,1交互通行1111始

" I 22:30 

" I " 

" I " 

,, I,, 

,, I,, 

7.24 I 4:30 

,, 
三隅町宮ケ迫 (481Kl70)盛土崩壊 L =50m V =3,000m' iili行不可

三隅町宮ケ迫 (482K780~482K860)盛土崩壊

L=80m' SL=50m V=l.300m' iili行不可

三隅町宮ケ迫 (482K860~482K960)切土法面崩落 V=l,500m' 逍行不可 iili

三隅町宮ケ迫 (482K960~483K060)切土法面lli1落 V =2,000m• iili行不可

三隅町宮ケ迫 (482K700)切土法面崩落 L = 100 m V = l,OOOm• iili行不可

三隅町宮ケ迫 (483K615)切土法面崩落

L=80m SL=8m V=500m' iili行不可
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月 日 時間 路線名 内 容

時 分

7.24 4:30 9号 三隅町宮ケ迫 (483K745)切土法而IIII落 L =lOOm V =200m' iili行不可

" 
,, ,, 三隅町宮ケ迫 (483K840)盛土部陥没 L =50m iili行不可

＂ 
99 " 三隅町宮ケ迫 (484K065)切土法面崩落 L -30m V-50m' iili行不可

" 99 

＂ 三隅町宮ケ迫 (484Kl05)切土法而崩落 L =60m V =200m' 通行不可

,, 7:50 " 三隅町吉浦開通（片側交互iili行） 一般車輛は西村パーキングで通行止

,, 10:00 191号 片側交互iili行開始

,, 10:10 9号 沖田川橋 土砂埋立完了 9:45iili行可

,, 11:00 ,, 三隅町吉iill(472K)片交

,, 99 

＂ 浜田市から三隅トンネル1開 通行可

,, 18:oo " 益田市以西191号では通行可

" 23:00 " 郡界橋工事完了

7,25 18:00 ,, 三隅町宮ケ迫 (483K800)堆積土砂除去完了

7.26 9:40 ” 岡兄橋抒手

7.27 12:15 " 浜田市折居 緊急車のみ通行可、一般車は通行止

7.29 17:30 " 浜田市下村交通解放
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三次 工 事 事 務 所

月 H 時 lii/ 路線名 内 容

時分

7. 23 4:00 54号 布野村大字横谷 (91K800~92KOOO)土石、流木流出 全面通行止 (V=lOOm')

99 ” ＂ 
布野村大字横谷 (91K470左）土五流木流／1¥ 全面通行止 (V=!Om•)

99 5:40 ” 三次市三原町小松原 (76K620右）法而崩落 全面iili行止 (V=5m9) 

99 6 : 15 ＂ 三次市三原町小松原 (76K620{i)J1・fl!,1交互通行可能

,, 7:20 ” 三次市山家 (73K660左）路側擁壁15m流出 土砂流出 (V-100m') I'r側交Ii:交通

7月28B 9:00)ヤ交解除

＂ 7:40 99 布野村大字横谷 (91K470)片側交互通行可能

,, 8:30 99 布野村大字横谷 (9!K800~92KOOO)Iヤ側交互通行可能

” 11:20 ,, 布野村大字横谷 (89K200左）法面崩落 ）ヤ側交lijili 行 (V-20m•)

” 12:00 99 布野村大字横谷 (9!K470)全面交通解放

＂ 12:40 ＂ 布野村大字横谷 (89K200)全面交通館放

,, 13:15 " IE!i/1 (71KOOO)三次市内水排除のため全而交通1l:(16:40解除）

99 14:20 99 布野村大字横谷 (91K800~92KOOO)全面交通間放

” 14:30 ＂ 三次iIi三原町小松原 (76K620)全面交iili/lfl放
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11111 i:,忙li務1iJi・

II II l l,i ・ | ii l 路線名 内 容

時 分

7. 23 5:00 191サ 111 /jllllilfil,．崎 ll40K720-140K870)り） l：法1flii1il浴2ヶ所

IL =130m V =700m'I j虹iil|： 24[l 10(1寺1ヤ{l!iIjillii

＂ 7:00 “ 111 Jj川町iJi!t(139Kl30~139K200)河川堺水のため盛．l:部流：I'，

{L-70m V-1.000m•) i直1訂I・. 24111011寺 1 '， •li!lli瓜 if

＂ 7:20 ＂ 須佐町人・刈 (132Kl50)り） 1：法1tti/1ii浴 (L=!Om V=300m') ；釘i•Jl:

2311 lOII年45,'J- I',•IJ!lli直 1j·

" ＂ ＂ ;（iiKIII[ I汁1,;,038K0801盛 I：法l（1i崩壊 (L=5 m V=20m') I'，.il!Ili直行

＂ 7:30 " 阿；¥町惣郷 (l!SK050) ~J I：法l（1iii1i浴 (L=5 m V=!Om') I「II!Ili直1i・

＂ 
99 " 須fI,:．町）＜刈 032K050) トンネル坑II部hii浴 (V-50m') i虹行 I1•9

24111011,l', I「i!!Il i虹Ii

" 10:00 ＂ Ill Ji川町 I'll!Ji ll43K270-143K400)歩逍部流失 IL-140m)1;・11!!I通行

" 10:15 ＂ 利ii1，:lll[；iii1，’.（135k710）り） ［：iよ1f1ii1iil客 (L=20m V =40D m')遥行11:

23111311、i,20クJ-1「II![Ii虹1i・

＂ 5時～8II寺 ＂ 碩佐町利if/,'.035K600~135K800)路1ni冦1/< H -70~80,m 一時通 11:

" 99 " Ill Jj川町i|―.lit (139K800~140KOOO) 路l(li 冠'~ I-1 -70~80cm -—-llお!li1I:

" ＂ ＂ IIIJj川町ii:』，:i040K900~141Kl00)路l（1i冠水 1-1 -70~80cm -II,1..j釦l:

＂ ＂ ＂ Ill Ji川町ii．．崎（141K880-142K400)路1（1i冠水 H = 70~80cm ..^11寺辿 11・.
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第4節災害復旧体制

1. 被災地視察

調森I卦被災地視察状況（，島根県）

視察月 ll 調 ・ヽ
LA_ 

|、TI 体

7)1 2411 
政府，JI昇氾lとして、 ll/{f1158年7)]、版l:1，i非常災','i対策本部加藤；’;｝］本部長

（卜Ill<)以ド、国 l：庁防災担‘り審議1.flIl中暁氏他1関係省IけII・ヽli1]召；；

7月26II

1=1111民i9党昭和58年7月索l:Ii非常災，1;:対策本部派造視察I寸［としてこ階哨：

進！：和lilと（［、I［長）以l‘＇、作 I［糾紐LJ作 IH<、n'1|iil/jtifiI91民党災',lf対策特別委

員長（也．

7月28l l 内i1砂じ：リ｝姓，没大臣、杉Ill|l;l逍第 1,，限長外 4名

7月291 1 

~ 7月30l|
衆議院災','；対策特別委員会 l•Jgi/，姐l)J 委員）if飼lじli、委員 8 名

8月2l l 
~8月31:I 

参議院災',1;：対策特別委員会赤桐操委員長他委員 7名

政府調査団視察状況
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自由民主党災害対策本部

視察状況

信高局長から災害状況説明を

受ける内海建設大臣

内海建設大臣視察状況
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2. 応援体制

a.人員の応援

（浜ll[l:：li.’li務所へ）災‘,!;：箇所，翡l牡及ぴ復11.|l?li ，没，il•,IF作成の応援

こ＼二1
7 II 8 JI 

2311 2,1 11 2511 2611 27 I I 28 ! I 29 11 30 11 :H ! I 1 I! 2 I! 3 II 4 II 5 II 6 II 

本 省 IA) l 1 1 

総 務 部 2 2 2 

本
企 I’ifl 部 5 5 5 4 7 II 8 8 3 I I I 

;9 9r Ill 部 3 4 4 4 4 3 

,‘u ‘9. 路 部 2 2 6 7 7 7 8 7 6 6 2 I I 1 

1, i 
Iii 地 部 I I I I 

4ヽ ,ll・ 2 2 16 18 18 15 20 22 15 15 5 2 2 2 

松il.Iflii l..’li’lけ卵i• 3 3 3 3 6 3 3 3 3 

/I'，'ぷ I:1 9.’19務所・ 2 2 2 2 

J< l l I I I I I..’l t .. ’l i f伶Il，i 1 1 I l 

広島1l|Jii~ l: 1i’l9務Iiii 4 4 ., ,, 4 4 3 3 

Ill 11 r.']~'! ！ i 務！所• 21 8 10 lO 8 8 13 7 7 10 5 4 ,1 2 

9 1, l l:1 iK I,1り’IH;1r rri 1 2 1 l 

, i l 1人） 24 16 35 37 33 33 4 1 37 29 3.1 12 8 8 •I 

(i兵lIll: •Ii’li務｝所へ）辿転手の応援

1こ II
7 11 S II 

2311 2,1 11 25 I I 261 l 27 ! I 28 !! 291 l 30 11 :H ! I 111 211 3!1 411 5!! 6!! 

本 1, i l 1 2 2 2 4 4 I I 

t公； i.lllJiil:•ll'li/が 1IJi· 3 

l l l l l I.. •’It.’l i i月1祈 ， 10 6 
,, 5 4 3 I 1 1 

9|9 |1:I技術 ’If務所 1 

4ヽ , i | 10 14 8 7 7 8 7 2 2 1 

安芸，,槻述愉 2 4 2 4 2 2 2 

蕊屯なし ,m l 1 2 2 2 

心 路 典 述 l 1 I 1 

, i | 13 20 13 14 12 10 ， 2 2 I 

（太11|｝| | I’.’li，巾 災，じ箇1i/i調代）文ぴ復Ill1:•Jf,む|＇， IF作成の応援

二＼二'’ 7 II 8 II 

23 !! 24 ! I 25 ! I 26 I! 2711 2811 29 !! 3011 31 11 I!! 21! 311 ・111 511 6!! 

本 1,,i (i 99f l I I {i| ;） 3 3 3 3 3 2 2 2 2 

温JI・ダム i-.・1,-1,務所 I 1 1 I I 

9 | 9 | 191」支 1，1;r l 會~ f月1'，i 2 2 2 2 I 

,9 1 1i 3 3 3 3 3 ）` •. 9 5 3 2 

i 1 
1人，・11)

3 

154 

:io 

8 

4 

30 

117 

;9 
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'I 
1人"・Ill Iii; り上

18 

3 

4,1 

1 

66 

18 述災古），/策転9/9 

8 

4 

96 

i | 
1人＇・Ill

23 

3 

， 
:l7 



浜田工事事務所応援一魏表

7 /) 8 II 
所・ 屈 役 職 名 氏 名 備 り

2311 2411 2511 2611 2711 2811 2911 3011 3111 Ill 2 II 3 II 4 II 5 II 6 II 7 II 8 II 9 II 1011 

総務部 J¥’Ii,9果 hli 佐 ,1, 崎 久

会，t|・，渫姓，没 '.’ii"/官 横 lII 英｝；

企 I’l;1 部 技術怜 9/9 官 縄 Ill 政 浩

}支祁i管： FI!,9限h|i11,: 伊 藤 1―― 

技術管.,!-,9果検介係Jと l< iii, I導史

技附管理謀施工調脊係長 ll| 91，屯治

企画課幹線道路調究係長 森近輝男

i支Wiit; 9l!,9果，；漿 Jと 川 村 木 次

技術符坪謀労務査材1系長 中本呆 11，
9、

企画 諜技官 ill Ill,it 

姓，没'，'I 1"1 官 ‘i.， t1t志光明

企 1，lil,・,果技官 が 1H 蒋治

企 1ili1,"，果技官 橋 村 克 己

企 1，1,1 諜技官 庄，91 俊介

河／II 部 河川工・')i課ダム係・長 岡 崎 宅 二

河川工 ,1,謀技 官 安立 耕 ・

;111 J11,n・,",',；限す支 ff 石 Ill 進

屯気通信諜技官 成 1ll LIt 男

道路部
坦.、..

路 部 長 桐 I ll 荏

道路管理課補佐 錦織 浩 之

翌

4Eli

翠
芸
茫

（全＿

i-3
5
7
 



7 月 8 月

所 ，，t, 役職名 氏 名 備 考

2311 24H 25 11 26「I27日281] 2911 30日3 1 [l 1 H 2 [I 3 H 4 H 5日 6 H 7 H 8 13 9 II 10日

道 路 部 道路 工 事 諜 課 ．J乏 岩崎学／‘

道路こI?li諜諜J雑Ii佐 芝 •JI・義記

道路Ĵ.'1i諜構造係長 金 坂 俊 孝

逍路，i|前二諜調杏．係長 鈴木秀序：

道路―I―.,,,諜技',,,. 内海 ＾ ＊幸 '・ ,、

機械諜技官 人・石静）；

逍路，凋 H ・,y iili 木 匡
I、

路政諜補佐 今 野 倫 教

Ill 地 部 IllJ也q;．． ,9限iiiJ川係k 狩野 欣 彦

松・1,江[>務[；{j,:所"!: 建設監 1’f ff 後藤奉',;冬

品lft，没，n,;限，凋ft係J; 山本 1:It 枠

l・．務，9限技官 ,Jヽ 野 牒

［．．務，9製 l．．務係 J; 嘉本安｝ミ

管理，；限技 ff 坂根 ili,、9i

99 松本安，il

II'，.」;1.．1 -；，l i i令／i／i・ 91叶I'，：I''，；長1'Iti女祁if系Jと 佐々木義・

I・．務，渫技 ',•f 1 : ; l.． i ii,，1 
＇` 

Iぷ・1,'（,'|9:務I迫 1:9-’1l,i’ 腎 FI！第．，渫，渫 J, 炉木 11； 彦

交通対策諜交通対策係Jと 1; JI: ｛，： lI{｛ 

l：務諜 l．．務弟．．．係J< 岡 Iii,［延

管理第二，，果技官 II 野利l弘

3
5
8
 

翌
6

捻

翠

妄

}
5
I

冠



7 Il 8 II 
所 属 役 職 名 氏 名 備 考

2311 2411 2511 2611 2711 2811 2911 3011 3111 111 2 II 3 II 4 II 5 II 6 II 7 11 8 II 9 II 1011 

l | l l l l: 1i’li務1,[r 乱,1 1 i,i~ Jと （技） 1 9 1, 1 9 fll }ミ ←―→ 
,. 

I.．務，9限 '!,'•1"1 職 1 1 | 9 1, i,~;~ i i 9、

＇` 

辻，＇た•.'/ 1"1 ・,y ＇］、野 (i合'）)

建，没監腎',.,. Il] 屯 利

” 沖 水 兄 次

” 森藤義 1年

粒'1,qj註：I＇, ';JiI所 小 111 I根 ii-. 

湖 ft ;女 ,i|. ，9限 猪森，1：

.，じな＼ i虹i,；，9限，；限 Jと 竹 JI、1弘 ti ←→ 

.，じなし逍i{,i・,9l: 1系Jと ,ii・ 木 ;,:;;I:雄
’̀ 

.，じ~\ j直{,'； ,9限 l:fr, 橋 本 滝 雄

建設監 1f ff 竹森 i立リ）

＂ 中 1,,11 I菱之

崩蹄管理第二謀交通対策保長
/‘ 

叫 Iii t11 1i ←→ 
逍路管1|！第ご課技ff 斉 藤 実

” k 1!1 fill ・←→

＂ 児 le Ji 徹

" 森 Il伶広志

防府[ii追維持椴械係J, 折 放 1世、

i：務諜技官 阪 ＊ 浩 ＿ ~ー一一

島地Illダム支所管理係J; 山 崎 利 作

翌
4

蛍

翠
妄
茫
＝
~-f令
圭
＿

l

3
5
9
 



7 月 8 月
所 屈 役職名 氏 名 備考

23H 24R 25H 26H 27日28H 29B 30B 31日 1 H 2 n 3 H 4 H 5 H 6 1•I 7 H 8 H 9 11 IOH 

ll1日工事事務所 道路管理第二課課長 池 田 登 4→ 
道路管理第二謀維持第一保長 枡 田 一 幸 ←—令

道路管理第二課技官 松 本 洋 之 +-+ 

道路管理第二諜技官 国 沢 秀 樹 ←→ 
" 錦 織 翌 ぐ→
99 池 [II 武雄 ←→ 

道路管理第二謀修繕係長 新 II~I 実 ←―→ 
工務諜道路工務二係長 足立 悦 郎 ←→ 
工務諜技官 業 原 司 ←→ 

＂ 藤 lll 利 J、←→ 
調禿設計謀設計第二係長 村＿le. 芳 11/1←→ 
調 杏設計課技官 方 11」義彦 4→ 

,, 角 Ill 文敏 ←→ 
,111咽姐維持：i，張所技附i係長 近 藤 政 義 ←→ 
山l]国逍維持：I'，張所技官 叫 谷 昌 次 ←→ 

」太:,1,I•llJi 務川所 Ill地諜 事務 官 西 Iii iE 

中国1支1fi}li秒j/所 機 械課格備係長 頼 I"i]if• Ilf{ 

機械諜機械設計係J< 池 HI リi

（述転手）

本 局 福 島 正 義

森 I！］ ~収雄 ←→ 

3
6
0
 

翌
6

菩

翠



7 JI 8 月
,;Ji 屈 役職名 氏 名 備 g•

2311 2411 2511 2611 2711 2811 2911 3011 3111 111 2 II 3 II 4 [l 5 II 6 II 7 II 8 II 9 II 1011 

寺 Ill 成美 ¢→ 4→ 
南城定｝； ＇少

古 Iii ―•·.郎 ←→ 
岡 貞 武

(I /I[ 1E 春

松1:'i江',1,II'，務|ふ1 1，i’ 述 1／柊俊治 ←→ 
矢 Ill IEI ←→ 
山崎政年 ←→ 

山ll l?lかI>務所 浜脇光）＜ 4→ 
,1, 根 , ;; 4→ 
k'’り 1削i.. ←→ 
河 村 之 将

木，！;,....行 4→ ←→ ←→ 
イi l l l —男

:,,r H!）｝雄 ←→ 9‘ 

藤！1： II11,)) ←→ 
9’f 次 旭 4→ 
古次沿~笈 4→ 
. /;．席）:

藤 原 巧

れ Ill oil # ←→ 

平
5
4
i
翌

踪

‘
-
I
f
i
5

こ
3
6
1
 



7 II 8 ） ］ 
I ili・ 屈 役戦名 氏 名 備 ぢ

23 r r 2411 2511 2611 2711 2811 2911 3011 3111 111 2 II 3 II 4 II 5 II 6 II 7 JI 8 II 9 II 1011 

I I I l l l.．1 i‘l i務Ii/t 古 111 武 雄

松 閲i 冒hAL9 

→` 
l l, I I~ l i k 術 機械，謁 iif系 i:ff i ! I,(9 :J 郎 ←→ 
安芸 ,T,:¥,支述愉 JI― I. 栂 災t~,li述転

松木釘'! LII＇ ” 
洒 JI・ 勉 ＂ 

1 1 | ・ 郎 " 

4ヽ 111 之
9. 

" 

,',•111 義忍 ” 
'・姿11屯父'A9l11l J 硲 哩f ; {，・，占I |』|

| •.『f 911；弘 迅迎行

心路興．辿 化戸義治

3
6
2
 

〗
苓
唸
翠
．
-
i
"
}

，一楚



太田川工事事務所応援一覧表

7 月 8 II 

Iりi・ 屈 役職名 氏 名 備 芳
2311 2411 2511 2611 2711 2811 2911 3011 31 1 l 111 2 II 3 II 4 II 5 1 1 6 II 7 II 8 [ l 9 II 1011 

; 99f Ill 部 河IIIl:1ば砂防諏係J, 武 Ill 信保
,. 

fi,j Ill,;I・ 1'111,;果j支1t 太 Ill 友裕
． ,. 

;nJ I l | 1t; 9|9,9限す支 ff 表 l 1 :. 登

,,,f/1[ 1: •J(,，限技 'ff 岡 公 維・

｀ 金 山 義 延” 
温 JiI' ダム I・．務，，限技 l'f 植 IlI 甜．治
, •.’l’I9 務所

9 | 9 1 r1技術'Ii務所・ lー．務，，限，l/,1ft係 Ji 1 •. I I l i脱

展1点人劣匂謀村村試験第―．條I, 1"1 1::1 光）；

翌
4

if,¥

翠`

-
f
f
g
 

f

安一
i
-
l

3
6
3
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b.機械の応援

’li 務 1,"・ 名 機械名 香 り・ 期 llll 

9| 9 | tl i支I91;r•li f Ii/i 災‘,'"対策，Ji 51-4086-1 7 112:lll ~ 7 112911 

” " 51-4086-2 7 112311~7112911 

介，＇il―― ’l i, l i務 Iili・ 側 溝泊 船 9|（ 48-1449 811 1 II~ 8112:lll 

l公；［ l l•I ji r.‘’l i’lii・月Iili・ 散 水 ,1, 48-1187 SJI l 11~8Jl2511 

＂ ＂ 52-1202 8)1 l 11~8112311 

" 耕・水 1,i'清柚，1,・ 54-1296 8 II 1II~8!13111 

l '，,1,1,111m1:,1,•1qが 1iIt
＂ 57-1303 811 1 II -8113111 

” 側溝~ ili i・,9},1,・ 51-1231 811 1 II -81131 II 

U<／9:)1 liljU I..’Ii 1り努1祈 散 水 9 | i 55-1171 81] l 11~8112211 

＂ 排水悴 Ni婦 ,1, 49-1241 8111 II~ 8113111 

" {! ！I） i翡；h・ 1i l } 9 | i 48-1449 8 II 1 11 ~ 8113111 

111 II 1: •Jt,Jt/-t,11/r 排水狩清船，1i 49-1241 8lll11~8Jl2211 

＂ 側 i,v，;，lii・, 9:・ ，I i 47-1381 8/1 l 11-8112211 

―/'’;’,＇’’た『
乃だ，

浜田応援出発状況（本局）

落

／
 

/
 

ノ

／
 

／
 

／
 り〉

災害対策車通信状況（益田市西平原町）
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3. 緊急復旧体制

7 1]2311'「•1iii 3||、i・，40分、浜11|1..＇)かli務所竹内で最初の道路災‘,1；の通報が人った。夜が明けるに

つれて被災恨；りが次々に人 I)、浜1111..'）か)f務所では、ただちに班紺成を行い復Ill作業を行い、復

Ill作業に-i'i'手すると共に被災状況の把御を、急いだが、道路の冦水、 M iiir．りによリ困難をト展めた。

24111611,¥,、 澗'，~益1111::iを最後にやっと令体の被災状況が判11/Jした。

札i| | l (i ：閑包1まiU!t以東、 il.鼻;| t ~ i)t | 1 l、浜Ill~ ．．．隅、 :-l;1J'，～益Ill、益Ill以I)り、 191が、かに分けて進め、

次のように段階を追って •9|1線を確似し交辿llll 始した。

2311 

2411 

2511 

2711 

17時40分

18時15分

1011.'j, 

llll、9f

181111― 

9 11,lf 

21時：

i)t 1 1 | ～ i l..i It|hl)',•IJ!IJj直 1j | }廿h{i

9砂命't| I I L1礼i)＇，．l!!1Ii直1j• 1}｝l，，合

191り・{,命Ill↓.)、Illi)＇，.i!!1I i虹ii l}}-l紺i

浜Illdi~ 

浜Jlldi~

:．|;lJ!，|llII:}） （緊盆、'li)通jii}｝）始

:_1;/J!J IIl [ I :：) 1'，. i!!1j i虹1j• I }｝） kfi 

益111,li[I、)～ :．隅lll]競（緊急小．）辿ij•1}｝l 始

:.|叫|ll［内の令線を （緊、9ぷ'1'-）j印 i|｝｝-I始

また、 8月81112時には、最後まで緊急 9|iのみ辿 ij• 19［にしてしヽ た、 :.l:iI'，IIl [ I I I I¢i力‘ら益Ill,Ii1:111 

間の7.3キロメートルについても 舟支，ドの通行が1111始された。

国道9号復旧状況

益
田
百
i
ー
~ ： l.3k"'| 3.8km 1 :l.IIkm :1．0km l.3km 

i ]’|' 
I I 

l l 「] ［ 

I I ! 

木
祁
一
。
―

k
洪＿

o＿

固＂は橋一〇＿

池
兄
＿

o＿

Ill臥＿

o-

三
隅
酉

浜
田
豆

ギ,1111

胄
一
0
-
I
~7.7km 7.6km l i l km 

I ・ 1 1 ・ IIし1

7 1 1 23 1 9 
12 h 

711':lll 
18h 

7 1 1 24 1 1 
18h 

7 1 1 25 l l 
1 8 h 

7112611 
17h 

7112711 
21h 

8 11 8 11 
2h 

イヽJ直lべl9il
延J,(k"''
76.:l 

t
・ヽ

i

、
り

II.I 

ゥu、

91 
）
 

1) 

I) 

ぶ叫i9小低lA IFI 
＾／／／ク名累知191•9.I叫 i ぃ靡1 べ l!II

I況：9:•む玲魯I 般，191，I，1叫i’’’riitl 4 l!11 
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復旧作業に投入された機械

緊急'|り出Iまで ．般 ’|ih1 /ikまで

合1i|→ W, 抒

23 24 25 26 27,Jヽ1ii 28 29 30 31 I 2 3 4 5 6 7 8 ,Jヽ，il 

J、 i i ・1 08 祁l,168 5~1512 2. 4 9 1 1面 1061~1 89 160 189 231 29」24 5 202 51113 2.007 ,1,,198 

トラ、9クシ：lベル0.3m',l 4 
シ：j ペル（台） 25 27 27 :13 32 1,11 13 2 7 l 12 12 15 ].) 16 4 1 6 103 247 2.0.21.3.1 パ！クホウ

0.3m', 0.5, 0.7, 1.0 

プルドーザー（台） 3 6 ,, 6 ,一9 2、1 I 0 I I 0 1 I I I I 0 2 10 3↓ 
プルドーザー］5t.35t
グレーダー

トラッククレーン4t,15,20 
ク レ ー ン （ 台 ） ・1 3 I 7 7 、1 25 5 、1 2 6 6 3 6 7 9 2 0 2 52 77 35、85

,ltユニ｝ク

ダンプ2t,4、II、 トラォク`

トラゾク（台） 76153 115 126 136 606 -16 12 61 17 ,., 37 42 63 36 25 l l ・l 378 98、1 トレーラー、 ミキサー9lk
ポン7,li
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第5節殉職者の表彰

殉職行 木村納穂

略歴

昭和25'1'3JI 1111 I I'，し、tik沿il.. lt；ぐが学校や，菜

昭和25外311 姓，没省校ll"IIEli/J.姓，，た1i務所に採Ill、Jし州地）i建，女1,'i企l’111部、

Jと崎ll」追 I’,’li’Ii務所、 9 | 9 |KI地）i建，没1,i企ltl,i室、 松il'. I',’li’li 

務所を経て
昭和41年4II 11;,（:; | l」逍 I..’li1i務所叫：）維持修紐41,'JJ,1i)j・,,;,P|！係Jと

昭f|144年 4II IMJ1l1Jiil逍 I'，’li’li務所建，没It：tl'ff:”

ll{{/1148年41 l t:il l l |.,’li‘li務所姓，没監i'ff:’

昭t1149年4II 浜II l |.，1 i’l i務Iilt1 1 1 1< i |'，JJ,1ifrJゞ

II｛仔1151年411 lll I I |'． 1i’li務所ltl間 l1逍／l',張1祈J{

昭t1153年41 1 l l l l I |'． 1 i’l i務I脈i・:｛第1l,l 逍刹I•1ふ'，l'ili1'1i・J;

昭利157年411 浜11 1 |.,’l i・‘l i務Iili /，命II I l l:l逍t|'，iliIiir J乏

昭利158'1'・ 7 112811 9時 益11||l:Ijili|'，,;1;,祈構11、1におしヽ てイ、地の1激による殉戦

勲／i．，瑞'ic:収を授り

昭和58年7月2011から降り始めた1,1,iは，島根県西部地）jに倅滞していた梅I:l'1|iii線の泊発な活動に

fl丸、、 2211から2311にかけて観測史 l：例のなしヽ恥中咲由に兄舞われた。特に益11| 1|il}、)におしヽ ては

23 I I A<"ilからi1年間11:i :,t.93mmと＼ヽう Iiii例のなしぃ袋由と総降1:l:il,l:633’’'＂'を，記録し各地で堤肋、道路の

決壊、 l：砂崩れ、家届の倒壊、多数の死傷行が出るお怜イiの人・災，『となった。

散 Il1逍 9'，}及び 191りをii'じli詣II料管判する益11111'1」直{|’9,；KIiJiでは益Ill川の決壊により 1i'舎 1階

及ぴIlil 構内にある，' 1',ilミ 1'ii•J<tii舎笠が1ぷ 1：設水する被古を受けたが、{||｝l<•1,1i戦 i i •ldl は 'fti 舎布を Ir/Ii

みることなく II夜をわかたず災，1；復Illに努）jした。なかでも木村，'1'，,1i11Ji・長は災‘,lf復Ill現場のitft

行として、 4：米の II|：盛なる且仔感により，' l '， ,l、•Iiii怜内の災‘,1fi:,:)所の1l'i 咽Ii収集連絡及ぴ対外接渉窟を

iiし、つつ般lI:I道 9\}のり'·!！Il復 Ill を II 指し連 II 辿夜、イ、Ill~ イ淋でi| '，'；l、 11Ji全体を統括し、緊急復 Ill

(1業の指揮監腎に携わり、寸断された 9 '，}•も災‘湘発生後、わすか 4 1 1 1:：Jとしヽう短期間にして緊急

,1'・'『1Hの通行を"［能にし、これにより孤＼り：集洛の解ii'i笠、災古救助が急辿に促辿され地域令体から

多）しな感，9（/iを受けた。

このように復Ill作業の1立中である 7112811 9 IIが、イ；地の •jf故によリ殉職されたものであるが職

戊I.とはしヽえ、その出r：感あふれる行動は他の多くの職員の校範となるもので、その功紹により

乳！！ ／i.'穿J::i,}'i;i;,i:カゞI!ii'仕さiした。
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「柑IJII」Nn449P 5 ~11を転載

昭和58年発生災害の概要

I. はじめに

佐々木賢一
建設省河川局防災課

昭和58年発生災害は10月31日現在までに報告されたものが、建設省所管公共土木施設災害で直

轄災約1,600件、約1,138億円、補助災約111,000件、約6,413億円、合計113,000件弱、 7,550

億円強に逹している。これを名目値で比較すると過去最大規模となった57年災に次ぐ金頷である

（表ー 1）。一方過去 7か年のデータにより災害発生の月別経過をみると表ー 2のように、おおむ

ね10月末までに年内発生金領の97％以上が発生していることがわかる。従って現時点では暫定的

ながら、 58年発生災害の規模は、

名目上史上第 2位、デフレーター

により修正した実質規模では、 47

年、 57年、 51年等に次いで第 4位

となる。

これらの災害を災害原因別にみ

ると次のようになる。まず本年発

生災の中で、第 1にあげられる被

表ー 1 被害報告額一覧表 （単位： T・Jり）

被 窟 報 告 額 修 正 領
年災

(S57年換邪）直轄 補助 計

51 68,796,600 529,325,229 598,121,829 861,295,434 

52 36,773,400 219,394,825 256,168,225 345,827,104 

53 41,768,240 216,869,236 258,637,476 320,710,470 

54 109,441,332 449,959,155 559,400,487 632,122,550 

55 41,856,100 324,705,955 366,562,055 377,558,917 

56 113,448,610 560,262,915 673,711,525 687,185, 756 

57 145,477,300 843,710,554 989,187,854 989,187,854 
CQ 1 1 3 77? 5nn RA1 ?RQ 1 ng 75< n?0 6nR 755 010 Rn6 
9L9  ^ -"’・ヽ.,...,.、.,.`..,.ツ.,...,...,―-V ・ウ―'"～ V 9ウ"" 

災原因は台風である。直轄補助合 il:） 19{｛fI158年災については， 10月311iJJ雄

わせで3,270億円、現在までの総 表ー 2 被害報告額月別累計比率表

額に対し約43％が台風による災害

となっている。次に大きなのは梅

雨前線豪雨で2,726億円、同じく

36%、両者を合わせて80％弱を占

めている。これは例年の平均値67

％に比べ大きいが（表ー 3）、これ

年災
1月2月3月

51 0.3 0. 7 2.2 

52 0,4 1.0 11.3 

53 6.5 8.8 12.( 

54 0.8 1.9 6.0 

55 1.6 ]. 7 3.( 

56 1.1 1.6 7.5 

ツ・ 1 -・ツ1-• -1. ベ7 n 5 0 51.8 

を年間発生災害規模別に整理して 注） n＇［轄及びh|il}jの合計

祟

4月5月6月7月

7.0 8.9 18. 7 25.5 

23.5 31.8 44.6 48.6 

22.4 26.5 78.5 86. I 

8.5 11.3 41.5 47.1 

19.! 23.4 28. l 50. 6 

15.0 17.o 26.2 43.2 

6.1 8.7 9.4 31. 7 

計(%)

8月9月10月11月12月

33. I 97.5 99.9 99.9 100.0 

82.2 97.2 97.4 99. 7 JOO.O 

90. I 98. 7 99.9 100.( 100.0 

53. 7 73.6 99.7 11111.1 100,0 

83.4 91疇］ 99.4 99.5 1 00. o 

91.0 93.5 99.5 99.8 100.0 

80.0 99.3 99.9 JOO.I 100.0 
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みると図ー Iのようになり、これをみるとおおむね例年並みと言え、又このことからも本年は

災害発生規模がかなり大きな年の様相を示していることが理解される。この他の災害原因として

は， 日本海中部地震による2,171件、 667億円強がある他、被害領は比較的小さいが、・世間の注目

を集めた東京都三宅島の11）'t火による被害が約32億円生じている。又、直接公共土木施設災害復旧

事業としては計上されないが、 5月初めに岩手県を中心として発生した山火事は｀山林の焼失に

より少批の雨でも土砂崩壊、土石流の発生等の危険性が増したため、緊急砂防事業を行う等の対

策の必要性を示した。このように本年はl自然災害のあらゆるメニューの中で、干ばつによる災害

がなかった他は、おおむねすべての災害が出揃った感があった。

表ー 3 台風・梅雨による決定額比率一覧表

01'-位：千I-リ）

年災 決定領
修正師 台風・梅雨に

RIR 
(57年換罪） よる決定頷

51 509,303, 7R 70 733,397,429 416,008,5R 66 81.7 

52 200, 584, 282 270,788, 78] 79,872,399 39.8 

53 211,408,560 262,146,614 119,735,381 56.6 

54 465,520,455 526,038, 114 380,114,202 81. 7 

55 312,737,236 322,119,353 ]17,876,974 37.7 

56 524,015,974 534,496,293 366,426,454 69.9 

57 802,278,364 802,278,364 699,782,277 87.2 

注）直轄及ぴ補助の合計

1%1 
100 

90 
54 パ57
゜80 

l : J 

56 

53 

゜50 

咳R 401 / 0 。
52 55 

30 

20 

10 

2
 

6
 

8
 

10 （千億円）

修正頷 (57年換努．決定頷）~ 

図ー I 台風梅雨による被害率

これらの災害の全国的分布をみると、島根

県、長野県に集中している。肋根県は18,373

件、 127,527百万円、長野県は16,359件、 10

1,498百万円が報告されている。この 2県で

全国の補助災害の内、件数で31.2%、金領で

35.3％を占める。第 3位は件数で広，秘県6,54

9件、 13,044百万円、金額では秋田県2,330

件、 54,328百万円となり、 2位と 3位の差は

大きい。これらの被害の大きな県の災害原因

をみると、秘根県では 7月23日を代表とする

梅雨前線梨雨によるものが98％とほぽすべて

の災害原因と考えてよい。一方、長野県では

台風10号によるものが84％と大部分を占める

が、この他にも台風 5、 6号や他の楽雨によ

るものが若干発生している。又広島県はやはり

梅雨前線崇雨による災害がほぽ85％を占め、

この他台風等によるものが若干生じている。

秋田県は日本海中部地媒による被害が金額の

上では83％強であるが、件数ではむしろ融雪災害が半数以上を占め、梢雪地帯の特徴を示してい

る。 （表ー 4)

次に全体の約15％を占める直轄災についてみると次のようになる。表ー 5に直轄災について地

建別・エ種別に示す。全体的には中部地建、関東地建、北陸地建に災害が集中し、これら 3地建



表ー 4 昭和58年発生主要異常気象別被害報告額

>名

冬期風浪・風浪 崇 雨 融 雪 地 すぺ り 地 裳 梅雨前線楽雨 台 風 哄 火 合 計

箇所金額 箇所 金額 箇所 金領 箇所 金額 箇所 金額 箇所 金頷 箇所 金頷 箇所 金頷 箇所 金菰

北海道 37 2,535,10-0 298 3,139,810 792 9,111,0-10 I 60,000 4 458,000 39 244,560 1,171 15,518,510 

青森 6 454,000 173 2,018,000 1,030 13,554,345 1,209 16,026,345 

岩手 125 522,500 J 59,000 40 233,950 72 253,100 238 1,068,550 

宮城 6 24,700 40 236,900 27 1,497,700 73 1,759,300 

秋田 15 560,000 7 25,50-0 1,184 7,133,800 2 240,000 978 45,278,216 144 1,090,400 2,330 54,327,916 

山形 8 180,000 550 3,861,600 I 5,000 432 2,495,700 991 6,542,300 

福島 374 1,659,200 623 4,937,115 I 70,000 206 1,253,220 587 3,120,320 1,791 ll,039,855 

茨城 2 199,100 1 4 25,376 9i 118,800 ]10 943,276 

栃木 30 145 100 3 23,000 857 5,539,400 890 5,707,500 

群馬 118 761,513 1,557 7,755, ll 7 1,675 8,516,630 

埼玉 244 2,071,923 244 2,071,923 

千葉 30 410,300 I 38,000 236 1,404,950 410 2,561,021 677 4,414,271 

東京 l 25,000 34 425,200 IOi 3,151,000 139 3,601,200 

神奈川 15 123,000 8 25,103 II 292,500 142 2,518,742 176 2,959没45

新潟 35 1,460,000 l73 596,500 849 6,667,60-0 24 1,183,000 492 3,331,600 182 1,779,300 I, 755 15,018,000 

，ぷ山 l 12,000 84 660,000 135 586,000 5 201,000 47 l ll,880,000 81 542,000 711 13,881,000 

石川 1 560,000 173 417,0.16 57 286,836 2 239,000 464 2,223,677 117 423,081 814 ,J,149,640 

福井 26 233,310 621 ,1,594,498 387 4,404,392 1,034 9,232,200 

山梨 3 325,000 21 ll2,590 I 45,000 1,542 13,976,831 1,567 14,,159,421 

長野 2,119 6,881,560 6 84,500 8 846,500 786 -1,407,497 13,440 89,277,569 16,359 101,497,626 

岐阜 201 1,099,033 I 98,000 1,240 6,081,410 4,125 21,897,341 5,567 29,181,784 

静岡 6 880,000 167 939,800 2 135,000 252 1,218,800 1,732 13,407,100 2,159 16,580,700 

愛知 45 136,550 129 511,762 653 3,466,653 821 4,114,965 

三煎 4 l l 3,782,500 117 361,010 973 5,435,234 1,501 9,578,774 

滋買 241 4,948,900 272 2,410,100 513 7,359,000 

京都 226 549,150 235 540,130 2,895 12,102,360 3,356 13,191,&10 

大阪 58 163,764 139 459,679 197 623,443 

兵 hlt 228 657,242 3,558 18,696,369 3,787 19,353,611 

奈良 164 880,455 555 2,771,529 657 2,439,230 1,376 6,091,214 

禾II歌,11 159 450,000 I 50,000 948 2,143,220 1,19 399,100 1,257 3,042,320 

島取 37 72,000 2 95,000 229 1,346,300 316 1,916,550 584 3,429,850 

幼根 4 190,000 174 287,400 1 60,000 ， 17,680 17,600 125,473,081 585 1,499,210 18,373 127,527,371 

昭和58年10)131H現在（単位：千円） 372 
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＼ 名

冬期風浪・風浪 ,.永t,: i，1.j 融 9:I'， ， 地 すぺ I) 地 鼻·9·•• . 梅雨 jjij線咲 9li 台 風 瑣 火 ムn 計

箇所金甜 箇所 金頷 箇所 金領 箇所 金頷 筒所 金頷 箇所 金額 箇所 金額 箇所 金領 箇所 金頷

岡 111 1,796 3,226,600 661 1,622,650 2,457 、1,&19,250

広島 57 68,198 5,618 11,717,809 874 1,257,613 6,549 13,043,620 
Ill 日 2，針〇 7,212,600 616 1,655,600 3,256 8,868,200 

徳秘 15 14,700 I 30,000 26 168,801 803 •l,326,061 845 4,599,565 
香川 1,675 5,729,943 1,675 5,729,913 
愛緩 2 12,500 13 21,175 453 1,187,539 857 2,591,732 1,325 3,812,916 
硲知l 217 611,158 11 27,600 62 192,178 2,001 8,361,325 2,291 9,192,261 
福岡 3,455 9,318,296 8 16,290 3,463 9,334,586 

佐買 96 210,800 2,232 5,067,798 2,328 5,278,598 
j,: 崎 286 368,202 1,131 2,294,069 471 1,919,059 1,888 、1,581,330
熊本 270 603,519 2,464 5,346,102 44 108,891 2,778 6,058,512 
大分 61 168,350 1,035 3,002,008 393 1,135,097 1,489 4,305,455 
宮崎 726 3,828,800 528 2,232,210 1,254 5,705,870 2,508 II, 766,880 

鹿児島 662 1,830,774 I 35,000 3,547 ll,354,395 206 569,703 ,1,416 13,789,872 
沖縄 112 1,212,300 14 ll7,!00 71 I, 085,300 197 2,414,700 

札説
川崎 10 97,500 
横浜 10 97,500 

名古届 I 38,000 45 97,660 I 38,0-00 
求都 45 97,660 
大阪 99 263,000 
神戸 1 60,000 43 65,410 100 323,000 
広秘 43 65,410 

北）し州 I 69,861 10 28,300 11 98,161 

福岡 20 66,677 I 6,500 21 73,177 

補助JI・ 177 7,012,700 7,670 32,974,969 4,395 34,919,801 57 3,574,361 2,061 59,473,534 50,810 242,268,555 45,998 257,853,186 IOI 3,151,000 lll,21~ 641,258,106 

直轄JI・ I 15,000 51 4,405,500 27 2,620,000 110 7,260,000 620 30,338,000 798 69,134,0-00 1,607 ]13,772,500 

合計 118 7,057,700 7,721 37,380,469 4,422 37,539,801 57 3,574,361 2,171 66,733,534 51,430 272,606,555 46,796 326,987,186 104 3,151,00-0 112,819 755,030,606 
373 
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表ー 5 直轄災害地建別被害報告額 （単位：千Pl)

□ 地建別

河 JI[ ダ ム 砂 防 悔 /i! 逍 路 合 11・ 

箇所 金 額 箇所 金 額 箇所 金 菰 箇所 金 額 箇所 金 誦 箇所 金 踊

乗北地方建設1討 92 7,390,000 ， 156,000 24 274,000 125 7,820,000 

関東地方建設局 216 21,245,000 ， 293,000 16 722,000 19 1,211,500 260 23,471,500 

北陸地方建設局 189 20,210,000 18 885,000 I 10,000 208 21,105,000 

中部地方述設局 208 23,600,000 7 263,000 5 446,000 19 1,630,000 29 1,336,000 268 27,275,000 

近畿地方建設局 118 6,400,000 2 10,000 10 378,000 130 ・ 6,848,000 

中国地方建設）討 230 11,580,000 7 95,000 8.， 2,232,000 321 13,907,000 

囮国地方述設局 12 1,000,000 I 28,000 I 80,000 1 4 1,108,000 

九州地方建設局 233 10,210,000 5 74,000 1 4 446,000 JO 208,000 262 10,938,000 

北海逍Ill発局 15 1,030,000 4 270,000 19 1,300,000 

沖縄総合祁務局

計 1,313 102,665,000 3 0̀ 795,000 54 2,527,000 28 1,786,000 182 5,999,500 1,607 113,772,500 

昭和58年10月3111現在

で全国の約63％を占める。このうち中部地建は台風10号による木俯川上流で約61億円、天竜川上流

で33億円の被害が発生したものを含め管内で約130億円の被害となったもので、これが今までの被

害発生額の半分強を占める。関東地建は 8月15El -19日にかけての台風5、6号による利根川、渡

良瀬川、富士川、荒川上流等で185億円の被害が発生しており、これが今までの約87％に相当する。

又、北陸地建では台風10号による千1111川の破堤等で約110億円の被害が発生しており、これが全体

の約半分となっている。この他 7月23H楽雨においては中国地建管内の江の川、太田川の他、北陸

地建の姫川でも被害が発生している。又、国道についてみると、 7月23日楽雨による国道 9号、台風

10号による国道19号、 H本海中部地梃による国道 7号等が特に大きなものとして注目される。

2,主な災害の概要

|）日本海中部地震

本年 5月26H正午頃、秋田県西方100km、深さ約10km （極めて浅い）を誕源とするマグニチュ

ード7.7の地震が発生、秋田市、青森県むつ市、同県西津軽郡深浦町で裳度 5を記録した。地震

の10数分後この地裳による巨大な津波が、秋田県、青森県、北海道南部の沿岸を襲い、たまたま

遠足で男鹿市に米ていた秋田県合川小学校の児童14名が波に呑まれて死亡するという痛ましい事

故を生じたのをはじめ、沿岸で作業中の作業員釣客等を含め、秋田・青森両県で死者~、行方不

明100名近くを出す悲惨な結果となった。被災の範囲は、秋田県、青森県の沿岸部を中心に、北
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海道にまでおよぴ、国道 7号、直轄河川米代川、岩木川をはじめ各所で甚大な被害を生じた。特

に干拓地として有名な八郎潟干拓堤防は、周辺堤を含め100kmの長大な堤防であるが、その80%

以上が何らかの被害を受け，中には1.5-2.0mも天端が沈下した箇所もあった。この他家屋、建

物はもちろんのこと、屯話回線、ガス管、水道管等都市施設も至るところで寸断され、情報が混

乱する状態であった。公共土木施設の被害としては、道路の陥没、法面滑り、崖崩れによる路1本

の損傷、河川の堤体崩壊、 f[l裂の発生、護岸の欠壊の他港湾施設にも甚大な被害が発生した。こ

のような被害に対し、政府は26日15時｀日本海中部地震非常災害対策本部、を設け、 27H秋田、

1f森両県へ調究団を派遣すると共に、各省庁の担当官はそれぞれ所管の施設の復旧指溝のため

へ赴いた。特に国道 7号線は、各所で変形、特に橋梁とりつけ部等では 1m以上の段差が生じ交

通不能となったが、被災直後応急復旧に努めた結果、翌朝 4時までに復旧その後の復旧復興活動

に役立った。又八郎潟干拓堤防は、前述のごとくほぽ全区間にわたって被災したが、これの復旧

にあたっては、今回の地震の程度、過去の被災歴等を配應して、ある程度の再度被害防止を図る

こととし、関係専門家による技術的検討を加えた結果、災害復旧助成事業として改良復旧するこ

ととした。事業規模は現在尚検討を加えているが、おおむね300億円強となる見込みである。

2) 7月23日梅雨前線豪雨

本年の梅雨は、 6月20日前後に鹿児島県加世田市を中心に災害を発生させた他、 さしたる大き

な被害も発生せず経過したが、 7月23日島根県を製った集中豪雨は、昨年同日長崎を中心として

死者、行方不明299名を出した集中豪雨に匹敵する規模のものであった。

7月20日低気圧がH本海中部を東進したのに伴って、梅雨前線も北上活発化し、 23日にかけて

中国地方から関東にかけて停滞し大雨を降らせた。特に22日夜から23日にかけては、いわゆる湿

舌が中国西部に入りこみ、山口県北部から島根県西部およぴ広10県西部にわたる範囲で集中豪雨

となった。なかでも島根県益田市では連続雨批526mm、時間雨批90mmを記録する規模となった。

この豪雨により島根県西部の一帯では各所で山腹崩壊を生じた他、中小河川はすぺて未曽有の出

水をみ、益田川、三隅川、浜田川等では溢水破堤し、市街地は押寄せた土砂、流木で埋り、社会

活動は全く停止した。又、唯一の幹線道路である国道 9号も各所で寸断され、これの復旧に 2週

間以上を要したこともあって、三隅町等は一時陸の孤秘と化した。この災害による全国の死者・

行方不明者は118名にのぼり、又、公共土木施設災害は、秘根県で16,8771生1,239億円に達し、

今年の梅雨前線豪雨災害2,422億円の半分以上を占めた他、広島県でも北西部を中心に4,860件、

10億円強に達した。この他山口県、岡山県等中国地方を中心に被害が拡がった。このような災害

に対し、政府は23日19時｀昭和58年7月豪雨非常災害対策本部、を設置、 24日現地に調査団を派
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造した。建設省としても23日＇＇昭和 58年 7月楽雨建設省非常災害対策本部、を設散、緊急対策、

復旧復興に関する各種辿絡調整、現地への係官の派造等の措骰をとった。又、今回の災害がこれ

までの一連の梅雨前線豪雨災害との関連が密接であるとの判断から、これらの災害をまとめてと

らえ、いわゆる｀‘激甚法、の適用について検討した結果、指定基準に適合することとなり、 各省

協議の結果、‘'激甚災害に対処するための特別の財政援助、、を行うべき災害、通称＇＇本激、、指定を

行った。これは昨年の長崎水害以米のものである。又、これの適用地方公共団体として島根県を

はじめ約20市町村が指定されるものと思われる。

3)台風 5 • 6号

台風 5号は 8月12H、北緯20゚ 付近で方向を北ないし北北東に変え、 17日午前御前崎に達した

後方向を束に変え、東海、関東南部を横切って太平洋に抜けた。一方、台風 6号は、 これより早

＜束日本に近づいたが、次第に台風 5号に引き寄せられるように西へ移動吸収された。しかしな

がら台風 6号の前面に極めて広い範囲で雨雲があり、 これが東海・ 1関東南部に記録的な豪雨をも

たらした。更にこれに続いて台風 5号による雨も加わり、 神奈川県山北町で1,000mm、静岡県河

津町で935mm、山梨県富士吉田市で860mm等、連続雨屈としては未曽有のものとなった。この豪

雨により山梨県、静岡県を中心に100億円前後の災害が発生した。又直轄河川でも利根川、富士

川等を中心として災害が発生した。この台風 5 • 6号による補助災害は549億円であったが、直

轄災害は277億円であり、他の災害に比べ直轄災害の占める割合が極めて大きかった。又、 この

楽雨が去った後、山梨県にある富士五湖の 1つ、河口湖の水位が徐々に上りはじめ、沿岸部に被

害を与えた。台風 5号による降雨のピークは、山梨県で15日～16日朝にかけてであったが、河日

湖の水位は16日夕方から上りはじめ、 23日にピークに達し、平常水位より 2.8m以上上昇した。

このため沿岸部に浸水家屋89戸の被害の他、県道、町道4,500mにわたって冠水した。河口湖は

湖から流れでる自然河川がないため被害の長期化が心配されたが、現在の発屯用水路と、県で過

去に施行したバイパストンネルをフルに活用して約10m'/sを放流した結果、 10月13日漸く平常水

位に戻った。この現象は昨年も生じており、 河日湖の持つ地形・地質的特有性として泄間の注目

を集めた。

4)台風10号

台風10号は、当初九州はるか西方を大陸に向かって進んでいたが、北緯30゚ 付近で急に向きを

東北東に変え、 9月28日10時頃長崎県に上陸、北九州を横断、四国の南海上を東に進み温帯低気

圧となった。この影響！で中部から西 H本にかけて広範囲に大雨が降った。特に長野県では連読雨

祉450mmを超える楽雨となった。中でも南信地方は昨年を上まわる豪雨となり、木曽川、天竜川、
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千IIll川の各上流部は記録的な出水をみた。このため木曽川では美混加茂市で家楼の半壊、紆下没

水を含む4,000余戸が浸水被需をうけた。天砲川では、最上流の諏訪湖への流入河川の増水によ

り、 6,000戸以上の浸水被宵を出す等昨年を上まわる災杏となった。特に千1111川では立ヶ花地先

で、計画高水位を40cm上まわる出水となり、飯山市地先で直轄堤防が溢水破堤するといった最悪

の事態となった。しかしながら、やはり飯山市で千1111川に分流する支川樽川は、昨年の出水で 3

箇所にわたって破堤したが、その後激特事業により改修を進めていた結果、一部で溢水したもの

の、水防活動の成果もあって破堤を免がれることができた。このように被＇甚の中心は長野県であ

り、被害額は台風10号によるものが857億1:I]に逹し、これとそれまでの被雹を合わせると 1,015

億円の巨頷にのぼった。又、この他にも兵）庫県、京都府等広く災雹が発生し、台風10号全体での

被害頷は、直轄も含めて2,440億円となった。このような被宮に対し、建設省としては、建設技

監を団長とする調査団を派造し、長野県、岐阜県の被災地を視察、緊急対策の指示、復l11工法の

指禅等を行った。

5)三宅島噴火

10月3日15時30分頃、三宅励の雄山南西部の数箇所から1illれ目状のlll't火が発生、 IIl't煙の翡さは

1万mに逹し、 l,l’t石は 5km離れた空港にまで逹した。溶岩流は主として 3方向に流れ、南西に向

かったものは粟辺地先を通り海中に逹した。西方に流れたものは阿古地区に至り海岸付近で止ま

った。又、島の南部の新澪池の西側 2箇所と、その南の新恥付近海底から、マグマ水蒸気爆発が

発生、多批の灰を降らせた。 I,l’t火は10月4[l朝ほぽ11：まったものと恐われたが、布感地震はその

後15日11時過ぎまで続いた。このIIl't火により阿古地区を中心に314棟が溶岩流による埋没、焼失

等の被害を受けた。又、地震による土砂崩壊、道路の欠損、溶岩流およぴ降灰による道路の）11!没

等の被害も発生した。特に阿古地区では、都逍、村道がほぽ全滅状態となり、 この他秘を一周し

ている都道212号、 213号等で延ぺ2,000m近くが埋没し、住民の生活に深刻な打撃を与えた。

不幸中の幸いであったのは、避難行動が順調に辿み人的被宵が0であったことである。この被'i!；:

に対し政府は 413調杏団を派追、各種対策を迅辿にとり、 i:；民の民生安定に努めた。更に阿古地

区の復興にあたっては、住民の約 8割が家を失ったこともあって、新たな街づくりのため地元を

中心に計画を検討中である。

3. おわりに

本年の災布はまだ完全に終わったとは言えないが、おおむね大きな災祁を発生する時期は過ぎ

た。特に今年は島根県、長野県等に極めて集中的に災雷が発生した。中でも長野県は、昨年一昨

年につづいての大災雹であり、住民の不安は察するに余りあるものかある。又、 i:；根県の災寓に



378 第7咲沢料編

代表されるように，土砂害による被害は人命をまきこむことが多いだけに悲惨である。特に近年

このような災害が増加する傾向にある。これらの災雹に対し建設省としては，地方公共団体と共

に総力をあげてその復旧にあたると共に，再度災宮を防止し，又予防防災に力を注ぐべく努力を

傾注している。今年の災宵は台風10号が 9月下旬に発生する等，その早期復IEIにはいくつかの困

難があるが，紛根県，長野県への技術職員の応援，地建職員による検森官を動員しての早期杏定

を図り，一日も早く復旧工事が進むよう力を注いでいるところである。
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「liiJ)I|」 No.449P 12~ 19を転載

昭和58年発生直轄河川災害の概況

建設省河川局治水課

1，はじめに

今年の災害は， 4月の岩手県三陸沿岸に発生したフェーン現象による山火事を初めとし， 5月

に東北地方を中心に大きな被災をもたらした日本海中部地震， 7月には協根県等を製った集中豪

雨， 8月9月には台風 5号10号と相次ぎ，長野県等に大きな爪跡を残した。又10月には，三宅l;];

の爆発等，我が国が天然l自然現象に起因する災害が多発する宿命にあることを如実に物語った年

と言えよう。

こうした要因により被災を増大させる主な背漿は，低平地とその周辺に活動及ぴ生産の場をな

しており，ここに莫大な人口．壺産が集梢されている土地利用の形態にある。

したがって，低平地を育くんだ河川の改修の促進が社会的に一附重要視されていることととも

に，河川氾濫による莫大な被害を防止する観点から逃やかに活動出来る組織的な水防体制，防災

活動の強化が直要視されるようになってきている。

2，昭和58年直轄河川災害

昭和58年の公共土木施設災害は図に示したごとく，昨年の約 1兆に引き続いて，概ね8,300億

に達し，上位にランクされる状況を呈している。

一方，直轄河川災害は 3月～ 4月末の融雪災害に始まり， 5月26日午後 0時頃，束北北部を襲

った日本海中部地震により，秋田県下の米代川，雄物川，青森県の岩木川等に大きな被害をもた

らした。 7月に入ると秘根県下を中心とした梅雨前線による集中豪雨， 8 月には中部・ i周束•北

陸を製った台風 5号， 9月には中部・北陸に集中的なダメージを与えた台風10号により，天竜川

の上流部，信涙川（千Ill訓）において，戦後最大となる洪水に見舞われ，上流部で破堤をもたら

し、大きな災害となった。

現在までの被害総額は800億円に達し、昨年の927億にせまる被害となった。

昭和58年の直轄河川の災害は109水系の管理河川の内62水系の57％が被災し、中でも信浪川（千

曲川）、天竜川、木曽川が戦後最大の出水となった。
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河川事業費と公共土木施設災害復旧事業費（公共事業骰等を含む）

の推移 (57年価格）

謡
90,000 4 l lll lllllll直轄河川災害

河川事業費
9,000 

8,000 

7,000 

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

30 35 40 45 50 55 
災害復旧費 S35-S46北海道直轄分は含まないデフレーター

s47- 99 含む 災害復l日費

S58は報告額を含む 河川事業費

土木総合
河 川｝を使用

昭和58年暖候予報と直轄河川災害との対比

月 3 ,, 5 (i 7 8 ， 10 

温 "災~ 梅 雨 盛反期 初 秋
気象 Ii~: 順湖な Ii （梅iHI,IIけ 北li本は_IIし

入t1'，梅とも，If.(6/J」; 後～ 811) 冷傾l{，1。そ
iiJ~ 7 J-l J!l1iJ)、, Iiii'F il＼梅後以ら の他平偕IE

長 期 から梅雨傾I9,I。西 J14< しくなる。
雨械少ない。 II*i1,）1111J 北II本では
や北 II本でrHJ,1：多く、 寒ilの1ii1‘

)・. 報 局地的な大I;1.jのおそれ ,,,.く大1:|iの
がある。 おそれ。

北海道と北 北牲に臨'i.. 東北に 1l木 中部、 1|lllii、 S58.7の咲 台風 59}に 台風10りに

直轄i99IIl| 
陸に社1四災 災古が発生 海中部地謀 几州に梅雨 雨により、 より中部、 より中部、

＇，1：が発生 及ぴ北陸中 前線公tiliに ib根、広l,b北胚 I~東 北陸に大き

部に低気IE より災',,,が に大災古が に大きな災 な被‘9,：をも

災’,;：発生
袋雨による 発生 発生した他 ‘,Ifをもたら たらす。他

災'llfが発生 四国、関東 す。 関東、、近畿

を除いてiiり 9 1 9 19il、四li:|、

状 況
線索雨によ Jし州地方に

る災',If発生 災布が発生

台 風

発生数並～

やや多い

(27-30 
個）

影押する台

風木 I••,It.

(3il月1
i 9 1’縄•It.
(7 i1月1

本 1：に影秤

した台風は

2個

利根茄川・洪水）'・!H辿絡会「洪水a S53.3.20 'i:・:川 fll 
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直轄河川異常気象別・地建別被害状況（被害報告額及ぴ決定を含む）

蘊 'Ji' 災 楽雨災 地 震 災 台 風 災 合 at・
地姓名

被水糸災数披かj'，｛姦被'，!濯 披水系数災 9か皮所．数ぃ，9: 1皮3罪n彼水系災数被か9,"；数’f被1渾 彼水糸災数被か所裟被；暉 披水系災数彼か所1数9f 記 If頷

北海逍 2 12 739 I 3 106 3 15 845 

東北 3 17 9160 6 63 4,109 ， 80 4,569 

関 東
I 3 24 2,780) (3 24 2,780) 

6 188 14,462 6 188 14,462 

北陸 3 12 787 12 59 3,936 
(4 94 10,940) (4 94 10,940) 

3 11 536 18 82 5,259 

中部 6 46 3,311 
(5 108 13,330) (5 108 13,330) 

8 50 3,479 1,1 96 6,790 

近畿 1 8 261 
(7 105 G,000) (7 105 6,000) 

l 8 261 

r11 [JJI 8 145 3,602 
(6 28 2,380) (6 28 2,380) 

8 l45 3,602 

）し J・|9| 12 186 5,604 
1,1 21 1,300) (4 21 1,300) 

12 186 5,604 

四 11'1
(I 12 1,000) I 1 12 1,000) 

合 9il• 5 24 1,526 42 461 17,174 7 66,J,215 
(30 392 ~7,730) (30 392 37,730) 

l7 249 18,477 71 800 ill,392 

（単位：百万円）

注：上段( 11'1は未決定分で外許である。

被災要因別被害額

融雲災24個所l5億円(2%)

地震災66個所42億円(5%)

注：〔 〕は未決定377億円を含む

被災要因別発生頻度

各地の津波

注
13時IO分ー15時40分
の間に観測
センチメートル
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昭

゜

地震による各地の津波の高さ

津波の高さ
1.0 0.5 O(a) 稚内

く地震災害）

米代川左岸中島堤坊の地震津波による堤体の沈下，既
設護岸の被災状況

0
0
 

o゚

→叫可



岩木川本川車力地先の堤体中央と襄法肩の亀裂，堤
外地側の沈下を示す

岩木川の藻川地先の堤防天端の亀裂を示す

383 

岩木川藻川地先堤内地盤の噴砂現象が著しい

岩木川下車力地先の完成後問もない築堤部に亀裂

又、 58年5月に発生した El本海中部地設により北海道・牙（北の 6水系に大きな災害を被った。

地震災害

昭和58年5月2611午後 0時頃、秋田沖西方約100kmに発生した lei本海中部地誕は、地震規模マ

グニチュード7.7を記録した。津波が発生し、人的物的被憲が非常に大きい災害となった。

この地誕による直轄河川の災＇甚は、 i9i•森県の岩木川、秋田県の米代川、雄物川等に及ぴ、その

被唐前は42億円に逹した。

被災は河日から概ね10km以内に集9:l1して発生しており、そのほとんどは堤防の縦断方向の亀裂、

法i(iiのはらみだし、横断亀裂等である。 又、 •i’i-森地方気象台深浦測候所では、地震発生 7 分後、

男鹿水族館では12分後、そして能代港では20分後に引き波が観測され、いずれも 5~ 6分後に押

波の第一波が米製し、深浦では最高潮位55cm、戸買では2.4 ITT、能代港では2.09mを記録し、学

窟を含む100名に及ぷ椋い人命を失う大きな災雹となった。
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米代/II中原地先の堤体亀裂状況 米代Iii中原地先の堤内地の亀裂状況

米代川中島地先の地震・津波による堤体の沈下．既 米代川落合地先の津波及ぴ地震による既設護岸の流

設護岸の中折等の被害状況 出等被災状況

7月23日の島根県下を襲った集中豪雨による，太田

川支川中祖川の濁流渦巻く出水状況

洪水災害

昭和58年 7月22日夜から23日未明にかけて、紛根県西部地方を製った集中楽雨は、 113人の死

者・行方不明を出し、わずか半夜の悪夢のような水ば約が去ったあとは、目を設うばかりの惨状で

あった。その直轄河川の被害総領は94億円に達した。



直轄河川の出水状況
一部の区問で計画底水位を越えた水系数

江の川支川作木川港地先の浸水状況

信濃（千曲）川の飯山地先浸水状況

ゃ/’”/呼―
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一般被害状況

一般被宙の出なかった地建
（東北．四国．北海道）

注： IOO戸以上を抽出

太田川滝川地先の護岸瓦礫化と橋梁の落橋

＿い~ ~, 
ぶ交沿-f/ /ぐ~灸~ぉ

信濃（干曲）川の飯山地先氾濫状況。濁流が家屋，
田畑を洗う。（信濃毎日新聞提供）
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懸命に行う水防活動

ベベ 9~～ 9 9忍区翌心溶，＇，ふ必 9 が～ふ‘‘,‘ふ唸‘主‘'銘迄ふ，i

信濃（千曲）川の十日町地先堤防決壊を蛇籠工法により必死の水防を行う水防団員

信濃（千曲）川の堤防
法面決壊をシート張り
で防ぐ水防団員

信濃（千曲）川の須坂
北相之島地先の洞水を
月ノ輪工法により防御
する水防団員
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振り返ってみると、 25年前の 6月30El, 浜／11市を中心に420mmの楽雨に見舞われ、浜田川から

溢水氾濫により 111市内の 9割が没水被'.;!：を被った。

この災寓から「集中楽雨」という昌莱が初めて1せに出ることとなった。

また 8月171]、愛知県渥芙半肋に上陸した台風 5号は、静岡県を東へ縦断し、山梨県東部から

如暉西部、栃木県南部を通過し、茨木県南部から三陸沖へ抜けるまで13Elと18時間という長時

間の記録を作り、雨址は静岡1,134mm、神奈川県］，101mm、山梨1,038mmに逹し、中部、関東、北

陸地方に250億1:1.］に逹する災寅となった。人的・物的被害が比較的少なかったことは幸いであった。

台風 5号の爪跡がまだいえない 9月28El、長崎市付近に上陸した台風10号は九州を横断し、四

国の南部に逹し、本州南岸に停滞していた1jii線を中心に巻き込んで温僻低気圧におとろえたもの

の、各地に強い風雨をもたらし、長野県下で 2El雨賊で224mm~397mmを記録し、直轄河川の41水

系が腎戒水位を越える出水となり、特に信濃川水系（千Jill川→中野市立ヶ花地先）において、昨

年の出水を上1lllり、既往最大の出水となった。このため長野県飯山市、岐阜県美浪加茂市におい

て，越水による破堤を生じ、大きな災寅となった。その被布総領は400億にのぼるものと、思われる。

これらの出水は、直轄狩理する109水系の実に57％に当る67水系が晋戒水位を上回り、越水破

堤に苓らなかった河川でも、満水状態で破堤寸iiijの危険な状態になり、水防団約130人による必

死の水防活動により、やっとりJり抜けた大河川も少なくない。

今lil1の被災状況から一般的に言えることは、当然ながら河川改修の進んでいるところは大きな

被';'iがなく、未賂備の箇所節で被'.;り：が多く、 また水防活動が的確に行われた地域では、被宵の軽

滅されたことも大きな特徴と呂えよう。

水防団の活動状況

▽
¥
 

四固2水系300人(0.2%)

東北2水系3、200人(2%)

中国2水系1,900人(0.8%)

誼〕 100人以上の出動
をカウント
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「iiiJJI|」 No.449P 31 ~35を転載

島根県における土砂災害とその対策

池谷 浩
建没省河川局砂防部砂防，渫

はじめに

昭和58年 7月23El、 昨年死者行方不明299名という大被内をだした長崎市では時あたかも一

周忌の供投がおこなわれていたころ、秘根県西部地方では、梅雨Iiij線に沿って通過する低気圧に

伴う柴雨によって発生した土石流・がけくずれ等による大被書が発生していた。

まったく、同じ月の同じ日に、史上に残るような土砂による大災’甚が発生し、多くの将．い人命

と麟な財産が失われたことは、なにかの因緑とでもいうぺきであろうか。

予邸の厳しい時節ではあるが、少なくとも人命を守るための行政的対応が強く叫ばれており、

われわれ担当者も、できるだけの努力をしてこれらの｝叫こ答えていくべきである。とり急ぎの報

告として、ここに秘根災宵の状況をお伝えする次第である。

I. 災害の実態

(I) 地形と地質の概要

紛根県と広紛県との県境を東北東から西南西に辿なる標高I000-1400mの中国山地は、日本海

の方向に向って徐々に椋高が低くなり、日本海の沿作では、 i粟硲:l00-500mの低い丘陵性の山地

を構成している。

河川は一般に短かくかつ忍流であり、県西部から硲津川、益田川、三隅川、 I,'iMIi川、浜田川、江川、

と続いている。これら河川に沿って輻の狭い谷底平野が存在し、そこに市街地が形成されている。

地｛＇［は図ー 1に示すように、 il：川以西の海岸沿いは益田市附近まで古生代のJ1紐'i岩と三郡変成

岩（泥質片岩、砂質片岩が主である）が分布しており、一方中国山地は主に中生代白亜紀の流紋

岩、花岡岩類が分布している。

これらの地1171は著るしく風化されていて、その上に赤色土1(1が躯くかぷっている。この地）j(.f,:，

根県全県）は特殊土壊として「特殊土壌地幣災専防除及ぴ振興臨時措骰法」の指定を受けており、

餃食をうけやすい性判をもった土壊を布している。

(2) 気象の状況

山陰沖に倅滞した梅1中hiij線にそって、 7月22から23Hにかけて低気圧が通過し、局地的に強い



389 

ー、一 江 乙．合苔苺ヽ予炉三こ琴豆
三三，

棗

岩
泥

岩

泥

迄

岩

灰石

悶
立
累

岩

砂

．

砂

玄

灰[

[

[

[

[

[

[

 

例

魏

位

ご

塩

ィ

・

凡

一

礫

繹

岩

己

岩

二

右

泥

砦

山

ィ

燦

イ

盗

岡

紋

岩

枚

砂

砂

安

デ

礫

デ

礫

花

流

泥

千

□]
戸
靡
直

□疇

完
新
世

9
更

新

世

古

芭

＿

一

紀

中

世

代

中

期

中

新

世

，

白

亜

紀

二

畳

紀

IO 0 
9 99 99 9 l ll lll l l 

IO 20 -20 40 茫

図ー 1 島根県の地質

い雨をもたらした。

，島根県西部地方の平均年1/IJ降

水批は1600~2000mmであり、弥

栄村での連続雨Jlt555mmは1年分
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7月231]

浜

Illiii

。
の降雨械の1/3に近い値となっている。

図ー 3 浜田市における降雨パターン

特に大批の水分を含んだ湿舌が、 県西部に集中的に流れこんだ22日夜から23日にかけて、 各地

で集中楽面が降っているが、浜田市では23日午r]ijl時から 2時の間の 1時間に72mmの楽雨が、 ま

た益田市では23 日午1i•i 6時～ 7時の 1時間に90mmの袋雨があり、

の時間の前後に発生している。

多くの土石流、 がけくずれがこ

しかし、地すべり性崩壊といわれている浜田市穂出町の地すべり災雹は、降雨のほぼ終了した

23 Ei13時30分頃発生している。

今回の，島根災害では、湿舌が22日夕刻までの観測で1,）1確でなく、 23日未明に急速な気象変化が

起きており、

図ー 2

いわゆる局地的なゲリラ楽雨となっている。

このような降雨は気象上からも予替報が難しい
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と考えられることから、今後、災害防除のための

予替報システムの有効性と具体的な伝逹方法につ

いて、 よりよいものの検討が必要である。



390 第7漱沢料紺

(3) 土石流，地すぺり，がけくずれの発生状況と被害

島根災害においては、現象として発生した土石流の数285渓流、地すべり 7か所、がけくずれ775

か所というもので、近年にない発生数となっている。

土石流による被唐では折居川水系城谷川（三隅町）で死者］名、全半壊 2 戸、益l•Il 川水系桜谷

川（益田市）で全半壊 9戸などがあり、地すべりによる被]!;eでは浜田市穂出町中場地区において

高さ IOOm、幅50m, 土砂J,lJ5,000m'にもおよぷ大規模な地すべりにより、死者］5名、全壊7戸と

いう悲惨な被窟が発生している。

がけくずれにおいては、三隅町須津地区で高さ30m、1111.i40m、深さ 3~4mの崩壊が発生し、

死者］3名、全壊 5戸という被‘出が生じている。

これら土砂災唐に伴う被害は、死者行方不明87名となり、＇島根県下で死亡した全数 107名中81%

というシェアーを占め、いかに今回の励根災'.;19が土砂災‘,Ifであったかを強く fll象づけた。

家屋被雹では、全半壊家／冦数が土石流による］79戸、地すべりによる17戸、がけくずれによる558

戸の合計745戸にのぼっていて、今回災'.;『全体での全半壊戸数3,039戸の約25％を占めるにいたっ

ている。

写真ー 2 折居川の土石流災害（三隅町）

写真一 1 尾実川の土石流災害（三隅町）

写真一 4 須津地区のがけ（ずれ災害（三隅町）

写真一 3 穂出地区の地すべり災害（浜田市）

写真一 5 上三島地区のがけくずれ災害（川本町）



39 1 

2.土砂災害の特徴

島根における土砂災’甚の特徴については、

結果が示されている。

土木研究所砂防部の現地調杏報告'’から次のような

①特殊土壌地僻において伐採跡地や幼令林地に山11且崩壊が多い

②粕くずれは数m3～数万面の範囲でJ¥.(1,・J被‘,lfがあった

③崩壊の時刻は小崩壊については山のピーク時に、大崩壊はピーク時よりも数時間おくれて発生

している

④土石流は土石流や泥流型土石流の流れが多く、 渓1木堆物の移動が主原因であるものが少ない

⑤広域地域において点存する人家にもかかわらず被芯が多かった

山腹崩壊はほぼ袋雨域にみあって分布しており、特に三郡変成岩地僻に発生した崩壊について

は図ー 4のように、表）｝i崩壊型と岩盤崩壊型に分顛される現象が兄うけられる。

土石流に関しては、

991fとはlI！なっている。

Iiij述のように砂礫型土石流の発生が比較的少なく、花岡岩地幣の土石流災

また、 全般的に流木による被＇， I；が目立ってお l)、 今後、流木対策の必要性にかんがみ、対応方

法についての検村が必要になることであろう。

滑
っ
た
プ
ロ
ッ
ク

三
郡
変
成
岩

, 0 

a)必附崩壊
崩壊深 1~2m 

規校 I¥Jl0~15mJiさ15~20
m 

必11111蘭食：t1汁十風化上II1)が

崩れたもので 崩壊j(1iには1瓜

化符盤が露：l',する。

b){；舟悠崩壊（，，，：しい！l・¥化府）
崩壊深 3~4m 

規校 lfJ20~25mJtさ3(）m

料盤は竹：しく極＼化、片理Wiに
沿った府11|]と、これに直交す

るIIIll.lした‘,1/1）19Iが発i立。必IM

部は赤褐色を呈し、枯上化。
崩れは流れ甑斜i(1i(）ヤ理i(li

父は',1/IJEIJilli!) に発生したも

ので）げlり（1iおよぴ直交する‘9,ilI

I]に沿って崩れた。

c)岩盤崩壊（／玉＼化度は低い）
崩壊深 3~5m 

規l災 l[ll5~20mj筵 20~25
m 

b)の崩壊とほぼ1,1様な形態で

ある。但し、すぺり i(1iが比
絞的硬質な岩盤に発生し、

すべったプロックは細かい
割目が発述するが、あまリ

乱れていない。

図ー 4 三郡変成岩に発生する崩壊のタイブ
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3.土砂災害対策の効果

島根県西部地方のいたるところで山II且崩壊や土石流が発生しているが、かならずしもすぺてが

災害にむすぴついているわけではない。

ここに紹介する渓流においても、土石流が発生、流下してきた。しかし、すでに施工された砂

防ダムにより、土石流は倅止させられ、下流の流路工ともあいまって、住家・田畑等の1呆全区域

は見事に保全された（写真一 6)。

また、崖くずれにおいても、多くの場所で忍傾斜地崩壊防止施設がその効呆を発揮し、人家・

人命の保全に役立っていることが確認されている。

人命だけを守るなら晋戒避難によって対応できるが、土砂災寓を発生させない、すなわち保全

地域の安全を確保するためには、土砂災1i対策として効果のあるものを実施することがより望ま

しい。

4.土砂災害対策

激甚な土砂災寅に対して、再度災寓発生の防止と民生安定を兼ねて緊急対策が検討された。そ

の結果、災寅が激甚な災’苫であったこと、下流域に関辿する災害復旧事業が存在していたことな

どを考熊して、今年度より新たに削成された災憲関連緊急砂防事業、災害関連緊急地すべり対策

事業ならぴに災割剥辿緊急急傾斜地崩壊対策事業により対応することとし、一辿区域の一定計画

にかかわる事業については砂防ならぴに地すべり激甚災布対策特別緊忽事業により、土砂災害対

策を実施するべく、今後財政当局と交渉する予定である。

緊急な土砂災寓対策の内容は表ー 1に示したようである。対応工法としては、砂防事業におい

ては、主に砂防ダム工を施工して、現存する不安定な土地の流出による災布を未然に防止しよう

としている。地すべり対策事業における主な工法としては、ポーリングエ、土留工およぴ杭工な

写真一 6 土石流を貯留 Lた砂防ダム。下流の家々

が土石流の被害から守られた

どであり、地すべりに関係する地下水位を低下

させるとともに移動土塊の安定を図り、土砂移

動の防止をする。急、Mi斜地崩壊対策事業におい

ては法枠エと擁壁工が主な：［法としてあげられ

る。これらのエ法は斜面の安定を図り土塊の移

動を防止して直下にある人家の保全をはかって

いる。

これら土砂災曹防止の対策が早念に実施され

ることにより、一日も早く安心して生活でき



表ー I 島根県災害緊急対策事業費

9l i 項 箇所数 :,1, 業 骰 備

災'91fl関辿緊急砂防事業 65渓流 4 :l l l. 6 (i 7J Iり

災割関辿緊急地すぺ l)対策事業 8か所・ 507. I 

災’'if関辿緊急急傾斜地崩壊対策・，ド業 102か所 2 8 l t)．7 4 補助基本頷

i1 1 • 76:38. 114 

写真一 7 対策が Lてあったところ（家の裏の白い擁壁）は，ガケ崩れが生じた

が家は安全であった（益田市）

る場が確採されることを期待して結びとする。
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末箪ながら島根災＇甚でなくなられた 107名の犠牲者の御冥福を心からお祈りする次第である。

〔参考文献〕

l) 土木研究所砂防部： 58年 7 月楽 1•1,i による島根災布の調杏辿報土技沢 Vol.25, No. 9 1983. 

2) アジアjiiiiIIII株式会社：山陰地方昭和58年 7月楽I:I'i災屯報告，'F 昭和58年8月
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「月刊建設J83-12 1'74-80を転載

昭和58年7月豪雨の概要について

野津健
建設省河川諏）j災諜総括災叫霞I午

l．まえがき

梅］，I打iii線の影郭により、 7月20日～23日にかけて、中国地方から石川、新潟県で被‘99iがあり、

なかでも島根県の県西部を中心に、，記録的な集中豪雨に兄舞われ、各地で土砂崩れ、河川の氾濫、

設水等が相次ぎ、多数の死傷者を出す未杓有の大災'.;!；となり、気象庁では、この楽l利を「昭和58

年7月袋雨」と名付けた。

造没省では、これらの大災］！；に対処するため、 7月23日姓，没大臣を本部長とする「昭禾1158年7

月楽雨非常災宵対策本部」を，没附して、被‘9]f状況の梢報収集及ぴ1心怠対策の指袢等種々の対策が

講ぜられた。

この索I,1，iにより特に被‘北の多かった．島根県、山 l:l県の被・g状況の概要を述べる。

2．気象概況

7月20El、低気圧が、日本海中部を東進したのに伴って、活動が弱まっていた梅1Ii1iii線が、再

ぴ北上して活動が活発となり、 23日にかけては、中国地方から関東地）iに延ぴて1が滞し大］：liを降

らせた。特に22IJ夜から23191'FIiij中にかけては、 Iiij線に向って暖湿な空氣が流れ込み、また1jij線

上を低氣1王が通過する際、山1:1県北部から秘根殷西部で強い雨をもたらした。

写真一 1 水没した三隅町の中心部

｛位m'）

,10 ハ＂
＼
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＼
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沿'） 111 Iii'＇,9. Jfi il{ l l l i b l l 

図―| 7月豪雨による県別総降水量図
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3.降雨状況

梅雨前線による主な地点の20El -23 Elにかけての

総雨批は、紛根県浜田市522mm、益田市526mm、弥栄

村555mm、山口県碩佐町403mm、 広紛県芸北町558mm

を記録した。

その後、梅雨前線の北上に伴い、強い雨は北陸地

方の北部に移り、 20EI -26EIにかけての雨litは、同

地方で200mmを超える所が多く、特に岐阜県及ぴ富

山県の山岳地幣では400mm「前後の雨批となった。

27-28 Elにかけて，東北地方北部でijij線の活動に

図ー 2 7月豪雨による県別平均雨量図より、またl¥ll東地方では発逹した雷雲により、それ

ぞれ、 50mm-120mmの降雨があった。また29Elは、中国地方の山地で宙雲が発達し20mm程度の降

雨があった。

4.被害状況

梅雨iiij線の影郭により、山 l]県北部から秘根県西部及ぴ広島県北西部にかけて集9:h袋雨となリ

大災雹となった。 被寅報告領は表ー 2、表ー 3の通リである。

表―| 7月豪雨による県別雨盪表

!I¥ 名 観測1祈名
故大Hi:laiht }，と大II寺1!！llil'ilii:

位 ;；，t 連続I:l'iJ,t
叶，ih：： J1 LL l:I'j!,¥: H II!i 

新潟 9|1)11 /9;i新111 糸魚Il|iii 15 l. 0 1 4 9. 5 7月20ll 22.0 21 [1 6時

窪 Il」 窪 II」 9 1＇序斤II I Ii ; 5[ ll 1 9 ]― 1,061.0 289.0 7月20[1 37. o 25B 11時

石 Ill 犀川ダム 金沢iIi 248.0 lGl.O 7月20[1 17.0 2l [1 4時

岐’',,，・ 大 [l 郡上／i沿；伶町 2,10.0 237.0 7月20[1 20.0 201] 18時

秘取 恥取気象台 H!fI賂I:li!j,r 256.0 93.0 7月20B 22.0 2311 2時

島根 弥栄村役場 /）|il1l謂少ト’i:fJ・ 724.0 388.5 7月22[1 65.0 23 11 6時

岡山 新 兄 新兄iIi 222.5 108.5 7/12111 2G.O 211111時

広島 作木村役場 双三1!11作木村 442.0 l t)4, （） 7月221] •10.0 23B 5時

山 I:I llJill!IOf名tJM阿武郡Ill万川町 560.5 335. o 7月221:I 83. (） 2311711寺

(9lli屯；ミリ）

表ー 2 昭和58年 7月豪雨による被害報告額調 （単位：千1’1)

直 轄 補 助 合 社

箇所 I金各］iI箇所 I 金額 I枷；Jt| 金額
主な被災県

284111,!149,000 l2U72114G,:l72,07:l l25,05GI 158,321.07:l I/.HH. ｝公/,¥,山 l」

表ー 3 被害報告額
（補助）内訳

(llt位；千I’l)

>県名

昭和58年 7月索I:|：i

胃
箇所 金 頷

新潟 301 1,7811,700 5 

窪Il」 407 2,875,000 ,1 

石Ill 357 l, 702, 931 （； 

岐’',＇，. 28 160, 500 9 

品）収 18 524, 650 8 

島根 JG,877 123,899,711 1 

岡山 877 1,455,,IOO 7 

広1,b 、1,860 10,575,:J,¥¥ 2 

I l」Il 987 3, 3 9 1, 8・I O :i 

i I• 21,772 141i, 372, 073 
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5.島根県の被害について

(I) 降雨状況

梅雨jiii線の彩郭によリ、 浜田市では年1i!）平均雨械I.740mmの 3,'ii) に相当する降1•I•ihtがあり、また

益田市では、 23 日午 1i•i 6時から 1時間に90mmの土砂降 岱
暉 C
戸泉／
八束旬

I ¥ 
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/'・柿禾村 ．．．．． ½'"·' 
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図ー 3 等雨景線図（連続雨量）
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りで、午前 2時からの 5時間に約300mmに逹する豪雨となり、各地で崖崩れ、山崩れ及ぴ河川が氾

濫するなど、島根県西部の石見地方にとっては、昭和18年、同33年の災害をしのぐ大災害となっ

た。

写真一 2 流木で埋った三隅町の中心部

表ー 4 島根県 各地の降雨量

辿続 最大l:ll:I'iht 最大II寺11ilI'1,i1,t
観測所名 位 i筏

Fli ! li: I•1.j111: 月 11 l ・l・i !，t H ll寺

／占根l"［役場 八束郡／心根町 228 92.5 7月211] 27 2211 6時

比Il1ダム 能義郡広瀬町 214 63 7月2211 29 2311 1時

赤 名 飯石郡赤米lIIj― 437 1 6 l 7月22H ・12 23[1 3時

横 Ill 仁多郡横Ilill1]. 107 93.5 7月221] 2., 23EJ 2時

多伎町役場 簸川郡多伎町 108 108 7月21Fl 30 2211 5時

温泉津町役場 仁1i,郡温泉I:lHil]. 3 4 6 ”93 ” 7月2211 4 4. 5 23日1時

八戸ダム 邑狩郡桜江IIlJ. 538 240 7月220 6•I 23ll 2時

弥栄村役場 那t'l/i1；弥栄村 724 388、57月221―I 65 231] 6時

益Ill上木’Ji務所 益11| i1; 532 373 7月221.：l 79 231] 8時

HIl;［分造所 鹿足郡 HI原町 236 105 7月21El •1 8 2 l t1 6時

jllj 郷 悶．＂支 l}I；西紺邸lJ・ 195 62 7月2211 27 2,ii1,1時

表ー 5 主な河川の最高水位表

河川名 観測1所名 位 ilt ,,itti・IK匝I[l 闘 批，＇，： i／k位

II •II寺 水位

il．．のIll 吉 l [I 広／，b町l¥ ｛ iii l ! ！郡
i !i l ll 

7.59 5.50 23. I 1: 30 9.77 

＂ 大津 中邑91・符郡羽須美 1 3. 73 5.20 23. I t:40 (i. 4 5 

,, Ill 平 il:t|tiIi 16.90 8. 4 (） 2 3. l (i 1 4. 3 5 

沿,iltill iti 角 益lll ili 6.li7 3.10 23. 9 4. 2(） 

益III I l l 新橋 ＂ :-!.50 2.50 2 3, 7 5.1 (） 

浜田川 浜111大橋 浜lllili 2.50 l. 6 {｝ 23.11 2.89 

/lil:/!ill[ 1/,J-Oj大橋 ＂ 
- 2.7() 23. 5 浜4.00

敬 Ill 敬Iii橋 i l.. i It iI i - :i.oo 2:J.5 '1.00 

※ 観測i，し大r直（観測途中において， 1,け水板が流失したためピークは.l.(J!Jm以．l：て
ある。）

写真一 3 欠壊した益田川の堤防

表ー 6
災害救助法適用市町村

（島根県・3市8町2村）

市町村名---------- I 
発令 H 時

羽須芙村 7月23H 9時30

桜 江 町 ,, 9 II 30 

益 Ill 市 ” l2 11 00 

隅 町 " 12 II 00 
弥 栄 村 ＂ 

14 II 00 

石 兄 Il ]． 
” 17 II 00 

浜 Ill 市 ,, l 7 l1 (）0 

Ill 本 町 ” 
18 II 00 

il: ilt 市 " 1811 00 
lt!l 町 ＂ 

2111 00 

瑞 穂 阻J.
” 

23 II 00 

金 城 lIII 
＂ 2311 00 

災 都 旧J.
＂ 23 II 00 
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(2) 出水状況

21 H未明から降雨があリ、 一時小康状態になったが、 23日未明からの降ト1,iにより、同 H、早朝

から次第に各河川の水位が上昇し、 23日の11時311分には、直轄管理の一級河川、江の川（吉田観

測所）で菩戒水位5.50m、計画高水位7.59mを大きく超える9.77mとなった。

一方、県管理の二級河川益田川（新橋説測所）でも替戒水位2.50m、計画高水位3.50mを上娼

る5.10mを記録した。

主な河川の最高水位は表ー 5の通りである。

(3) 被害の状況

三隅111]では、 23 日未明から、三隅川の氾濫で狐立状態に陥り、町9•I ―9 心部の民家では1冦根まで達

する濁流に洗われ、壊滅的な被9!9を蒙った。また、浜III市、益田市でも市の中心部を流れる浜田

川、益田川が氾濫して市街地はいつれも油／jと化し、住宅の1店上まで水が押し奇せた。

この楽雨禍で浜田、益田両市を初め、那賀郡三隅町など、 13市町村に災害救助法が適用された。

①-•般災 ',•1;:

7月23Hからの袋雨により、県内各河川が氾濫し、堤防は各所で決壊し、家IMの流失、 Ill崩れ

による家）封の倒壊布により．，浮い人命を失うことになった。

県内の被‘,1;:状況は表ー 7の通りである。

②公共土木施設被',1;

7月袋雨でIII道、県逍笠が1：砂崩れや流失、橋梁の被',I；笠でしヽ たる所がイ<j虹となり、 li<I鉄も 1_ll

腔、 1!111、三＿il：各線で逍床が流され、橋梁が流失する等の被‘，・l;:で、「断されるとともに、通佑施設

を含めて一時は令くマヒ状態に陥った。

県内の被‘,If状況は表ー 8の通りである。

表ー 7 一般被害一覧表（島根県） (9月111現在）

タt 者 (A) 10:l 

i i )j 不 IIJI (人） 4 
人的被’,,,

if（．傷（入） (i l 
it傷者

軽慟 1人） 98 

令 壊（合む流失） （棟） l, OG,1 

Ì: 壊（棟） 1、¥)77

tl：家被',,, 部 破 壊（棟） 563 

床 lこ 泌 水（棟） 6. t)53 

床 l‘. 没 水（棟） 7,(H:, 

り 災 ¥II: ’’99’t’ ~ 数 (11•1..9:}｝） 1,00:1 

り 災 者 数 1人） :31,697 



表ー 8 公共土木施設被害報告一覧表（紛根県）

河 I I ! ii,； 
区 分

箇所数 金 甜 箇所数

lI ! ［： 1 i 3,565 4,1, 4 73, 7 70 

松江土木 25 37, 890 

広瀬土木 15 136,i60 

木次土木 159 591,550 

仁多土木 52 391,300 

{I’ぱ：土木 52 255,230 

大Ill土木 10 13,GOO 

川本土木 1.35:l 11,511,790 

浜Ill土木 l, 07(; li,820,080 

益IU土木 756 13,528,.120 

律利l9紐木 :l6 Si,800 

西郷土木 31 li9,350 

,1;111r村―l:•’l i 3,021 21,980,021 

,ii・ 6,586 66,.¥53,7!!1 

6, 山口県の被害について

(I) 降雨状況

゜
゜
゜
゜
｛゚） 

゜
゜
｛゚） 

（） 

｛゚） 

0 

i ;l 逍 路

金 甜 箇1,rr数 金 頷

0 2,317 16,05,!,280 

゜
5 23,980 

゜
l 2,000 

゜
50 224,850 

゜
2:i 、13,580

゜
10 ll,,150 

゜
39 70,990 

゜
559 3, 163,500 

0 I, 115 8,861,250 

゜
9193 3, 6l l, 660 

゜
6 9,{I{){) 

゜
1 6 29,020 

0 7,05:1 21, i78,050 

0 9,370 :li, 832, 3:JO 

:l99 

写真一 5 益田市内の浸水

('I'-!'i. ; -T-1り）

砂 防 橋 採‘ 合 ,n・ 

箇所数 金 頷 箇所数 金 頷 箇所数 金 頷

737 15,228,300 23 I, 180,530 6,6•12 76,!136,8811 

゜ ゜゜ ゜
3(） (ij,870 

゜ ゜゜ ゜
l{i 13S,7GO 

2 5,060 

゜ ゜
211 s22,:rno 

゜ ゜゜ ゜
75 43,I,880 

I ・1,000 （） 

゜
63 270,680 

I 5,GOO 

゜ ゜
50 120,190 

108 571,500 

゜
0 2,020 15, 2-!fi, i90 

508 l l, 3 5 3, 2 4 0 21 1,131,530 2,720 :l9, IG!l, l 00 

112 3,280,900 2 4 9, （）0(） l, 363 20,,lG!}, !180 

5 7, 1 0(I （） 

゜
,17 103,900 

゜ ゜゜
{I •17 ,s,:l7o 

（） 

゜
1 6 l 3,20.!, ifiO lo, 235 •l (；，9 62, 83 l 

737 15,228,300 181 ・1,385,2110 lli,877 123,899,711 

梅I•卜iliij線の影郭により、総1,1,il,lが山 l_l l¥［阿武郡IH万川町では560.5mmの降［,1，j地を，記録した。

(2) 被害の状況

山IこI県では、須佐、 I/191万川両IIITにおいて1浪崩れ、河川の氾濫節が集中的に発生し、この梨I:li禍

で、須佐町及ぴIll万川町に23El 20時災99f救助法が適II)された。

①一般被’99f
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7月23日からの楽雨により枇崩れ、河川の氾濫等により死者 5名、且傷者 7名の人的被害を受

けた。また、住家被害としては全壊24棟、半壊12棟、一部半壊168棟の被寓を受けた。

県内の被雹状況は表ー 10の通りである。

②公共土木施，没被布

7月豪雨により、 公共土木施設及ぴ農林施，没等に大きな被寓を受けた。

県内の被窟状況は表―|Iの通りである。

表ー 9 山口県各地の降雨量

辿雨 統拭

最大1:IlJ'j ht 
観測所名 位 ;;9,＇ 

l:I'j !,t 月 H 

111 7J III 旧r1支月｝ 阿武郡 l!lー／j川町 560.5 3 3 5. （） 7月2211

油 谷町 役場 大津郡油谷町 21:1.5 l02. 5 7月2011

盟 北町 役場 ,'i iIIi lil;,'i 4t lll[ 156.5 75.0 7月2111

表ー 10 一般被害一覧表（山 l二I県） は113011159.，規/U

,E 者（人） 5 

1 i・ }j 不 明（人）

゜人的被 ','f
煎傷（人） 2 

it i砂者
軽傷 1人） 5 

全 壊（含む流失I I棟） 2,1 

半 壊（棟） 12 

tl：家被 '91;* 部 破 壊（棟） 168 

I叔 上 9’又'・ 水（棟） 281 

床 1: 設 水（棟） 78:l 

り 災 I ll: 99 99 l9』: 数（僻’盟） 317 

I) 災 者 数 1人） !） 3 9 

表― |l 公共土木施設被害報告一覧表（山口県）

i"I Ill 海 li' 逍 路 砂 |;）J 橋

区 分
箇所 額誓1/i wii誓祈 ．紅．I． 箇数所 額鬱数 金 令 金 金

l＼し 1．． "’li 18G 665, 830 (I () 1 6 l 707,810 •l:l •1511,5:lO 2 

長l"IJこ木 2,1 67,200 

゜ ゜
(i 20,6(）（） 21 72. 40(） （） 

萩 土 木 1 62 598,630 

゜
0 155 G87,210 22 38,1,130 2 

i I i il ]．i •I :I: 9l i 338 1.011,2:10 

゜
0 254 4!)：I, 2110 （） 

゜
3 

,t1• 524 1, 71:1,0GO 

゜
0 4 l 5 1,202,010 ,13 •156,530 5 

最大時mrn,1,::

l :I:i ! l i: H ll寺

83.0 23rJ 7時

36.0 2111 6時

29.0 21 El 6時

(9(t位：千I'll

梁 合 社

金 ．頷． 箇数1 祈• 金 紅i

11.2,I0 3 9 2 l,8'11,410 

゜
51 !G0,200 

l l,240 341 1,681,210 

(),000 595 1,550,,)30 

20, 2・!0 987 3,391,8.W 
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7.おわりに

島根県西部を中心とする「昭和58年 7月豪雨」は典型的な梅雨末期の湿舌楽雨で、時間雨批90

mmの値は県の観測史上最高のものであった。

風化した脆い土壊、それに明け方ということが煎なり土砂崩れ、生き埋め等で多数の悲劇を招

き、また増水した河川はあちこちであふれ出し鉄道や道路、通信網を寸断する等想像を絶する大

災害となった。このため建設省としては、民生安定のため早期査定、早期復旧を実施すべく鋭揺

努力中である。

しかし被災地ではいまだに日常生活で不便も多く、苦労が続いているものと思われるが、心か

らお見舞を申しヒげ、また、亡くなられた方々のご冥福を祈るとともに、復旧が一日も早く進み、

この痛手から立上って戴くことを［領うものである。
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「砂防と治水」第43号 P40~46を転載

激烈 7月23日を考える
(58年 7月豪雨による，島根災害を中心にして）

土井功
lsao Doi建設省土木研究所砂防部急傾斜地崩壊研究室長

はじめに

激烈と言うのか、撃爆と言うのか、 7月23HのII乍年の長崎災寅や今年のib根災害は土砂災布史

上に特記すべき事件である。我々が災害史を学ぶにあたって、災害を発生した時代の経済活動や

生活環境がどのような状態であって、そこに自然の暴威がどのように加わり、どのような規模の

災害が発生したのか。その実態を克明に知ることが重要である。

災害は我々に箪舌につくせぬ悲しみを与え、我々はその「、199から脱皮せんがために更に苦しみな

がら、新しい防災システムや防災技術を生み出してきた。•長崎と，怜根災専は災布史に残る激甚な

土砂災寄であった。長崎災害の一周忌にあたる 7月23日に現地で合同慰霊祭が拳行されていたが、

その時、柚根県において殷崩れを中心にした災雹が発生していた。因緑浅からぬものがあり、多

数の犠牲者に御冥福を祈りたい。この種の災雹では必ずと昌って死者が発生するので人命を守る

観点にたって、秘根災害について一私感を述べてみる。なお災古の詳細な実態については別途報

告することにしている。

|．災害の概況

1-1 災害の要因

昭和58年 7月23EIの崇雨により災宵を受けた秘根県西部は石兄地方と呼ばれ、県境には中国山

地により分水され、山地は著しく侵食された石兄高原を形成している。地形は全体として El本海

に向って、比較的急な傾斜面をなしている。県境には西から平家岳 (1,066m)恐羅樅JI」(I,346 

m)大佐ll」(1,069m) など椋高1,000m内外の山がそぴえている。海）怜線は．一般に単調であり、

第三紀）杓からなる丘陵地になっている。

河川は一般に短水忽流であり、県西部から一級水系の高津川、二級水系の益IIl川、三隅川、折居

川、周布川、浜田川、一級水系の江の川などがあって、いずれも輻の狭い谷をつくり平野は少ない。

地質は中国山地をおおう中生代の匹兄）杓群（流紋岩、デイサイト）これに隣接して古生代の三

郡変成岩（千枚岩、泥質片岩）、古生代から中生代にかけた鹿足）竹群（砂岩、泥岩、頁岩）が広く

分布している。これらの地）杓は笞しく風化されていて、砕屑化、砂状化となっている。その上に
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赤色土壌が1駐くかぷっている。この土壌は特殊土填地幣災害防除およぴ振興臨時措樅法によって

指定を受けた侵食を受けやすい性状の土壊である。

今回の被害をもたらした集中豪雨は、梅雨前線により 20日から強い雨を断続的に降らした。し

かも梅雨末期の特有の水分を含んだ湿舌が県西部へ集中的に流れこんだため、三隅町を中心に浜

田市から益田市まで30kmを底辺に匹兄町を項点とする高さ20kmの三角形地域に20日から23日まで

に年間降水批の1/3にあたる500mm以上の雨をもたらした。益田市において23日午前 6時から 7時

までに90mmという、県内観測史上、中国管区最高の激しい雨を記録したほか、各地で時間雨祉50

mm以上の雨となった。この豪雨は長崎豪雨の原因パターンと全く同じ型であった。

1-2被害の状況

肋根県発表による 8月2日現在の被害状況によると、死者・行方不明者107人、住家の被害、全

壊671棟、半壊・一部破損1,514棟、床上浸水9,266棟、床下没水7,470棟、罹災者56,000人、土木

被害15,618ヵ所、土木被害領918億円、総被害頷1,898億円となっている。このうち土砂災害によ

る被害は表ー］のとおりで、崖崩れによる死者・行方不明者は全体の85％になっている。また人

口過密地僻である長崎の災害と述い、混林樵村の過疎地幣において死倍者を多く出していること

であり、今回の災害は崖崩れ災害であったと言っても過言ではない。

表ー I 島根県における土砂災害被害状況 ib根Jll砂防，渫調べ

倣二名 浜田市 三隅町 益田市 桜江町 芙r.11111r その他 全体

（箇〗所）
上石流 28 83 54 25 27 68 285 

がけ崩れ 164 120 280 16 62 132 774 

地すぺり I 2 3 1 

゜ ゜
7 

,1・ 193 205 337 42 89 200 1,066 

死 土石流

゜
4 1 

゜ ゜ ゜
5 

がけ崩れ 7 23 22 

゜
8 5 66 

ぶ 地すべり 15 I 

゜
I 

゜ ゜
17 

ii I • 22 28 23 1 8 5 87 

>戸
土石流 11 84 38 ， 10 27 179 

がけ崩れ 91 134 225 7 37 61 555 

地すぺり 8 2 5 2 

゜ ゜
17 

晶 計 llO 220 268 18 47 88 751 

(ll{｛fI1581,: 8 1l IOIII）し1EI

2,災害の経過

災害がどのようにして発生し、これに住民などがどのように対応していったかを時間の経過ご

とに災害を追ってみる。
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図ー 2 雨量分布図（連続雨量）

2-1 7月22日以前の状況

非常に強い雨雲を伴った梅雨前線が山陰沖に停滞し、 2OHから前線上を低気圧が次々と束上し

県西部に強い雨があることを予想して、

21 El 5時に晋報に切りかえ、 この間に、

20 El 15時30分に大雨洪水雷雨波浪注稔報を発令し、

第1波（約100mm)の降雨があった。その後、

7月

雨が上り注

意報になり 15時頃からまた雨が降りはじめ21時30分に特報を発令した。その間に第 2i皮（約100mm)

の降雨があった。その後雨が止み22日には随所に11骨間が見え始め、 前線が北上したかの様相を示

し、同日 13時30分に注意報を解除したが、

このように予報が猫の目のように変わり、

2-2 7月23日の状況

23日になって大気のじょうらんにより、

同日 18時40分に大雨雷雨強風波浪注怠報を発令した。

さらに予報の空振りに終っていた。

再度梅雨jiii線が活発化してきたので、同 II0時35分に

大雨洪水替報に切りかえた。その時刻にすでに浜田市では時間雨抽60mmを記録しつつあった。 ー



405 

時30分頃に浜田市黒川町の森橋宅の裏山の数面の風化土が滑落して、 i舷に直近していた建物を直

幣して 3人の死者を出した。この被唐が今次の災雹で発生した最初のものであり、これを契機に

自主的な避難体制に人っていった。雨はますます強くなり、浜田市で 2時に最大時間雨祉72mmを

記録し、山崩れ、 I韮崩れが各所で発生しはじめた。山崩れは伐採跡地や幼齢林地に多くみられた。

芝隅町では 2、 3、 4時（以降欠測）に50 表ー 2 島根県災害の経過

mmiiij後の時間雨批があリ、小河川が氾濫しは

じめていた。 5時18分に三隅川の氾濫のため

に避難命令を出したが、 /ill崩れによるもので

なかった。 6時30分頃に須津i魚港から200m入

った丘陵の谷間の上地に硲さ30m、輻40m、

深さ 3~ 4 m、上:l,t4,OOOm＼強風化岩の大規

模崩壊が発生し、 13人の死者と全壊 5戸の大

,i参'’liをおこした。また同時刻頃に折居川上流

の室谷地区に l.：石流が発生した。同地区は谷

間の高い所まで段々畑になっていて、用水を

兼ねた1i/；i2-:J mの小深流が流れていた。：l：

石流の発生過程を推察すると、滉常な出水で

深流が氾濫し、上流の山II如の崩壊とともに泥

流とな l）、小深流が大きく似食をうけ、これ

月11

7/22 

7/23 

7/24 

がド流に流出し、 ii曲流型、 ［：砂型の土石流であった。

時刻

5 :,15 

7:25 
13:30 

18:40 

0:35 
I :oo 
1:30 

2:00 

5:18 
6:29 
6 : 30 

7 : OO 

9:40 
13:00 

22:10 

n:oo 

17:00 

経 過 事 項

大雨洪水腎報

大雨洪水'，1祁Ii注怠報

大附洪水ilt雨注訟報解除

大雨洪水注；な報

大雨洪水腎報

i兵lllilill年1lilil'iJ,l60mm，記ぷK

浜/Uili!！．し川町lii崩れ発生 死者 3名

崖崩れ，山崩れ多数発生

浜田市最大l1炉li!！雨)i(72mm記録

三隅町避難命令

益IlIi|i避難命令

三隅IU形／iii'地Ix.litli1れ死者］3名
芝隅町室谷＿―l：石流死者］名

益llliIiIiil内Ill地区IIを崩れ
益1!1市史＿1:最大時間雨｝,t90mm記録

浜lllili避難命令

浜llliIi穂/I'，Ill［中場の天面政死者15名
大雨洪水注慈報

洪水注、な報解除

大雨注稔報解除

益IIIili向l)111.1地区は急傾斜・地崩壊危険区域に指定されており、山すそに人家が30戸ほど並んで

いた。一連の斜伯iのところどころに防止対策が施工されていたが、施設のないところで、史上最大

時間雨l,i:90mmを記録した11![iiiiの6時30分頃に台形状の崩壊が数ヶ所発生して家屋に被害を与えた。

浜lllili穂出町中場の大崩壊は降雨のピーク時から10時間後の13時に高さ］OOm、幅50m、土批

13,000m'の地すべり性の崩壊が発生し、死者］5人、全壊 7戸という被唐を生じた。この被害は消

防l'，tl員が今まで崩壊の心配のない家で休憩をとっていたら、裏山が突然くずれたために大事故に

なった。

以 Kのことから、急速な気象変化による 1/¥)地的なゲリラ楽雨は気象予報が難かしいために、避

難命令を迎らせ災‘;If体制に大きな混乱をもたらしていた。
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図ー 3 浜田，益田の時間雨量

2-3土砂害の特質

今回の豪雨災害は時間雨iil:90mmという中国地方の観測史上最高の楽雨、 IlIIh]に民家が点在して

いる地域の風化した崩れやすい土壌、それに避難の遅れの三要索が重なり、大きな被害となった。

簡単に今回の土砂害の特質をまとめてみると次のとおりである。

①特殊土壌地帯において伐採跡地や幼齢林地に山腹崩壊が多いこと。

②椎崩れは数m’から数万面の範囲で人的被害があったこと。

③広域地域において点在する人家にもかかわらず被害が多かったこと。

④急傾斜地崩壊危険区域外での崖崩れが多いこと。

⑤急傾斜地崩壊防止施設は効果を発揮していること。

⑥崖崩れの前駆現象から本崩壊まで瞬時であること。

⑦崩壊の時刻は小崩壊については雨のピークに、大崩壊はピークよりも数時間おくれること。

⑧土石流は土砂流・泥流型の流れが多いこと。

⑨土石流による人的被害が少なかったこと。

⑩土砂流・泥流型で•あったために深流の堆禎物の移動によるものが少ないこと。

⑪木材の流出が下流の被害を大きくしたこと。



3.激烈 7月23日の史観

ーダー写真ー 1 益田市向内田の鹿崩れ
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自然環境のなかに住み、そこで共同生活してゆく以上自然のリズムと結ぴついた生活の暦をも

つことになる。歳時記は日常生活における行為の指標となっているのは御承知のことと思、う。梅

の実が熟する 6月頃から降り続く雨を梅雨といい、旧暦では五月雨といい、この時期に雨が少な

い時は空梅雨といったりしている。熱帯地方では四季がなく、季節を雨期と乾期に分けているが，

我が国において唯一の雨期が梅f月期と呼ばれている。歴のうえで入梅は太賜が黄経80゚ を通過す

る日で 6月111]頃、梅雨明けは 7月20日頃となっている。これが梅雨期の標準であって、地域によ

って梅雨期の出入が述う。南ほど早く、北ほど遅い。梅雨も終りに近づくと暖気の湿気もしだい

に大きくなり、これを湿舌と言われているが、雨の降り方が強くなる。前線性の雨から対流性の

雨にかわり、梅雨末期の大雨となる。しとしと降る雨からごうごうと唸るような雨、すなわち集

中楽雨となる。 7月に発生した災害をみると．雨が降らないために発生する災害、旱魃と雨が降

りすぎるために発生する楽雨災害がある。このように 7月には両極端な自然現象が現われている。

山形県ではフェーン現象により気温40.8℃の H本記録をつくったり、昨年の長崎災害で長与町

に時間雨批187mmの新H本記録を樹立、楽雨災害では昭和32年7月25日、諫早水害、昭和39年 7月

18EI、山陰北陸集中豪雨など最近の記磁に残る大災害であった。ついでに明治11年7月に長崎測

候所が創立された事など 7月に因緑浅からぬものが多い。

暦上の 7月の季節を立秋と処暑に分け、 さらに 6候に分けている。 1候は 5日として、 5日ご

とに天気が変わってゆくという考えである。 7月20日から25日までを「天地はじめて粛」として

いる。粛とははげしい流れの謡味で気象の激変をさしているのであろう。 7月23日は梅雨期の末期

であり、梅雨明けが迎れているとも言えるが、長崎、島根に既往最大時間雨批をもたらした。その

雨はバケツをひっくり返したような雨とか、機関銃を打つ音のような雨とか、周期的な爆音を嗚

らしたような雨と言われ、住民に心理的な恐怖心を起させて、行動を拘束させ身動きできない状
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態になるという。李白の擬古詩に「弦声向激烈風巻逸飛霜」と詠ったように、 7月23Elの雨音は

激烈、風雲を起し、雷嗚を轟かせ、人馬をただただ平伏する。梅雨期の末期の雨は厳重注意であ

り、 7月は天気激変の季節であって、土砂害危険月であるという事を深く認識しなければならな

し‘o

4，集中豪雨のゲリラ戦

南方洋上から移動してくる台風は飛行観測や気象衛星によって数日前から予想できる。さなが

ら台風の製米は正規軍の侵入となるが、一方梅雨末期に発生する集中豪雨は数時間で発生、消滅

する梢乱雲の群によるものであるために不怠をつかれる。また雨域は小さい訊雨が集中して降

り、数百米離れたところで雨祉強度は著しく述う場合がある。益田市では90mmの楽雨を記録した力く

数100m離れたところで70mm程度となっていた。従って被宵の状況に著しく差奥を生じる。集中楽

雨の製米は不正規軍（ゲリラ）の侵入と言える。

島根県の降雨予報についてみると、 22El 13時30分に注意報を解除し、 18時40分に注怠報を発令

し、 23日0時30分に大雨洪水晋報に切りかえた。住民は前日の雨から解放され、深夜に降雨があ

るとは予想もしていず、熟睡していたにちがいない。テレビ、ラジオも報道を終了していた時刻

で菩報の連絡するすべもなく、寝耳に水ということで、突然戯山が崩れ、 自主的に避難活動に入

っていった。長崎も同様で23日16時50分に大雨洪水替報に切りかえ 3時間後に最大時間雨批を記

録した。

このように瞬時に発生する降雨形態は予測も不可能であり、 また降雨強度も非常に大きいこと

もあって、被害が激甚となっている。それは避難を困難にさせるために人命を失う危険性が高く

なり、崖崩れの死者が他の災害にくらべて突出してきた。

我々はいつも集中楽雨によるゲリラ戦に挑まれている。台風のような正規軍による攻撃は予測

しやすいので戦略をたてられるが、ゲリラ攻幣には個々の対応となってしまう。現在の気象予報

は大地域を一括した予測しかたてられないので、局地的な集中豪雨の予測の信頼性は著し＜低く

なる。それが住民にとって菩鐘にならす、 1•1'i報過多となったり、 1i'I報に倦んでしまうので自分の生

命の軽視になっている。ゲリラ攻撃には避難という而で機敏性と機動性がますます要求される。

5．悪魔は夜やってくる

降雨は生命の水であり、幸福の女神であったり、 ときには楽雨となって災害を引き起し、阿修

羅の如き悪鬼となる。長崎災害では長与町に23 日 20時に時間雨•!it187mm、島根県益田市では23 El 6 

時に90mmを記録した。深夜から早暁にかけて最大時間雨賊をもたらし、この時間帯に多数の土砂

害を発生させた。今までの災害事例をみると台風災害では 1時に、豪雨災害では 5時に被害発生
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件数が多くなっている。 人1聞社会の活動が停II:

している時に、大気の活動は逆に活発になって

いる。気温の日変化は将通時から15時に最高に

なり、最低は日出直前に現われるが、 その較差

は東京では10℃から11℃ぐらいである。深夜か

ら早暁の温度低下により雨滴群がつくられるも

のと推察される兵夜中に降雨賊が増大して被専

が発生することが、 槌崩れ発生とその伝達、避

難を適確に実施するのに最も悪い条件になって

図ー 4 崖崩れ発生時刻頻度
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いる。

崩壊発生と最大時間雨拙の時刻のずれについてみると最大時間雨批時の発生が一番多い。 この

ことは降雨パターンにもよるが、 前期降雨によってある程度斜面に水が供給されている状態のと

ころに短時間に強い雨が降り、 これが引金となって崩れる。最大時1lil雨批という指椋は少くとも

今まで崖崩れを引起した雨祉以上になっているのが将通である。現在の斜面は過去の降雨•)it によ

り形成されてきたものであり、 それが過去の非常に大きい雨に起因してきているので、 その指椋

として最大時間雨拡が利いてきている。今までの崩壊事例をみると最大時liil雨屈時刻以上で83%

が崩れ その 3時1illiiijでは98％が崩れる。また最大時間雨批時刻から著しく遅れて発生する崩壊

は地下水性の大崩壊が多＜、穂1,19，町中場の崩壊のように予想もしていない所に発生して大事故に

つながる場合が多い。従って崩壊危険II/j，1/i)を相当に長くとらなければならない。集中楽雨の悪脱

は夜やってきて長時間とどまり、次ぎ次ぎと被宵の記録を塗りかえる厄介な現象である。

6.崖崩れは自然災害の成人病

枇のイメージは人々によって拠なる。 ti［は危険であるものと息われたり、 また切りたった幽玄

美を持っていると感じたりする。断ii文絶壁の述娯は山水画に描かれ、詩歌に詠まれていること

を考えると、船は眺めるものと言えよう。 その美しさは危険を含んでいるために超然美を際立た

せる。 しかしいつの間にか崖と屈われる所に人家が集中してきた。

戦後の食糀難から解放され、物森も市場に型富に出まわり、 衣食足りて住居を求めるようにな

ってきた。それと平行して生活形態も抒しく変化してきた。戦前の牒林樵の第一次産業の依存か

ら第二次、第三次産業へと移行してきて、 山地と密抒してきた生活から遊離して、 山地の焼廃が

怠速に進んできた。一方、人日の増加と国民の宅地の欲求により、 住宅地が山地へ山地へと拡大

されてきて、 山II屈斜面やI：iを下にも人家が集Il]するようになってきた。山地の周辺に住むIEI住民は
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長年の経験で地の利を生かして安全な土地に居住していたが、 多数の新住民はその土地の地理を

知らずに住むようになり、 全体の住宅環境が悪化してきて、宅地としての危険度が大きくなって

きている。

表ー 3 崩壊発生時刻と最大時間雨置発生時刻のずれ

時Ill/の
神奈川 兵 1,1（J( 崎 秋 Illiii i11 千築 庇児秘 北海追 岐、9','・ 熊 本 三"（ 愛 知 愛 緩 i r，flI 静 岡 石 川 合，iI•ず れ

-5 l I l 1 、1 8 -,, 2 I I 6 10 

-3 2 I 7 8 18 

-2 I l 2 1 l 15 22 43 

- I 3 3 I I 6 1 5 』1 I 1 3 17 ， 64 

゜
10 23 6 39 3D 5 2 ] 4 .J i; 7 2 8 20 176 

+ 1 12 3 5 6 :l8 7 8 3 2 16 6 8 ll 20 148 

+ 2 ， ， 7 lO 5 2 2 6 I 2 18 71 

+ 3 6 6 5 12 7 2 3 2 1 I 2 7 18 75 

+ •I I I I 6 5 7 I 12 10 1 6 60 

+ 5 I I J 2 2 ]2 l9 

+ 6 2 2 3 2 2 3 l8 32 

+ 7 l 33 1 3 19 57 

+ 8 I I I 1 16 20 

+ 9 2 2 1 I l 2 I 11 21 
+10 2 l 2 3 l ） )8 28 

写真ー2 浜田市穂出町中場の地すぺり

枇下に住む人逹はいつの1/f]にか危険であることを忘れ、土地に愛許を感じて、我が家の裏山が

崖れるなどという心配をすっかり忘れてしまう。平地の少ない我が国において、枇下に住む行為

は宿命的なことになってきている。

このような住宅環壕の中で昭和42年 7月に西日本に発生した災唐は市街地の裏IlIや殷が崩壊し

て多数の死者を出した。この災害を契機に急傾斜地対策事業法（辿称、ガケ対策）が制定された。

技術の進歩により、たとえば今まで住めない所でも危険を解消して1主めるようになる。しかし

我々は進歩という過程の中に存在していて、現状は完全な状態にあるわけではない。その時代の

天の利、地の利、人の智の三極の調和のもとに安全性を確保されているにすぎない。 Iii,Iれあがっ
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た崖下の住居は平和裡そのものであるが、いったん豪雨にあうと崖が崩れ悲劇となってしまう。

ときどき天の威力が我々に大きな試練を与え、三極構造を破壊して多数の人命を失なわせてしま

つ。

平均舟命は戦前にくらべると飛蹄的に高齢になっているが、それに立ちはだかるように高血圧、

心臓病、ガン等の成人病による死亡の比率が高くなっている。これと同様に自然災害の中で土砂

災害による崖崩れ、土石流の人的被害が多くなっいることを思うと、崖崩れは自然災害の成人病

と言える。自然と社会の谷間にある崖崩れの現象をいつも注視して見守ってゆかねばならない。

おわりに

昨年の長崎災害、今回の秘根災害で崖崩れによる多数の死傷者を出している。せめて人命だけ

でも守らなければと思いながら、毎年、崖崩れによる被害が突出してくる。狭陸な土地に多数の

国民が住む宿命的な現象なのかと息ったりする。今後に詳細な災害実態調究を行い、原因を究明

して椛牲者の御冥福を祈るとともに 防災技術の向上をはかりたいと思っている。
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「りまあく」 No.32P6~10を転載

58年 7月豪雨災害を顧みて

災害対策反省の報告

まえがき

企画部企訓，；股

「集中袋雨」という，i低が初めてIllいられ 表ー 1 県別一般被害状況
｛！畑158f18 11現／"

たのは、昭和33年 7月1IIのl:llI I 象ItllIIO) 夕 I•lJ iiIII 亨艮11!11面）IIIII!1邸了了可T7「
において、秘根県浜IIl1|j付近に発牛した Iii中i

J,1:300mm程度の局地的(25~35kmfJL[)j) な袋I・Ii

の報逍がなされた時だといわれている。

今I991、昭和58年 7月221 1から2311にかけて

中国地）i西部を製った，記鉢的な集中楽I4•i は、

まさにその名に恥じないものすごさで、夕じ行・

ィ；IIJJ行112人（内・ i:；根JI,tは107人）の9:f．しヽ 9|：.

命と、被内総留i36!5億円（秘根県のみ、 9月1

死行(I:ゴ-
人IH慟行（

,i | |―| 269 |―|‘! 9 9 1 995 
令壊（

家I’I: J災（棟）

・部すJ！壊（棟）

Iぶl設水（棟）

1ぷI<i必•水（棟）

届'JI:ii：家被'91i:1棟1| - 4,716 

，i | ~ I -五
麟・農虞総設l紐IIm1|＝ロ

i 1 ( l l)') 9trlrt9,iイヽ’'，1h 9し

II 現在）という膨大な物Pl!（阻jl‘湘を出す大災古となった。 {,i• しくも 11文・年1iii 、 295 人の艤判行を

出したK崎大水','fとliijじIIであった。

写真一 I 濁流に流される民家（島根県三隅町） 写真ー 2 寸断された国道 9号（島根県三隅町滝見）

この時の氣象状況は、 7JI2011頃から梅1ol-i1Fi線が111|；会沖に倅滞し、これに小利の低気ll；が次々

に爪なり、 しかも梅1,J,i木期の典府9]的な湿舌現象の悪条件が屯なって人ー：内の1:l-iを降らせるという、

長崎火水寅と 1rilじパターンであった。

叫rl)鱈齋I｝、］では浜III l―. 1i’li務所府内の被‘,1fが特に大きく、秘根肌内のII伯lt,'；被，i渾i33億円（道



路18億円、河川15億円、 11)14 1 1現在）のほ

とんどを占めており、 ‘1,1ll そして現在も災‘.,I;•

対策に努｝Jしているところです。また通常、

災91f対策については、地姓本局・各li務所共

に1•分検，rl をかさね、 1が年度 ‘1,1 初、災’甚対策

社1lli1,l}を作成して対応してきているところで

すが、今IIIIの災'，I;'に対応してさらに反省する

点も多く itil,1 された。今 Inl の災店：を•つの乳

"，な経験として生かしてゆくため、これら）父

省，点についてすみやかな対応か求められると

ころであった。以I．．の視ル：にたち、今l991の災

、iIfに対する対策について）丈省を行なったので、

ここにその概要を報告いたします。 ~o 

2200; 

900 

図ー 1 中国地区降水量分布図

I.反省会の経緯

99況J

80 

60 

M91) 

観，計9a9．益III

ぃ',1:iIIii;| :：）0 | ［:1 | ［2 | ：:3 1 63:t 93 

0 6 92 98 0,9 92 98 0 6 92 
7 9 1 20 9 9 "1"" 7 9122 9 9 

（参与 1111財1147年71i

1 ．総悼I•IiM: 6!4',17/1 911 ~71114111 

2.11蔽火降11il,i 204,,(7月11119: 00~7月12119:00)

3．最大11炸It1粋1iiJ1[ 42,,(7/1111123: 00~24: 00) 

（注）建設省三次観i111)1所

（参り・ 2111/il1157年711楽llilJ紺i火水内）

I.総．ihli{,:： 572血 17月2311~7112411)

2.1111,k降llil,t 448,,(7月2311)

3.1,,k時1闊降Hihtl 159日(711231119:00-20: 00) 

lill Jl此li悔洋れし象台

図ー 2 時間雨量分布（建設省観測）
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58年7II 如l•i 災， if に対する対応て多くの反省すぺき、点が派牛し、これら／又省！ばに対するすみや

かな対応が求めらiしてしヽた。

そういった、岱味から、まず関係者が集まって／又省．点を注',I',してゆ</又省会の1北1催が企lIlilされた。

その後、改仰策について具体的な検，9-1をすすめてゆく組織作りか行なわれた。

I) 58年 7月豪雨災害対策反省会

／又省会は 9II 30 I I、広i:nli内の新八 l-iJ：li会館で表ー 2にボすメンバーが集まって1札l催され、数

多くの i't"（な総兄交換が行なわれた。その結果をとりまとめ災約したものが局の幹部会に報告さ

れ、以後河川部、道路部でそれぞれ解決していく ll!l題と、残りを技術笠理委員会の技術符理部会

で検，，、1・していくことになった。
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表ー 258年 7月豪雨災害対策反省会出席者一覧表

所属 役 職 l iJi- 1屈 役 職

総務部 総務諜長 nlif左 逍路部 道路計圃第 2謀長
釣,,'1部 調 A"ヽ・ ,if 

＂ 逍路 1,I'Fl'翡lJi

＂ 技術管： Pl9 1'f " 道路 L:"I>,，漿 Jぐ
,, 企 1Hi1,；恨長 ,, 機械諜 Jと補佐
,, 技術管理諜Ji捕佐 松江l且逍 副 所 長

" ＇'じりi:1’{；や|； ,il:Jと ii', ．五：
” 

河）1 |部 調 杏． ff 浜 Ill ＂ 
" i 9 9[） l |, i |― I’’i1, iI: 1、. ,, 9,1， 理，9限長
,, i99I)l| 1f fl!,;！し」< 太Ill川 扁1） 所 jく

" i99I) | | l~. ．’l i,；I:」i 広島［彫巡 ＂ ,, 屯氣通イ，t諜Jと 111 11 ” 
逍路部 調 A"ヽ・ ff 9 |，技

＂ 
" 逍路,11・1i屑第 1諜jし 写真一 358年7月豪雨災害対策反省会（昭利58年9月30日開催）

2)技術管理部会

10月261-1、中国地処の技術管到1部会（部会長・企画，,,11t官）が1JIl催され、，課題の 1つとして災

事務改菩連絡協壌会 建設1:i1関係技術令理協議会

中国地方建設局事務改菩協議会

技術事務所技術脊理

運営郎会

潤査方針分科会

図ー 3 中国地方建設局技術管理委員会機構図

技術管理部会 機械謀長 路政謀 j; 総務課長

部会長企画調森官 麟計画第 1 諜•長 道路計画第2謀Jし 太Ill川副所長

ムュ 員 人 <I> 謀長 道路工事課 •J足 道路管理課長 広 l直l副所 jと

厚生謀長 契 約 謀 Jを 災書対策検討時の追菰会員 巾技副所長

企 1圃課長 Ill地第一課 J, 閲境審介官 災害対策検討分科会

水 政課長 技附管理謀長 技術管理官 分科会長企画課長

河川工ボ謀長 河川計画謀長 河 Ill調脊官 ムュ 且技術管理部会且を

虚気通信課長 i•f Ill ','/ ~I! 呂漿 iと 道路調介官 補佐する者。

寓対策改善策の検討が提案され、了承された。なお、技術管理部会の下に災＇む対策検討分科会（分

科会長・企画諜長）を設骰して、より実務者レペルで改善策の検討を舟1緑続してゆくことになった。
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2' 災害対策反省点

58年 7月楽l9|i災‘99［時の対策として反省すべき，点を要約して示すと次のようになる。

|）本局・災害対策本部について

災対本部の勤務時間外，没itt11寺の連絡系統が杓1//確であり、辿絡系統及ぴ辿絡貨任者を明確

にする必要がある。

災対本部の，没irtが長期化した場合は、災対本部と各部の役割をII)/確にしておく必要がある。

今j11jの災'・，9f時、災対本部，没i府が7月23l l'臼jij611寺、解散は 8月81"l'Fliij12時で1611I:：］に及んだ。

災対本部内の1廿報伝泣がスムーズにいっていないので、 1fi報伝逹系統をII)/確にしておく必

要がある。災布対策，il•|［lii,Itに，記載されている系統の概念図は図ー 4 の通りである。

災対本部と外部（支部、 マスコミ宵） との'1)'1報辿絡がlり滑にいかない1/riもあったので、本

部←ゞ支部、本部…マスコミ、本部←叶キ！＼！本部（広域交通規制対策も含めて）節との・m報辿絡ルー

トの確立と窓 Il の•本化が必要である。

災対本部の施，没は、以来冷房、表ぷ板のイ；tiii宵施設整備をはかる必要がある。

7
ー

ー

1

|一本ロ
，
 

＆＂ 戸

文 部 (19務 所／

図ー 4 災対本部情報連絡系統図 写真一 4 災害対策本部内の状況 その I

2)水防等について

災苫時、水防に必要な•|i'i報がはいらず

適切な指示ができないこともあったので、現

地h'i報が人手できるよう、関係機関と連絡体

制をあらかじめ検討しておくことが必要であ

る。

写真一 5 災害対策本部内の状況 その 2

道路災囲により水防究機材の搬入が不可

能となったこともあり、沢機材の備将については

地域性を考砒して決定することが必要である。
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• 水防あるいは災害復IE!時に必要な土取場、土捨場は、事前に候補地を選定しておくことが

必要である。

・ 大災害時には、一事務所では要員確保が困難なので、年度当初に近隣事務所も含めた体制

の検討をしておくことが必要である。

・ 災害復旧には建設業界等の協力を得なければならないため、事前に他の関係機関との調整

をはかり、災害発生後は直ちに現地へ出動し、また緊急用査機材を調達するシステムをつくって

おくことが必要である。

3)情報連絡について

・ 気象、ダム、道路災害等の梢報は、各事務所共より広い範囲で入手できるようにしたいの

で、雨批レーダー施設、河川梢報システムの整備、出張所への FAX配信施設の整備により、本

部梢報の定時的な送信システムを確立することが必要である。

・ 被災状況の早期把握その他組織の機動性をもたすため、セスナ、ヘリコプター等の契約を

検討することが必要である。

・ 道路梢報板が霜々回線不通のため使用不能となったことを考え、梢報板の無線化、臨時の

梢報板（ベニヤ製、沿闘等）を事前に準備しておく等、広域交通規制に対処できるようにする必要

がある。

4)通信連絡について

・ 現地•I柑報辿絡に必要な移動無線（パトロール無線）の無線網を確保するために、不感帯の

解消、中継局の整備、無線搭載車の培強、共通周波数の設定等を検討することが必要である。

・ 事務所と出張所間が屯々囮線で結ばれている所があるが、災害時に不通になる可能性があ

るので、マイクロ化を促進する必要がある。

5)災害復旧について

・ 災‘;l叫l,ii'iを迅辿かつ正確に行なうために、マニュアルの作成、コンサルの育成、 O.Bの活

川、距離椋・台帳の整備、職員に対する災害復II]に関する研修、＇災布 ,1,,¥i'i業務の簡索化等を検討

することが必要である。

6)応援体制について

本局、事務所からの応援者は、災'.;『現場の地理感のある者を選定することが望ましい。

応援隊の業務と当該I)i務所・出張所職員の業務とは、政任分担を11/1確にしておくことが必

要である。



7)広報活動について

・ 一般への PRについては、泉Jilill（道路

ニュース等）の配布、写真．の掲示、その他ビ

デオ、窃真集の釦集等が必要である。

広報は1Ij:［l定時に実施する必要あり。

8)災害対策車について

・ 災対車については、通信網の整備、災対

車の設備の補允、要員の確1尿呼の問題を解決し、

より 1i効な利川をはかることが必要である。

9)応急組立橋梁について

・ 現在の組立橋梁は昭和35年に購入した

もので、 JI.カ組立をぢえた小型分割1型で架設

に時間を要すので、クレーン架成を芳えた部

材の斎ll立橋梁を備える必要がある。

10)その他

・ 職員宿舎が10戸も床l註必水したことや、

それが職員の1：気にかかわることを考え、宿

舎,,「IIIiIにあたっては、場所、方式共に災寓に強

い宿舎造 I)を心がけてゆくことが必要である。

・ 交通規制は県替本部と十分辿繋を保っ

て進めていくことが必要である。

・ 職員の健康管理に十分注稔することが

必要である。

あとがき
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茫.

写真一 6 本局応援隊出発(7月25日）

夕

写真一 7 益田市西平原町地先で活躍中の災害対策車

58年 7月楽面災布に対する対応について、 9月30I]の反省会、 10)]26 I]の技術管理部会と検討

されてきた項目の要約を説明してきました。会のI,1，;では、多くのft重な経験に基づく詳細な項目

についての指適もあった。

「災甚は忘れた頃にやってくる。」という諺もあるように、災宵は繰り返しやってくる。それ

を完全に防ぐことは不可能であろう。しかし、 1つの災'i!fをi't重な経験として、新たな対策を練

り、次の災布による被店を少しでも小さくおさえる努力が必要である。
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今まで説明をしてきた反省点をさらに検討し、今後の災害対策に有益なものにしたいと考えて

おリます。

読者諸氏におかれましても、御意見、御助言がありましたらぜひ御一報ください。

辿絡先 730 広島市中区上八丁堀6-30 中国地建・企画部・企画課



rりまあく」 No32P II -18を転載

「昭和58年 7月豪雨」災害現地からの報告

浜田工事事務所

はじめに
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「災宵は忘れたころにやってくる」といわれているが、今回の山陰袋雨は、奇しくも昨年 7月

23 Elの長崎楽雨と同じ日となった。

「昭和58年 7月楽雨」は、励根県西部を中心に梅雨末期のゲリラ楽雨で、 しかも夜製の恐Iiiを

まざまざと兄せつけた。

山陰地方では、観測史上最大規校の楽雨となり、長崎楽雨に迫る記録となり、気象台の予報官

でも「まさかここまで降るとば…．．」と予悲外の雨であった。

河川のはんらん、ガケ崩れの続出で、葬い多くの人命と、 i't凧な財産を蒋われ、また、国道か

ら県市lll]'村道に至る総ての逍路網、鉄道、港

湾等の公共施設、屯気、水道、屯話等の H常

生活基盤を一瞬のうちに破壊され、自然の猛

威が残した無惨なツメ跡を前に、県西部の住

民は、ぶっつけようのない怒りを背負って、

復旧への長い道のりを歩き始めることとなっ

た。

昭和58年 7月豪雨の気象状況

三隅川氾濫 左側国道 9号正面三隅町

昭利58年 7月20I"から23日にかけての梅雨前線による中国地方の大雨は、「58年 7月楽雨」と

気象庁は命名を行った。

|)気象概況

7月18日、日本海の西側では、梅雨前線が弱化し不明瞭となっていた。

19日から20日にかけ、渤海湾から束進する低気圧によって、梅雨前線が顕在化し、次第に南化

し、山陰沿岸まで接近してきた。

21日早朝、梅雨前線が陸地にかかり、一時的に雨が強まった所もあるが、日中は前線が瀬戸内

付近まで南下したので、雨はやんだところもあり、一時小康状態であった。
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22 Elに入ると雨域は東部沿岸、隠岐島にも

広がったが、時間雨鼠は大田市で、 3時の27

mmを最高に20-25mmの所が多かった。この後、

梅雨前線は山陰沖まで北上し雨がやんだところ

も多くなった。

降り始めから22日24時までに県西部では、

平野部で200-250mm前後、 Illlii]部で200-280

mm程度の雨批となっていた。北上した梅雨前

線上の低気圧が22日夕刻から夜半にかけ山陰

沖を束進した後、梅雨前線は寒冷前線の形態

で南下し謁根県にかかった。 22日夜から23El 

午前中にかけて台風 4号の影牌を受け、 EI本

の南海上から高温多湿な気流が、前線附近に

流入してきた。

冷たい空気に、下から高温多湿な空気が流れ込み、

/] ?＞ t2022も琴了 2'

ぃ／
{)／晶 1012 

（湿舌現象）激しい上昇気流が厚い梢乱雲を

発生させると共に、小低気圧を発生させ記録的な集 9巾楽雨となった。

松江気象レーダー（三坂山）エコー図

／ンク—.．． ・̀し

＜． 三i認f悶己ここ袋．．ゞ・ 畑 j9方にはエコーはない。

ゾ ス：す 99 /、C V芯Wi誓：＿＿( r;寸記の数字はエコーの高さ（最高）血

,; 松江レーダー

1 ,。荘ご

m 

OO<lm 

m 

2)降雨状況

7月20Elから21日にかけて、九州

北部から東北地方に及ぶ広い範圃で、

20-30mmの降雨となり、特に中国地

方から北陸及ぴ中部地方では、 21日

の早朝に一時雨が強まり 100-300mm

の降雨批になっている。 これらの雨

は、 22日の H中にはほとんど弱まっ

た。

22 El夜から23日には、中国地方か

ら東北地方にかけ再ぴ20-300mmの

降雨があった。

この雨は特に紐根県西部が激しく、一時liijの降雨批は50-90mmの強い雨が断続的に降っている。

励根県西部の浜田市では、 23日0時40分から 1時40分の 1時間に91mmの激しい雨となり、 22El 



421 

表一 l

観二~I I 陥 l9|，iII II.¥： 総I:|，jJ,t% 年｝，と大 1•1,j!,I:
時 1111J立大 IiI・jhl: ％ 

術 ぢ
時 11 il,:l} 1Ii !,I: 

江i1!（建設省観測所） S.58. 7.20. 9:00~7.23.16:00 317 175 231110:00-11:00 6 4 24h I'と大 188 

浜1111 ＂ I S.58. 7.IS. 4:00~7.23. 14 :oo 516 347 231] 1:00-2:00 73 371 

:. t関I " I s.ss. 1.20.10:00-1.23.10:00 742 472 2311 s:00-9:00 81 483 

益Iii( ＂ I s.ss. 1.20.10:00-1.23.10:oo 6 3 3 444 2311 1:00-s:oo 93 448 

洪9．次（建設行こ次観測11/r) s. 47, 7. 9 ~ 7. 1 4. 614 204 ll 1123 :00-24: 00 42 

菟lと崎(Ji崎海詐奴象台） 5.57. 7.23-7.24. 572 448 231119 :00-20: 00 115 

22時から23fll3時の降雨屈は351mmに逹している。また益田市でも、 23El 6時から 7時までの 1時

間に90mm （建設省観測93mm) の強い雨となっているが、気象庁のアメダス観測も益田市で 8時以

降、桜江町11時以降、三隅町4時以降は観測不能となるほどの局地的盗雨となった。

山l二1県では、北部のlll万川町、須佐町で局地的に強い雨となっている。

これらの激しい雨は、昭和34年 8月浜田市で観測された85.2mm/hを上ltlりまさに、想像を絶す

る局地的集中咲雨となった。

昨年の長崎咲雨（長1h奇海洋気象台）、 II麻1147年 7月楽雨（三次観測所）、ならぴに、今lilの雨を

比較してみると、表ー 1、図ー 3のとおりである。

ロロ匡画 633m 
」• 993m. "｝ 
-·—―に

閑L80 'S99,9和皿●，’． “L9,OOIi 

£ 1 .'― 0.. ， 

区
~ ~, 

%9-比
• [3i一心99 m 如•m比用置 93-：,9バ：萄ふり量

S58. 9 
甍mcm•

」． に，I 瀑l'゚゚1
58庄9月C0日 21日 22日 23日
949年''"日］ 990日9 999E9 919日9

図ー 3

災害の概要

災；Ifの全容は23「I雨があがり通信網がIITI復するにつれ、各機1見lによる調杏結果が，灼根県災宵対

策本部に梨，i「され、その内容が次第にIIJJらかになってきた。以下ここでは、ほぽ全容を把握した

時点での概要を出すものである。

I)一般災害

，記録的な集II喝評liにより、 Iふ根県西部を中心に各所で、出水、山崩が続il'，した。

’',1時の新掛lでは、今llllの災布で発生した人的被＇ i!；、死者、行方不明者]14人は、昭和39年夏の]10

人を越え、紛根県 lくにおける戦後最大の被’’!fとなったと，1::いているが、最終的には、島根県内の

死行、 ti)jイ<IIJJ者は107名であった。
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この他、家屋の全半壊、没水をはじめとし、公共建物被害、教育施設、農業用施設、作物、山

林、土木、水産、等々の被杏は、人々の生活基盤を愈い、生産活動も 1岱IK状態の極めて不自由な

生活環境の中に押しやった。

中国地方では、島根県の被害が最も多く、被唐総頷は、3,600億余円にも達し、昨年の長崎、 47

年災の秘根県分を大きく上lilっている。

表ー 2 被害内訳

上妥

三隅町向野田国道9号三隅川・田原川氾濫浸水13日午後

被災状況 S58.7盗雨 S47.7栄iii 備 名・

/9 死亡者（人） 103 26 
約咽まよSS594る{と189999め．.9.9¥99 4 ！ 公災S158[ 119 の;.• I8授頂.災料<S状,"i9 必hとiはに' ’ 

行方不l'）I(") 4 2 

身 (ti坊行(,,) 159 79 

全 壊1棟） 1,372 559 
迂に没よ"る如7。’l年咽17iの99也1公按Jii紐災li状災ぷ況'9,如9;4は• 

家＇ド 壊I") 1,231 1,235 

流 失(,,) 308 95 

破 !Ji(,,) 960 656 

屈 IオU:i父•水(") 7,741 11,845 

床1翠水(") 10,475 26,449 

被災状況 S58.7楽雨 S41.1菊li 備 ぢ

道路ill壊（嗜） 1,523 6,531 
Ss SSs4よls7の.. る.777栄．如と.2,｛お,"6約,の9のり91999。使技!291災小9災、1加状央1} 91i9 1ii Ii 

公州 橋梁流失(") 58 127 
尽lul 況は

堤防決壊(") 148 

木 欽ili被91i(99) 61 ィ;IIJI

,1,崩れ(") 72 

2)道路の災害

①通行止の状況と被災各ii

秘根県西部では、直轄国道から限、市町村道に杢るまで、ほとんどの道路が被災を受けている。

特に、河川沿いの県、市町村道は河川と平行しているため、河川の攻幣斜而はほとんど原型をと

どめず流失し、斜面i崩壊、構造物捐壊、路面冠水などにより、図ー 4に示すように寸断され、図

-5のように多くの集落を狐立化した。直崩内国道に1見lしても、国道 9号が汀．津市浅利から益ll]市

安窪までの約 76.3kmll¥Jで30ケ所の全面通行止、 191号で益田市吉田町から山口県阿武郡須佐町の

24. 5km間で 9ケ所の全面通行止が発生し、この他に交通を阻‘甚する災曹は、 9号が116ケ所、 191

号29ケ所の計184ケ所（浜田管内は152ケ所）で、被害領も 24億円あまリとなった。

@-
@-

ーk
 

名
｛常設）

9|i柑ittt逍

T-代1111.C

凡例

通imI・節9，(，
,...,だ災直後X• ーー ，， 後711時点

®•ー．，，後1611 時点 ・交通,,,,1"定箇所

.：；KI▼c 

Na 蹄線名 1Na 路 9',1 名
① (K)，，；thli[Iり比線1(j)(1:l i兵llifi: 4: i乱！
② (l:) t釦lll•Il ili線IR(1'.li且泉ilt/114丼紺
③ (・)ilk: i1,'.I庄兄線IR(l:) f.. J,f瑞穂線1
④ (l:）iJ紅il必郡線1⑭ （ ・）Kili/「lliir.i阻採
®(•)開沢安城訴！！！削⑪ (l:HII水波多線
R {l;)浜Illi濱吋部楳I⑫ ｛ k)桜ii：金城線
⑬ { t)．．．悶必郡綿

図ー 4 道路網の寸断状況
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三
災古時には冠水、道路損壊等で孤立状況にあっ
た集落が数多くあった様だが、その後の水が
引く等自然解泊、辿絡不通が考えられ救助本
部のとりまとめによると26日がピークである。
又、救助本部のとりまとめ数値は人屑等で物
沢が供給可能な集落は除かれ物森を送った集
落を示す。

図ー 5 孤立集落の状況

②今回の災害原因と特徴

今回の災杏の要因としては、記録的な集中

楽雨と、中国地方特有の土質、中国山脈山間

部の急傾斜な地形、山陰側に注ぐ河川の急激

に増水する特色などの悪条件も絡み、防災施

設整備の立ち遅れ、山林の荒廃等があげられ

るが、直轄国道についてその災害の特徴をタ

①饂：□-こ7%）R□：→二
②③□:/：口/
④道躇流出（完全）

三 ー5件(6%)

9件(10%) It 7叩

図ー 6 被災形態別件数（中国地建直轄道路災害申1979件分）

イプ別に分類すれば、図ー 6のようになる。タイプ④のように大1itの出水による函渠、床版橋、

盛土などの流失が従米の災害に比べて多く、災害の緊急復1日を非常に困難にした。

直轄道路災害の復旧

①災害発生から初期対応

7月21日からの雨も 22日午後には小康状態に至り、大雨洪水替報も解除された。然し、深夜か

ら未曽有の楽雨が集中することになり、事務所でも非常体制をとり、災害対応に万全を期した。
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（表ー 3) 集中楽雨の記録は前述のとおりであるが、河川の氾濫、ガケ崩れ、道路冠水、流失な

どの続出により、停池、屯話不通が相次ぎ、道路パトロールはおろか、道路の被',.lf状況の収集も

困難となった。

然し、 23日の夜が明けるにつれ、被'.;!［実態も徐々に連絡が人ってきた。その被雹箇所ならぴに

被災内容も増加する一方で、また沿線市lll-［の惨状も報告されるにつれ、国道 9号が直面している

重大さを、再認識せざるを得ない状況であった。

国道 9号は、当地区を東西に1’l通する唯一の主要幹線道路であり、この交通確保こそが、孤立

集落救助や、沿線市町の災害復旧につながる近道であるということであった。

我々はその認識と、地域の切実な期待を感じつつ、災‘;『救助や復旧工事に使用される緊急車両

が通行できる道路確保を第一目標とした。先ず、被災箇所の内容把握が必要であった。寺にして、

2313の午後には雨も止んだため、調究を急いだが、道路は至る処で盛土の流失、斜而崩壊にとも

なう崩土、倒木の堆梢等により完全に寸断の状況で、 I；釈！［物を釆越えながらの強行調森となり、

23日夜を徹し続行した。無線機、カメラ、懐中屯灯を持った屯装備での調杏は、夜1::)でもあり、

危険で困難な状況であったにもかかわらず、全職員の不屈の努｝］により行われ、次第に災’店の全

容が明らかになってきた。

2313から緊忽の復Ill作業を1}11始していたが、現地状況の判明とともに、 1i務所では災、1::復111の

工法を決定し、必要な森機材や、作業員を強）Jに投人するよう待機していた建設業行に指示し、

本格的な行動をIll)始した。

西部では浜lll_l:-1li-’li務所管外から 9号、 191号とも、益IlI方I(［iに向って、山 1| l: 1i’li務所の強｝］

な支援を受けて、両ifiから復IIIに‘片った。｝1iil:、倒木を取り除き、流失箇所を盛I:しつつ、），心急

箇所にはバリケード、保安灯を設附し、交通照理員を配附しながら1jij進した。その結果、 23Fl 111 

には、東部では浜田市西村地先、西部では益IlhII木部地光までの叫i線確保が'')能となった。

一方、現地のiIIll1化は24「9,il)から、地元i111）ht業行を動員し、浜lll側から 5班、益Ill側から 6月l：を

投人し、緊忍復Ill箇所、大規校箇所を中心に状況調ftし、災‘,lf復111ll:I,l,＇i作業に1/i1に合うようり'-急

に1没li面の作成を急がせた。

表ー 3 事務所の体制

'.'" 7 • 21 7 • 22 1 • 23 7."  ，，9.臼p. 9 

12.0 “!．o 12.0 l 2 → O o:OO ’'•OO 

迫 路
6:OO 21 :30 0:30 13:Jo l :30 4:20 18:30 

0”.oo nt 徊2級 9紐一 2訊 '9谷 ＂＆ぷ常 公念

i 99[ J I I 
6:OO IO:00ば：00 8:"30 ~-t2l 級:00一歪16:00232訊;O 4:00 5:00 5:OO 7:OO n:00 

3紐 11/l 贅衣 ←-"A賢奴． IW. 211<0¥1『

『" 
咬"i*云-9t '゚ 喩＇斤-k0 93'o,斤人-"9t』0 2l',ら,;9"K 9 30-'紺t1 ＂ ; ～ 

2 H訊:,"人•-,ヘ3i0 9 9i,:人一贄-i9, 4し95 9 :、2， 5 _ 情m2, , 9 3， :ヽ3 0 9 8m ','入9" :, 4 0 

0ll漿:人3i0 ～ B:40 15:40 12llK : i 10 喩 5 胄Q;00 
松江気復台 情印39 ，， 9m 99 n9 6 ,, 99" 9 

8 ー99-慢-“'う9`  ～！ ー1-9安史-’ぅ ー"l，8 -"' ,1-, . 
紺

f• 報 E R圧
水

励
腎 ”りり ＂ 
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②復IIlの足取り

7月2411以降に残った20km（木部～西村1//J)の区間は、被災箇所も多く、 又大規校なため、緊急

復 Il•Il?li・行程のIE念場となった。 241―l夕刻までには、

体制を崩強投人し仕夜簾行で復II]に叫った。

竺^隅Ill［まで収胤進人可能となったが、更に

刈支国道 9号は迂llllルートがないため、緊急収IiHiの通行を第4こりえ、

を確保するという）j針を立てた。

その後一般．9|i．輛の通行

［法としては、 咳 ljも＇仕くという緊急性をぢ胞し、比較的水絨の少ない小河川、 谷合部横［祈被

布箇所にはヒューム怜多数本を成；；りし、 その 1：にl：を巻き出し1反逍を付けIjii進を続け、仕夜兼行

の復l11作業の結果、 1’XI-7にボすように150箇所以卜の災，；；：箇所も IMJ兄橋を最後に、災‘,l;：5 lI [ ［の

27ll 21時には緊急帷li1iの辿行を叶能とした。この期間、逍路管PI1行が逍路法に）店づき交通規制（辿

行の禁l1-．又はi|；lllij{）を行ってきたが、 て，隅町、益IH,liにおいて災＇， 1；救』））や復Illが網続中であるこ

と、緊怠復Illのため各箇所共補強容の応急対策を施I：中であること＾『の理由によリ、島根県公安

委員会と協議して、翌12811 7時から 8月81124時まで、7.3km区間（郡界橋～1111J;il::J) を災‘,•'"対策

)，し本法に），しつく緊急愉送路として指定し、 •I'9:j根県腎察により交辿悴理をしてI/i くことになった。

般巾の辿行が"［能となったのは 811 8 1l l|；．午であった。

緊 急 輸送路指定
K―7.3km―― 

篇 4、人
tl9 1心I i 

部 ili 盈晶唸：：：届 ii 浜江

―『 I-|―□1□1':「三［古9.699" 9ふ 9km

E平必I9{、'"刈tIEZZZi緊:,,,,白叫''"'位[{l:：IEヨEEl

図ー 7国道 9号復旧状況

三隅町滝見 河川の氾濫による国道流失状況 三隅町滝見 ヒューム管・土のうによる緊急復旧状況
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③応援を受けて沢材、機械の確保

復II」にあたっては、現地状況を勘案し、万全を期しつつ沢材、機械の手配を行ってきたが、緊

怠復II」(8月8H) までに投入した沢材は、土のう 35,000袋、砕石等の盛土材6,OOOm•、ヒューム

管116本、仮橋／II鋼材150tにのぽり、その他に表ー 4のような機械、労力を要した。また、 7月

23 Elから 8月5Elまでの14H Iiilに、本省、本局、 Il.1日、広島国道、太田川、中国技術、松江国道、

出裳と各工事事務所より延人員327名（道路293名、河川34名）にのぽる職員の応援を受け、緊急

復Ill 、災宵 111,m設計•作の作成など、内部事務手続きをはじめとし色々な而で手助けをして頂いた。

また、仮橋などの沢材の搬入、災雹対策車の派造を受けた。これらの応援、支援により難渋し

た緊急復II]や、事務手続きも軌道に釆り、地姓が一丸となって、超スピードで初期の目的を遂行

できたことは非常に心強く、又、感謝の念で一杯であった。

表ー 4 応急復1日に要した機械及び労力

緊俎、 •/9|ijllifi• まで -鴫 ii反 )|i 解放まで
合計 備 ぢ23 24 25 26 27 小計 28 29 30 31 I 2 3 4 5 6 7 8,J-!t 

人 i i 408574 968 529 512 2,491 150!06 181 89 160189 224291 2<5 202 51 113 2,007 4,498 

ショベル（台） 25 27 27 33 32 144 13 2 7 I 12 12 15 14 16 4 1 6 103 247 
仔虞（ぺ9レ03m, 9人

3..,..,0... 0.1.1.0 
プルドーザー（台） 3 6 4 6 5 24 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 0 2 10 34 プグルレドダザ- 15 ¥ ̀ 35 t 

クレーン（台） 4 3 7 7 4 25 5 4 2 6 6 3 6 7 9 2 0 2 52 77 4 ト1うユ'f-ク.9ククレ ン4i, l5,20、35

トラック（台） 76 153 ll5 126 136 606 46 12 61 17 24 37 42 63 36 25 1 14 378 984 
ダン72l A、ll.卜う・,7
トレ う-'ミキサ屈ポンプII(

④9号の役割と復旧効果

災忠時における道路の役割は、搬入、輸送の流通機能だけでなく、災';I［初期には、報道記者の

取材の進入路であ l)、被災地から避難する住民の避難路、又無事を知らせる辿絡の道として利用

され、機能を失った地 9活網等の代替として通信辿絡まで行っている。被災地に救援隊を送った自

衛隊も道路の寸断でiiii進することができず、待機を余儀なくされたが、緊急復l[］と同時に大批に

現地入りができ、行方イ;11/j者の捜索、復II]を推進することがiif能となった。

又、孤立集落の被災者は、水と食糀をまず第一に必要としたため、救援物究の輸送に船を使用

したものの、道路の寸断は行く手をはばみ、徒歩による輸送では十分なh:：にはほど遠い状態であ

った。然し、国道復Illにともない、）＜iitトラック輸送が99r能となったため、食糀、飲料水も屈＜

ようになり、益lII、三隅などの被災地は一息つくことができた。このように国道の早期復1|］は、

水道、屯気、池話邪の施設の復Illにも大きく奇与し、：餃材、人員愉送もはかどりあらゆる1頂に役

立っている。

国鉄山陰本線の復111にしても同様であった。また、 8月8IIから一般国道 9号全線で、一般車

の通行が可能とな')、復Illの迎れていた国鉄山陰本線は代替パスで輸送を始めた。まさに国道 9
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号は、被災地における唯一の足として、大いに機能を発揮した。孤立集落の解消状況を調ぺてみ

ると、図ー 8のようになる。

一般には孤立集落は、被災直後から市町村自ら解消につとめたが、外部からの応援を得て、は

じめて連絡復旧が可能になったもので、図ー 8の状況から見られるように、一般国道 9号の復旧

が補助幹線道路の復旧につながり、それが更に市町村道に広がる道路網の復旧とともに、孤立集

落も急激に減少していった。
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災害復旧活動の反省

今回の災害についての対応は、一応前述の如く

であるが、決して全てが円滑に行われたものでな

く、また満足するものでもない。 l9II:、職員全員が、

事態の重要さを認識し、課せられた任務を遂行す

ペく頑張ったのみである。後H、冷静に発生した

災守と職員の行動を省みる時、色々な反省が生す

図ー 8国道の緊急復旧と孤立集落の解消 るものである。以下にその要点のみ列記してみる。

|．事務所、支部の体制

イ）混合事務所の場合、道路と河川で体制の一本化が難かしい而がある。

ロ）大災雹の場合は、被害の全容把捏ができず、適切な体制つ＇くりまでに時間を必要とする。

ハ）命令系統、組織表（体制）の確認と、 191頃からの乱II錬が必要。（机上の，JII練でもよい。oiII；が

何をすればよいか→課→個人まで徹底）

2. 水文、通信

イ）水文沢料の収集、通信辿絡に対し絶対に1旅害が生じないよう機器の整備と充実

ロ）通信、無線機不感l9l滞の除去。

ハ）通信、中統所の長期倅屯対応。 (10191l::J程度必要）

二）通信、携僻用無線の小型化と硲性能化

ホ）緊怠屯話の加入とPR。

3.情報、問合せ

イ）一般からの間合せが多く対応困難となる。 ii'i報センター、ラジオ筈への広報活動で一元化

を図る。

ロ）梢報提供の内容、表現（刻々の変化に対し）を統一化する。

4. 交通規制
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イ）通行．I卜の決断を早くし•IW報の広報活動を行なう。

ロ）安全施設の充実…十分ということはない…バリケード、赤色灯、土のう、椋識など。

ハ）災内に強い道路Ii’／報板の確保。

5' 災害復旧

イ）実態調査測批、写叫蔽彩は時間l(）余裕が必要。 (I:hii'ilfl写其）

ロ）緊急復II]工＇） iは、臨機）心変な処：i／tのできる機動性をJ浮煎する。

ハ）道路の場合の緊急復Illは、早く安全にが課題。

二）緊急時の上Jli(場、上捨場の 191椋を付けておく。

6. 応援体制

イ）緊怠時を最咽点に業務内容に適した応援・・・災';I闊術用、緊、忽工,1,、復IElr!l,]i'i事務など業務内容

により、応援のタイミング、応援陣容を決定する。…今Iilの応援体制は非常に適切であった。

ロ）備掛森材の把捉と必要に応じた搬入。

7. その他

イ）災＇甚に強い宿舎を必要とする・・・没水対策、 il}動容易など、宿舎，i|前に反映。

ロ）長期となるので職員の健康管項Ilを強化する。…交悴システム、ローテイション、二次災＇甚

防止など。

ハ）他4i業との調照・・・災‘,1：：復lllに関する、治Il.1、河川、砂防、地方道など県単位で合同会議に

よリ、 ・・帝に調照・・・'1Hiiiに問題箇所を提示しておく。

おわりに

今IIIIの災‘9lfで、大自然の猛威を 1iijに、人間の限界）Jと復典の）］強さの両面を見ることができた。

逍路のもつ役割とIf（要性が、地城社会にpj.，認識され、復IIlに）Jを伊えた。復II]の過程では、国道

，ザが地域交通網の中でも、最も咽要な幹線であると同時に、屯気、屯話布の公益施設をも収容

した、ライフラインであるという，認識もでてきた。令職員の旺盛な且任感と、強｝］な応援体制に

より、 f•定よリり'•< /9心、急復Illもできた。しかし、イ迄作なこともあった。表現不可能な環境と忙し

さ、緊張の中で職務を遂行し、亡くなった木村益lll国道／1'，張1印長に対し、心から冥福を祈りたい。

限西部令体の住民牛活や、経済活動は徐々に19ij復しており、被災者は壊滅的な打幣を受けなが

ら、懸命に1』f．ちあがりつつある。 :"rl..’IヤI>務所が所管する国道 9号＾りの地域根幹公共施設の復111

がリード役となり、地域令1本の •-ll も',,.い復興が、進展することを念朝しているものである。

（文且、調杏．設計諜長、福lllT'1好）







編集後記

島根県西部を製った昭和58年7月楽雨による大災害から 8ヶ月が経過し、災害復旧工事も、今冬

の展常降雪の影郭を受けながらも昨実に進捗しております。

本誌は、この災害による幾多のt't重な体験と教訓を後lltに伝え、将米の災害対策の参考とするた

めに編纂されました。

編纂にあたっては、できるだけ多くの森料を正確に記録として残すよう留意しましたが、短期間

の作業のため、多少の不備のあることをお断リ申しあげます。

なお、同時期に災害記録V.T.R「昭和58年7月山陰大災害と復IE!」も製作されましたので、あわ

せて御利用いただければ幸いに存じます。

最後に、本誌の編築にあたり、被災写其、その他の1’t重な森料を提供していただきました関係各

位ならぴに森料蒐集、整理に携わっていただいた関係職員に対し、 w:くお礼申し上げます。

昭和59年 3月

姓設省中国地方建設局

企画部長消水 栂
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